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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　朝目覚めれば本を読み。昼食を食べるのも忘れて本を読み。夜眠りに落ちる限界まで本を読む。

　家族との会話もそこそこに本に向かい。本を通して友と語り合う。

　衣食住の上に、読を置き。食欲性欲睡眠欲の上に、読欲を置く。

　その肉体は本で出来ていて。その血潮にはきっと文字が流れている。

　そんな春海和人の一生は、まさしく読書バカと呼ぶにふさわしい一生であった。




『……うん、まあこんなところかな』

「あまり強い言葉を使わない方が良い。バカに見えるわよ」

『バカじゃねえよ！　読書バカだよ！』

「でも、どうしたの。急に自分のバカさ加か減げんを振り返るだなんて？」

『まだ言うのか……せっかくだし、俺が犬になった経けい緯いを振り返っておこうかと思って。ほら、新しいのが出て来たことだしさ』

「成なる程ほど。つまり走そう馬ま灯とうって事ね」

『違うよ!?　勝手に俺の一生を閉じようとしないで!?』




　そんな読書バカは、自らの命が失われるという危機に陥おちいっても本を求め。挙あげ句くの果てには、本を読む為ために犬の肉体で現世に舞い戻ってきた。

　犬の肉体であろうと構わない。何しろ犬の肉体でも本は読める。ならば何も問題は無い。本を選び、本を読む事。それこそ春海和人の生きる意味で、存在の全すべてである。

　何故なら、春海和人は読書バカなのだから。




　それでは。

　彼の場合は、どうなのだろうか。




　海上を疾しつ駆くする、一いつ隻せきのクルーザーの甲かん板ぱん上じよう。

　冷気を伴ともなった海風が全身を打ち、足元からは振動を感じる。

　クルーザーの舳へ先さき。海上へと突き出したそこに、一羽のカラスが停とまっている。

　白い船の上で目立つその漆しつ黒こくの肉体。しっかりと舳先を摑つかむ足。閉じた羽根に、鋭いクチバシ。

　一羽のカラスが、まるで水先案内のように。

　ただ前だけを見つめて、そこにいた。




　その後ろ姿を見て思い出す。

　今、俺がこうして船上の犬となった、その切っ掛けの事件を。

　秋あき山やま忍しのぶの原稿盗とう難なん事件。我が最愛の作家、秋山忍の原稿が盗ぬすまれたという、思い出しただけで背筋が凍り、怒りで身体からだが震え、戦せん慄りつと悪お寒かんが全身を駆け抜ける大事件。

　奪うばわれた原稿を取り返す為、俺達は必死で新しん稲いな葉ば中を走り回った。

　そして、様々な騒そう動どうと、衝しよう撃げき的てきな出会いと、理り不ふ尽じんな破壊の末。アイドル作家である、秋あき月づきマキシとの対決を経へて、原稿は秋山忍の手に戻ったのだった。




「……振り返ってみると、アナタ本当に何の役にも立たなかったわよねぇ」

『あ、ごめん。今ちょっと過去を振り返るのに忙いそがしいから、そういうのはまた後にしてくれません？　つーか、クイズで役に立ったよね。お前、自分の手て柄がらにしやがったけどさあ』

「アナタ、本当に何の役にも立たなかったわよねぇ」

『何で二回も言うの!?　役に立ったって言ってるだろ!!』




　明かされた真犯人の姿と、その意図。

　編集者、姫ひめ萩はぎ九く郎ろうの死。

　作家、姫萩紅葉もみじの隔かく絶ぜつ。

　振り返ってみれば、その事件は何もかも誰かを案じて計画されたものだった。

　そして、事件の終しゆう端たんに現れた一羽のカラス。

　それは、まだ事件が何も終わっていないことを示していた。




『島が、見えてきました』

　脳のう裏りに響ひびく声に顔を上げれば、舳先に停まったカラスがこちらを見つめていた。鳥類独特の、無む機き質しつな目。しかしそこに、俺は確かな意思の色が感じ取れる。

　その色こそが、このカラスがただのカラスでは無いことを告げていた。

　カラスの正体は、かつて一人の編集者だった人間。

　生前の名は、姫萩九郎。

　秋山忍の原稿盗難事件の、真犯人であり。

　そして、既に死んでいる人間。

　犬になった俺と同じ、死から蘇よみがえった存在である。




　姫萩九郎の声を聴きながら、胸の中は不安で満ちていた。

　今回の来島、決して平穏無事には終わらないだろうという、そんな予感。

　この先で起こるであろう、彼女との遭そう遇ぐうが、一体どのような結果となるのか。




『あそこに、僕の妹、姫萩紅葉がいます』




　かくして。

　この近海の孤島を舞ぶ台たいに。

　新たな事件の幕が、開くこととなる。
















　　　三月　二八日






　時は、秋あき山やま忍しのぶの原稿盗とう難なん事件の翌日。

　場所は、海を見下ろす新しん稲いな葉ば霊れい園えんの一角。

　整然と立ち並ぶ墓石の一つ。『姫ひめ萩はぎ家け』と刻きざまれた墓石の上に、一羽のカラスが停とまっている。

　墓地という場所を考えれば、不吉に思えるその漆しつ黒こくの姿。

　街中で聞き慣れた『カーカー』というカラスの鳴き声。

　しかしその鳴き声は、俺にとって意味のある言葉だった。単なるカラスの鳴き声ではなく、人間が話しているのと同じ、意思を持った言葉だった。




『はじめまして。僕が、姫萩九く郎ろうです』




　事件はまだ、終わっていないのだと。

　そう告げるように、俺の脳のう裏りにカラスの声が響ひびいた。




『…………うん』

　脳内整理。

　落ち着け。息を吸え。深呼吸だ。考えよう。

　いきなり降って湧わいた急展開。こんな事態は初めてで。確かに唐とう突とつな、まるで本の中のような、奇き跡せきのような出来事ではあるけれど。念の為ため、確認しておこう。

『何で、カラスが、喋しやべってるんだよ』

『犬の君には言われたくないですね』

『まあ、そりゃあそうだけどさ』

　冷静な答えを返される。

　そう。十分に予想出来るものであったのだ。何よりも、俺という存在が、今目の前に起きている奇跡の存在を許容している。

『本当に姫萩九郎なのか？』

『はい、僕が姫萩九郎です』

『〝あの〟姫萩九郎なのか？』

『そうです。〝その〟姫萩九郎です』

　犬とカラスの視線が空中で交差する。

『ほ、本当に「書しよ林りん社しや内・執しつ事じ服ふくが似に合あいそうな男性社員ランキング」で三さん連れん覇ぱ中の姫萩九郎なのか？』

『……何でそんなこと知っているんですか？』

　呆あきれ果はてたかのようなカラスの返答。駄だ目めだ。俺も突然のカラスの登場にきっかりかっちり混乱しているらしい。冷静になれ。ＢＥ　ＣＯＯＬ俺！

『……で、でもまあ、本物っぽいな』

『おや、信じて頂けましたか？』

『ああ。こんな頭の悪い個人情報を把は握あくしているカラスがいるとは思えないからな』

　このカラスは、間違いなく『姫萩九郎』なのだろう。

　恐らくは、俺と同じように死の淵ふちから戻ってきた存在。

　ありえないという事はありえない。死んで犬として生き返った人間がいるのだから。死んでカラスとして生き返った人間がいたとしても、決しておかしくはないのだ。

　見た目は普通のカラスなのに、人間の言葉を話している姿が、ひどく奇き妙みようだった。と言っても、ミニチュアダックスフンドの姿である俺も似たようなものだろうが。夏なつ野のや、鈴すず菜なからはこんな風に見えていたのだと思うと、何だか気恥ずかしい。

『でも助かりました、すぐに信じて頂いて。えっと、春はる海み和かず人ひと君で宜よろしいですよね？』

『確かに俺の名前は春海和人だけど……。何で知っているんだ？』

『よく知っていますよ。君の事、見ていましたし、聞いていましたからね』

『見ていた？　え、ひょっとして新手のストーカー？』

　確かに、そのカラスの肉体ならさぞかしストーキングしやすいだろう。普段、街中のカラスの存在なんてほとんど気にしないから、何を見られていたのかすら分からない。

『ストーカーとは酷ひどいですね』

『違うの？』

『正確に言えば、君達の行動を監かん視ししていたと言いましょうか。特に昨日は一日中尾び行こうさせて頂きました』

『……昨日というと、秋山忍の原稿を探している最中か？』

『はい。新稲葉中を走り回っている間はもちろん。登のぶ井い駅でカメラのムカデ屋に行く途と中ちゆうもバッチリ拝見させて頂きました』

『ストーカーじゃん』

『幸さいわいにも僕の背中には羽があるので、上空から失礼させて頂きました』

『ストーカーじゃん』

『そう、昨日のレース中。次のチェックポイントへそれとなく誘ゆう導どうしたり、次の指示を落としていたのも僕なんですよ。さすがに柊ひいらぎさん一人に、秋山先生と秋あき月づき先生の両者の行動を先読みして動いて頂くのは難しいですからね』

『ストーカー……もういいや』

　何このスルーっぷり。

　自分に都つ合ごうの悪いことは全すべて黙殺する系の方ですか。夏野とは違うタイプの独どく裁さい者しやですか。部下の諫かん言げんは真しん摯しに受け止めてこその名君ですよ。

　まあでも、分かった事はある。昨日のレースの最中、次のチェックポイントへの指示が空から落ちて来たり、妙にチェックポイントに先回りされているような感じがしていたのは、このカラスが空から色々と行動していたという事だったのだ。納なつ得とくした。

『ん、という事は、だ』

『はい』

『姫萩九郎!!　てめえ何てことを!!』

『!?』

　いきなり向かって来た犬を、カラスは飛んで避よける。

　俺は飛び掛かった勢いきおいのまま墓石の上に着地、カラスは地面へと降り立ち、一匹と一羽の立ち位置が入れ替わった。

『姫萩九郎！　お前、秋山忍が書いた原稿を盗ぬすむだなんて、何てことをしやがる!!』

　別に、獣の本能に突とつ如じよ目覚めたわけではない。

　ただ、黙っていることは出来なかった。

　叫ぶ。

『何で秋山忍の原稿を盗んだ!!　何で原稿を利用してあいつらを争わせるようなことしたんだ!!　お前、編集者だったんだろ!!　作家が、どんな思いで原稿を書いているのか分からないわけじゃないだろ!!　そんな原稿を弄もてあそぶだなんて、たとえどんな理由があったとしても、編集者であるお前が絶対にやっちゃいけないことだろうが!!』

　俺は作家ではないから、その原稿にどんな想おもいが込められているのか分からない。ただ読者として、作家の隣に存在する者として、こいつがやった事は許せない。

『嚙かむぞこのクソカラス!!』

『……はい、それは、本当に申し訳ありませんでした』

　俺の言葉に、カラスはうな垂れたような、消沈したような様子を見せる。

『自分でも、編集者として禁きん忌きを犯したことは自覚しています。ただ何分、死ぬのは初めてだったもので。つい我を忘れてしまい、死ぬ前に何とかしようと焦あせった行動に出てしまったんです。秋山先生に謝あやまる機会を得られたことが、本当に幸いです』

『俺に謝ったってしょうがないだろ。謝るなら、原稿を盗まれた本人にちゃんと謝れ。ほら、秋山忍ならそこに……って、あれ？』

　と、視線を向けた先には、こちらを訝いぶかる顔が複数浮かんでいる。

　超作家、秋山忍こと、夏野霧きり姫ひめ。

　秋山忍の担当編集者、柊鈴菜。

　アイドル作家、秋月マキシ。

　秋月マキシの担当編集者、仏ほとけ坂ざか大だい門もん。

　皆、一様に口を大きく開け、ぽかんとした表情で墓石の上の俺を見つめている。

『な、何だ？』

　これだけの人間が呆ほうけているのって正直気持ちが悪い。どうしたの、魂たましいでも抜き取られちゃったの？

『俺、何か変な事でも言ったっけ？』

　とりあえず手近な夏野に声を掛けるも。返って来たのは不安そうな顔と言葉で。

「ええと……大丈夫？　頭とか打ってない？　身体からだは平気？　気分悪くない？」

『へ？』

「ちょっとやり過ぎちゃったのかしら、ね」

『はぁ？』

　夏野の口から発せられたのは、俺の身体を心配するかのような優しい言葉。不安そうな表情を浮かべながら、俺を気き遣づかうような態度を取る。何それ、ちょっと寒気がするんですけど。もう全身に鳥肌ですけど、犬なのに。

「大丈夫よ。たとえアナタの頭がアレになって、一生壁かべの染みに向かって話しかけるようになっても、私はずっと側にいてあげる。一生、側にいるから」

『あ、ああ』

　優しく囁ささやかれる夏野の言葉。見ればその瞳ひとみは至って真剣な様子で、その言葉が冗じよう談だんではないことが分かる。

　しかし、その真剣さが背筋に冷たい物を感じさせる。なにしろ、夏野といえば口を開けば罵ば詈り雑ぞう言ごん、更に開けば毒どく舌ぜつ暴ぼう言げんという人間である。そんな夏野が優しい言葉を掛けてくるなんて、それは処しよ女じよ懐かい胎たいのごとき奇跡である。こんなにおかしなことはない。明日の天気は荒れるだろう。もしかしたら、世界が滅ほろぶのかもしれない。人間が動物になる奇跡なんて目ではない。戦闘力ＡＡＡの夏野の貧乳が一晩でオーバーＧクラスに一気にレベルアップする並の奇跡である。

　瞬間、ハサミが振るわれた。

『ぬわぁ!?』

　跳ちよう躍やく。間かん一いつ髪ぱつで避けることに成功。そのまま空中で一回転。再度墓石に着地しようとして、捕ほ獲かくされた。

「あらあらあら、よその家の墓石の上に座るなんて、何て罰ばち当あたりなことをするのかしらねこの罰犬は。生のまま地面に埋うめて肥ひ沃よくな大地の糧かてにしてあげましょうか？」

『痛っ！　痛い痛い、痛いです夏野さん！』

　視界に入るのは、赤みがかった大きな瞳にウェーブのかかった長い黒くろ髪かみ。

「おあつらえ向きに墓地にいることだし。ここにアナタの墓を立てましょう」

『勝手に埋めたりしたら駄目だよ!?』

「大丈夫、一片たりとも残さないから。細かく刻んで、千の風にしてあげるわ」

『微み塵じんも大丈夫じゃねぇ！』

　まあ、何だかんだ言っていつもの夏野さんが戻って来たらしい。良かった、優しい夏野さんっていつも以上に怖いからね。元に戻って良かった。……本当に良かったのか？

　夏野は俺から手を離すと、地面に置いて、改めて踏ふみつけた。

『おい、何で改めて踏みつける必要がある。何がそんなに気に入らないの？　政治？　経済？　国際関係？』

「主に主従関係についてよ。全く、駄犬のくせに随ずい分ぶんな言い分じゃないの。せっかく人が真剣に心配してあげたというのに」

『心配？』

　何か、心配される要素があったっけ？

「ようやく姫萩紅葉もみじの待つ島へ行く方向で話がまとまりかけていたというのに、急に騒さわぎ出だすし。挙あげ句くの果てには、死んだ姫萩九郎の名前を叫びながらカラスに向かって飛び掛かるなんて。何、幻覚でも見たの？　それともそういうスタンド攻こう撃げきでも受けたの？」

『……へ？　お前、何言ってるんだ？』

　踏みつけられた体勢のまま、俺は夏野に問い返す。

『姫萩九郎なら、ここにいるじゃないか』

「……そう、やっぱりどこかおかしくなったのね。どうしましょう、こうなったら一度頭を開けた方が良いのかしら」

『こ　わ　い　よ　!!』

　頭を開けてどうするつもり？

『あ、あのー、春海君？』

　そして、俺を心配そうに覗のぞきこんでくるカラス。姫萩九郎。

　いつの間にか、カラスは墓石の上に戻っており、夏野に踏みつけられた俺を見下ろす形になっている。これ、俺の視界的には鳥ちよう葬そう以外の何物にも見えないんだけど。縁えん起ぎでもない。

『大丈夫ですか？』

『これが大丈夫に見えるか？』

『ギリギリでしょうかね』

　アウト？　セーフ？　どっち？

『あの、ひょっとして……』

　自信なさそうに語るカラスの言葉。

『僕の言葉、皆さんには通じていないのではないでしょうか？』




　説明する。

　死んだ筈はずの姫萩九郎が、カラスの肉体で現れたということ。

　今目の前にいるカラスが、姫萩九郎であるということを。

　言葉にしてみれば大したことではない。ただ、それはあまりにも非現実的なことであった。

「……九郎、さん？」

　まず俺の言葉に反応したのは、夏野の隣となりに立つ柊鈴菜だった。

　姫萩九郎の同どう僚りようの編集者であり、秋山忍の原稿盗難事件において、九郎の代理として動いた鈴菜。

　その鈴菜にしては珍めずらしい、真剣な表情のまま。

　縋すがるように、墓石の上のカラスを見つめている。

「ほ、本当に、九郎さんなんですか」

『はい、その通りです。柊さん、今回は僕のわがままにお付き合い頂きありがとうございました。……と言っても、柊さんにも僕の言葉は通じないんですよね』

『俺の言葉は通じるのにな』

　鈴菜に対しても、犬である俺の声は届いている。しかし姫萩九郎の声は、鈴菜や夏野には通じていないようだ。俺達の言葉が通じる基準は、依然分からないが、とにかくこの場において、姫萩九郎の声を聴くことが出来るのは俺だけであるらしい。

「そ、そんな！　信じられません！　あの九郎さんがこんな姿になるなんて！」

　目の前の現実から目を背そむけるようにして、頭を振りながら姫萩九郎の名を叫ぶ鈴菜。そこには、何か俺の知らない姫萩九郎と柊鈴菜の関係を感じさせるようで。

『信じられないかもしれないけど、そのカラスは、本当に……』

「そうだ！　もしもアナタが本当に九郎さんだと言うのなら。そのクチバシでこの私が一番喜ぶことをしてみて下さい！」

『……はぁ？』

　鈴菜が突然イカレたことを言い。

　それに応こたえるようにして、カラスが動きを見せた。

　迷いなく。勢いよく。墓石から飛び立って、そのまま鈴菜の方へと一直線に飛ぶ。勢いを殺すことなく、素早い動きで、そのクチバシを鈴菜の額ひたいに突き立てた。

　獣の本性を取り戻したかのような一撃。

『って何やってるの!?』

　鈴菜は矢のような一撃をまともに食らう。

　何なの、恨うらみでも買っていたの。死んでも恨みますって感じなの!?

　額にカラスの攻撃を受けた鈴菜。血こそ出ていないものの、クチバシが刺さったままの状態でしばらく動きを止めていたが。

「あ痛ぁー!!　って、これ九郎さんですよ!!　間違いないですよぉ！！！」

　すぐに、歓かん喜きの叫びを上げた。

『ええええええええええええ!?』

「こりゃ間違いないです、九郎さんですってばよ!!」

『どんな断言の仕方なんだお前は』

　断言に至る経けい緯いがおかしいだろ。

「だって、二人で残業している時とかに良く話していましたもの！　ゲラに赤字を入れている時に『一休みしてダーツでもやりませんか？　的まとは私、眉み間けんが高得点です！　さあ、九郎さんからどうぞ！』みたいな！」

『ああ、そう言えばお前ってそんな奴だったね』

　この人、もう取り返しがつかない人間だったよね。

　今回の事件で、珍しくシリアスな役回りをしていたから、忘れていたけど。この柊鈴菜という人物は、とんだドＭの変態なのだった。出来れば関かかわり合いになりたくない種類の人間だった。

「アハハハハ！　九郎さん！　良い！　最高ですよぉ！」

　額にカラスが突き刺さったまま笑わないで下さい。怖いから。




　えへらえへらと喜んでいる変態を恐れるようにして、再び墓石の位置に戻ったカラスは、一つ溜ため息いきを吐ついた。

　俺もすっかり、犬には似合わない溜め息ばかりしているから、その気持ちは良く分かる。生前もきっと、溜め息が絶えない生活だったんだろう、このカラスも。

『変わっていませんね、柊さんも』

『こいつ、会社でもいつもこうなの？』

『いつもこうですね』

『うわぁ……』

　柊鈴菜という変態の、『ひょっとしたら、このドＭは作っているキャラで、実は職場ではマトモなのかもしれない』という希望が、粉々に砕けてしまった。こいつ、この度を超えた変態性で、よく一般社会に受け入れられているよね。どう考えても精神的にアウトローなのにね。

『いえ、仕事はきちんと出来るんですよ。入社試験の成績も、過去トップクラスだった筈です。持ってくる企画もしっかり練ねられていますし。編集者としては有能な部類に入るでしょう。ただ、いつもこんなことばかり言っているので、気になってこっちの仕事が進まないんですよね。無視したら無視したで「放置プレイですね！　望むところです！」とか言うし。編集長も「九郎、お前隣の席だから柊の担当な」なんて言うせいで、他の十じつ傑けつ集しゆうも助けてくれないし。恨みますよビッグファイア様』

　書林社のあまり知りたくない内情が暴ばく露ろされた瞬間である。

『うん、まあ、なんつーか色々苦労しているんだな』

『ええ、分かって頂けましたか』

『ああ、何たって名前が九郎だからな』

　そう。

『九郎だけに！』

『……そのギャグを言うのは、君で丁度五〇〇人目ですかね』

『何ッ!?』

　五〇〇番煎せんじだと。しまった、俺は何て恥ずかしいことを！　つーかそこまで来るともはや鉄板のネタじゃないの？

『違うんだ、今のはノリで言っただけで、本意ではないんだ！　たまたまだし！　けど、言うよね、普通は！　だってそんな名前じゃん!!』

『皆さんそう言うんですよね。通算五〇〇人目の記念として、何か進しん呈ていしましょう。何が良いですか？　賞状？　それともメダル？』

『止やめて！　俺が悪かったから！　その冷たい目は止めて！』

　まずい、カラスに蔑さげすまれている。このままでは地球上の犬の皆さんに顔向けが出来ない。このままではツッコミストとしての名も廃すたる。奇をてらう必要は無い。普通ので良い、そいつで汚名返上と行こう。よし、俺の普通のツッコミを食らえッ！

「はい、ツッコミー」

『もばらっ!?』

　夏野さんの激しい普通のツッコミが、横合いから俺にツッコまれることになりましたとさ。確かに普通ですよね、それは日常的に繰くり返かえされているという意味での普通なので、望んでいたものと違うし。俺を襲おそう痛みが、普通の段階を超えているし。

「まったく、放ほうっておいたらすぐにふざけるわね、この駄犬は」

　夏野さんお怒りモード。いや、ここで怒るのは俺の側なんじゃないのか。いきなり理り不ふ尽じんなツッコミ（物理）を食らった俺が怒るターンではないの？

「良いから、ちゃんと話を元に戻しなさい、駄犬。それとも、その歪ゆがんだ心根ごと矯きよう正せいされたいのかしら？」

『ほら九郎さん、ご覧らんください。これが、俺の飼い主です』

　こんな風にして、俺は生きているんですよ。今から死にそうになるけれど。

　今、こうして改めて踏みつけられた上に、喉のど元もとにハサミまで突き付けられている姿、酷いとお思いでしょう。信じられないことに、これからもっと酷くなるんですよ？

「大事な話なのよね？　じゃあ、ちゃんと話さないとね、何を横道に逸それてばかりいるのかしら、バカで愚おろかで呆れた犬ね。さっきからツッコミツッコミとうるさいようだけど、何ならケツの穴から手ぇツッコんで奥歯ガタガタ言わせてあげましょうか？」

『何それ怖い』

　魔王より怖い。




「つまり、そのカラスが姫萩九郎という事よね」

　夏野は墓石の上のカラスを見み据すえて呟つぶやく。それは、目の前のカラスが姫萩九郎その人であることが当然とでもいうかのような物言いで。

『さすがは秋山忍先生。理解が早くて助かります』

『ああ、そうだな……』

　夏野の場合は理解が早いというか。半年程前、実際に俺相手に体験したことだ。

『話を元に戻そう』

　これ以上横道に逸れると、俺の身体が危ない。それに、あまり積極的に思い出したくないことでもあるのだ。どんなに吹っ切ったつもりでも。あの時のことは。

　それは、恐らく夏野にとっても、そうだろうから。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【書林社内ランキング】……　毎年一〇月一日に発表される書林社の社員ランキング。初期は、業ぎよう績せきに貢こう献けんした社員を表彰するといった真っ当なランキングであったが、ここ数年で蔓まん延えんした『キャラクター主義』の影響を受け、現在のような『漫画の主人公っぽい社員ランキング』『ヘビーな中二病を患わずらってそうな社員ランキング』等の色物部門が多数存在するようになってしまった。






「で、張本人が出て来たわけだけど」

　姫萩九郎を迎えた上で、これから俺達がどうするのか。夏野は墓石の上の九郎と、踏みつけたままの俺を交こう互ごに見つめる。そろそろ、その長い脚をどかしてもいいと思うんですが駄目ですかね？

「さて、どうしようかしら？」

『そりゃ俺達のやることは変わらないだろ。姫萩九郎本人が思わぬ形でこうして出て来たけれど、カラスだし』

『カラスで申し訳ありませんね』

　九郎さんがひがんだ。冗談で言っているのは分かるけど、しゅんとしたカラスって画えは結けつ構こう面おも白しろい。

『どうせカラスには何も出来ませんよね』

『いやそれは違うぞ。確かに、俺達には出来ないことがあるさ。でも、だからこそ俺達が出来ないことは人間に任せるんだよ。その代わり、俺達は人間が出来ないことをやればいい』

『そういうものですか？』

『ああ、そうだ。だから大丈夫。姫萩紅葉の所に乗り込んで、九郎さんの願い通りどうにかして見せるさ』

　そう。

『夏野がな！』

「……まあ、元々行くつもりだったから良いんだけどね」

　夏野が俺を踏みつける強さが増した。本日は屋外なもんで、甘踏みのつもりでも、黒いピンヒールは良い感じに内ない臓ぞうをダイレクトアタックしておいでです。

「そもそも姫萩紅葉には言いたいこともあるしね、任されてあげるわ。物理的にぎゃふんと言わせればいいのよね？」

『いや、あんまり手荒なことはしないようにな』

　本性出さないでくれないか。目の前にいるお兄さんに少しは気を配りましょうよ。

「だって私は、いつもの私のようにしか出来ないもの。大丈夫、これまでも何とかなったんだから、きっと何とかなるわよ」

『不安過ぎる！』

　毎回、こんな感じで始まる夏野の大暴走。

『あの、頼んでおいて何ですが、あまり手荒なことはちょっと……。紅葉は身体も強くないので』

　当然のように、兄からクレームが入った。

　不安なのは分かる。俺も、夏野に最愛の妹である円まど香かを任せたいとは思わないから。だって反面教師の鑑かがみだもんね、この人。つーか、もはや手荒な事前提になってるよな。

「鈴菜もそれで良いわね？」

「ええ！　もちろん先生に付いていきますよ！」

　夏野の問いに、おでこをさすりながら答える鈴菜。

「良いですよねぇ孤島！　そこはかとなく漂ただよう猟りよう奇き的てきな響きがたまりませんよねぇ！」

　良かった、いつものドＭだ。おでこにカラスの一撃を食らったせいで、余計におかしくなるんじゃないかと思ってたんだけど。良く考えたら、最初からおかしさ限界突破している奴なので関係なかったですね。

『よし、じゃあ行くか』

　カラスとなった姫萩九郎の出現というイレギュラーはあったものの、やる事には変わりない。これから具体的にどう動くか、と話そうとしたところで。

「…………ねぇ、あんた達、さっきから何を言ってるの？」

　背後から声が掛けられた。

『!?』

「!?」

　声の主は、夏野の背後に立つ白ずくめの小柄な女性。帽ぼう子しの中に納おさまりきらない金髪を揺らしながら、不ふ思し議ぎな物を見るような目でこちらを見ていた。

『……秋月マキシ。そうだ、こいつもいたのか』

　会話に入ってこないから完全に忘れていたよ。

　秋月マキシ。

　それは国民的アイドルの名前であり、作家の名前。新稲葉を舞ぶ台たいにした秋山忍の原稿争そう奪だつ戦せんを争った相手の名前でもある。

「ねぇ、黒いの。あんた、さっきから何で犬やカラスに向かって話しかけてるの？　頭大丈夫？　全然輝いてないわよ？」

　若じやつ干かん引き気ぎ味みに問いかけるマキシ。

『そうか、こいつには九郎さんの言葉はおろか、俺の言葉すら通じないんだもんな』

　失念していた。マキシからしてみれば、今目の前で起きているのは、急に暴れ回った犬とカラス。そして、それらを相手に暴言を飛ばし、暴力行為を行う夏野という図だろう。うん、これは引き気味にもなるよね。

　夏野はと言えば、秋月マキシの言葉に対し『面めん倒どうくさいわね。斬るか』という表情を浮かべている。斬っちゃ駄目だよ。話し合おうね。

「ハッ!?　分かったわよ！　そんな、動物に話しかけるなんて……」

　何かに思い至ったのか。秋月マキシは大げさな挙きよ動どうで驚おどろきを表現する。

『何だ、まさか俺達のことがバレたのか？』

「あんた、あんたまさか……」

　マキシの瞳が、夏野の全身を見つめる。

「芸能界入りを狙ねらってるのね!!」

　ズビシ！　と音が出るかのように夏野を指さすマキシ。

「……はぁ？」

「ふふん、分かってるわよ。ただ甘いわ！　トゥースウィート秋山忍！　あんた、芸能界を舐なめてるわね！　そんな、動物と会話してみせるような不思議ちゃんキャラ程度でやっていけると思ってるの？　芸能界を甘く見るんじゃないわよ！　ああ、先せん輩ぱいとしてちゃんと示しをつけるあたしって超輝いてる！」

　その言葉と同時。マキシは交差した両腕を高らかに天へと向けて伸ばす。

「光あれ！」

　光り輝くポージングが決まった。

『……何なんだこいつ』

　アイドルとしての秋月マキシは、それはもう光り輝くオーラに満みち溢あふれた近寄りがたい存在ではあったけれど。昨日一日を共にして分かったその正体は、やる気はあるけれど空回りしがちな家族思いで犬嫌いのナルシストであった。まあ、ナルシストでもなければそんなポージングばかり決めないよね。

　ポージングを決めた瞬間、何か向こうの茂しげみから『カシャー！　カシャー！』ってカメラのシャッター音が聞こえてきたんですが、今日も撮さつ影えい隊たいの皆様はいらっしゃってるってことですか？

『なあ、なんであいつを巻き込んだんだよ』

『いえ、彼女もまた、素す晴ばらしい作家だからです。読者を想い、自らを高める、その気高い精神が、きっと紅葉の為になると思いましたから』

『それは、そうだけど』

『まあ、あそこまで個性的な方とは、思いませんでしたが。テレビで見るのと全く同じなんですね……』

　作家としての能力は俺も良く知っているけれど、あまりにキャラクターが強過ぎて、普段から近くに居たくないタイプなのだった。やっぱり、アイドルはテレビの画面越しに見てるのが一番だと、そう思う。

「なんか悪口言われた気がした!!　ああ、でも悪口を言われるのもアイドルの務めよね。妬ねたましい！　悪口を言われる程輝いているあたしの美しさが妬ましいわ！」

　俺達の会話に敏びん感かんに反応する秋月マキシ。

　本当は聞こえてるんじゃないだろうな。

「うるさいわね露ろ出しゆつ狂きよう。こっちはもう話がまとまりかけているんだから、後から出て来てピーチクパーチク騒ぐんじゃないわよ」

「ろ、露出狂じゃないって言ってるでしょ!!」

　夏野の言葉に顔を真っ赤にして反抗する秋月マキシ。このやり取りも随分と見慣れたものとなった。

「何よ、あたしの知らないところで勝手に話を進めちゃって、どういうことよ！　このあたし、シャイニービューティーな超ド級アイドル！　銀河の果てまで輝き続ける秋月マキシ様を差し置くだなんて！　これは極刑ね！」

　はい、マキシさんが食いつきましたよ。

『この人、生き急いでいる感が半端じゃないんだけど大丈夫なのかなぁ。普段から近くにいる大門さんはさぞかし苦労していることだろう』

『いえ、大門は結構楽しそうですよ』

『へ？』

『きっと、大門は秋月先生と仕事をするのが楽しいのでしょうね』

　そう言えば九郎さんと、秋月マキシのマネージャー兼担当編集者大門さんの二人は学生時代からの友人だって話だったっけ。俺には分からない何かが分かるのかもしれない。

『もともと大門は多少誰かに振り回されてる方が、自分の力を発はつ揮き出来るタイプの人間ですから。周囲に対し、気を配ることが常になっているのですよ。だから、今の秋月先生とのコンビは大門にとって最適なのかもしれません』

『ふーん、そんなもんか』

　作家と編集者の関係っていうのも色々あるんだなあ。

『あと、大門は高たか飛び車しやな金髪少女萌もえですしね』

『凄いカミングアウトが来たなオイ』

　そんな一面は知りたくなかった。

『趣味が悪いですよねぇ』

『一部の趣味嗜し好こうの方々に配はい慮りよしてコメントは控ひかえさせていただきます』

　見れば、マキシの後ろに立つ大門さんは、携けい帯たい電でん話わを取り出しどこかへと電話を掛けている。言葉の端から察さつするに、マキシのスケジュール調整でもしているのだろう。知らないうちにカラスによって性せい癖へきがばらされているとも知らずに……。

「それで、白いの。私達は姫萩紅葉の家に向かうけど、アナタはどうする？　行く？　それとも死ぬ？」

「死なないわよ！　行くわよ！　あれよね、何だか分からないけど、そこのカラスが連れて行ってくれるんでしょ？　島に行って、島を征せい服ふくして、ついでにあたしが全てのガレキの上でポージングを決めればいいのよね！　シャイニング！」

『また中ちゆう途と半はん端ぱに事態を理解しているなぁ』

　俺達の声、本当に聞こえてないんだよね？

『そう言えば、その島まではどうやって行けばいいんだ？　書林社のヘリを使えば、すぐに到着出来るのかな』

『いえ、あの島の上空には不規則な気流が生まれていまして、ヘリでは近づけないんですよ。複雑に突き出した岸がん壁ぺきがおかしな空気の流れを作っているらしいです。下へ手たに近寄ると海に真っ逆さまで、カラスの肉体では近寄る事すら無理でした』

『どんな島だよ』

　アルカトラズかよ。

『巷ちまたでは監かん獄ごく島とうなんて呼ばれているそうです』

『監獄島!?』

　何その名前。もはや人が住む場所じゃないだろ。囚人とかを隔かく離りしておく場所だろ。

『なので通つう勤きんには、船を使っていたんですよ。クルーザーです。移動にはそれを使いましょう』

　クルーザーか。

『夏野、お前操そう縦じゆうとか出来そうだけど、免めん許きよとか持っていないの？』

「やってみなくちゃ分からない」

『ああ、無理だなこの人……』

　出来そうな気がするだけだった。

「まあ、そこは誰か運転出来るのを見つければいいでしょう。そっちの露出狂のところの黒服なら一人二人いるでしょうしね」

「だから露出狂じゃ無いって言ってるでしょ！」

「はいはい」

　もはや定番となってしまったやり取りである。

「じゃあ、移動手段も決まった事だし。さっさと行くわよ。随分と時間がかかっちゃったからね」

「え、今すぐ行くの？　入念な準備が必要なんじゃないの？」

　マキシが当然のことを言って戸と惑まどうも、夏野はにやりと笑い。

「行かないのね、そう分かった、じゃあね」

「だから行くわよ！　行きまくってやるわよ!!　行って、姫萩紅葉をどうにかすればいいんでしょ!?　蹴ければいいの？」

　案あんの定じよう、夏野に言われるがまま、秋月マキシの参戦がここに正式決定したのだった。

『いや、ですから紅葉に手荒なことは……』

　そして九郎さんが、またもや頭を抱えていた。羽を使って、器き用ように。

　まあ、こんな問題だらけの連中が、家に押しかけるんだもんね。

　大変だけど、それくらいの荒あら療りよう治じが、必要なのかもしれない。

　何しろ相手は、あの姫萩紅葉。

　どんな結果になるのか、想像もつかないのだから。

　依い然ぜんとして不安そうにしている九郎さんの隣に立ち、そっとカラスの耳元で囁く。

『安心しなよ。どんな形であれ、必ず結果は出るさ。夏野は、頼んだことはきちんと守ってくれる、そんな奴だから。そいつは俺が、良く知っているから』

『……そうですか』

　不安の色は尽きないけれど。

　しかしカラスの鳴き声に、少し張りが戻ったような気がした。

『そんじゃ、行くとしようか』

　俺も、覚悟を新たにする。

　妹を想う、兄の気持ち。

　残された者を想う気持ち。

　そんな尊とうとい願いに、俺も、出来るだけのことをして見せようじゃないか。

　一人では耐え切れぬ困難であっても。

　やり遂とげなければならないし、見届けなければならない。

　こうして生き返った犬とカラスの、意味を探す為に。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【カラス】……　ハシブトガラス。日本全域に生せい息そくしているカラスで、都市部でその姿が見られる。普段は電柱の上など、高所に生息している。雑食性だが、元が人間である姫萩九郎は主にコンビニの廃はい棄き弁当を主食としており、その度たびに新稲葉を縄なわ張ばりとする他のカラスと死し闘とうを繰り広げていたらしい。

















『……春はる海み君？』

　出発前の新しん稲いな葉ば霊れい園えんでの会話を思い出していた俺を、九く郎ろうさんの言葉が引き戻す。

『どうしました、ボーっとして』

『ああ、いや。別に何でもないよ』

　顔を上げれば一羽のカラス、姫ひめ萩はぎ九郎が頭上から俺のことを窺うかがっていた。

『ほら、島が見えてきました。あと五分ほどで到着しますよ』

　九郎さんがクチバシで指し示す先。クルーザーの進行方向には、海中から高々と突き出した岩の塊かたまりが見える。

　島の名前は岩がん黒ぐろ島じま。

　通称、監かん獄ごく島とう。

　運んで来た岩を、そのまま海底から積み上げたかのような、武ぶ骨こつな形状。容よう易いに越えられぬ岩の壁かべは、来訪者を拒こばんでいるかのようで、見る者に圧迫感を与える。島の周囲の気流は激しく乱れているようで、新稲葉の港を出た頃にはあれだけ周囲を飛び回っていた海鳥達も今は姿を見せない。まるで、この島の周りだけ別世界のような、奇き妙みような静せい寂じやくに包まれている。

　そんな静かな海を、危なげなくクルーザーは進航している。




　ここまでクルーザーを運転して来たのは、秋あき月づきマキシの黒服の一人。何でも、エンジンが付いているならどんな乗り物でも乗りこなすことが出来るスペシャリストらしく。その腕前は確かなようで、ここまでの道どう程ていは非常に快適に進んでいる。

　秋月マキシの黒服達。

　担当編集者である仏ほとけ坂ざか大だい門もんを筆ひつ頭とうにした彼らは、どんな状況においても秋月マキシの命令に対応出来るようにと、各方面からスペシャリスト・好こう漢かん・精せい鋭えい達が揃そろえられている。周囲に他者を集め、その他者の能力を十全に活用して事を成す。何でも自分で学び、経験して実行しようとする夏なつ野のとは、これまた正反対のやり方である。

　クルーザーにも定員があるので、島へ同行する黒服は昨日とは異なり、十数人ほどとなっている。同行する人員を厳げん選せんする際には黒服達の間で一ひと悶もん着ちやくあったものの、最終的には『俺が降りる！』『いや、俺が降りる！』『じゃ、じゃあ俺が降りる！』『どうぞどうぞ』という展開になって今の人数になったのだった。芸人じゃねえか。あれか、トップがああだと、部下もそうなるのか。

　当の秋月マキシはと言えば、向こうの方で『そう！　良いわよ！　疾走中のクルーザーのデッキに軽く腰かけてポージングを決めるあたしも超輝いているわ！』と、自前の撮さつ影えいセットを使用して絶ぜつ賛さん撮影会中である。

　それが無ければ、もう一人ぐらいは乗れたんじゃないだろうか。




　島に一か所だけ用意された、古びた桟さん橋ばし。

　クルーザーはゆっくりとそこへ近づいて行く。まるで推理小説の中のような雰ふん囲い気きのあるシチュエーションだった。

『……九郎さん。あそこに、姫萩紅葉もみじがいるんだよな』

『ええ、そうです』

『あのさ、姫萩紅葉ってどんな奴なんだ？』

　その質問に、舳へ先さきに停とまっている姫萩九郎が振り向く。

『どうしたんですか？　急に紅葉のことを……』

『いや、別に急にってわけじゃないだろ。これから、当人に会いに行くんだから。できれば事前に知っておきたいと思ってさ』

『……そうですね。少し、お話ししておいた方が良いかもしれません』

　九郎さんが俺の目の前に降り立つ。

『春海君は、紅葉の事は前から知っておいででしたか？』

『そりゃあ勿もち論ろん』

　姫萩紅葉。

　その名は、今回の事件よりずっと前から見知った名前。

　書店に行けば彼女の名前が刻きざまれた本を見ることがあるし。

　生前、人の口を通して幾いく度どとなく耳にしたことだってある。

　何故なら、姫萩紅葉は作家だから。本を書いているのだから、読書バカであるところの俺がその名前を知ることは必然なのだ。

『では、紅葉の本を読んだことは？』

『勿論読んだよ。全部』

『そうですか、ありがとうございまって全部!?』

『うん、全部』

　何を驚おどろいているんだ。気に入った作家がいれば全作読むのは当たり前だろ。読書バカを舐なめるなよ。

『……そうですか、全部ですか。凄すごいですね。紅葉の本は途と中ちゆうで投げ出しちゃう人も多いんですけど』

『どれもこれも面おも白しろかったぞ。特に「暗黙の領りよう海かい」と「水車の檻おり」がお気に入りです。「暗黙の領海」は、もうこれぞ姫萩紅葉って感じで素す晴ばらしかったね』

　うん、あれは面白過ぎて気づいたら一気に三周目まで行ってしまったんだっけ。

『……でしたら、話は早いかもしれません』

『何が？』

『春海君は、紅葉の書いた本を読んで、どう思いましたか？』

　カラスの無む機き質しつな瞳ひとみが、犬の俺の瞳を真っ向から見み据すえる。

『紅葉の本を読んで、紅葉がどんな人間であると思いましたか？』

　姫萩紅葉の本。

　彼女の、その『芸術』とも称される筆ひつ致ちによって書かれるのは、どれも現実の世界と似ているようで、しかしどこか異なる、そんな何かがズレた世界で展開される物語。

　現実と幻想の境さかい目めがあやふやで、気を抜けばそのまま本の中の世界に取り込まれてしまうような、そんな危うさすら感じられる物語。底があるのかすら分からない不透明な湖面に、何の装そう備びも持たず飛び込んで行くかのような読書感覚。

　俺が感じる姫萩紅葉の本の印象とはそんな物で、本の向こう側にいる作者が見えにくい。本自体が、微び妙みように現実世界から外れているかのようで。それを書いた作者の意思が見えて来ないと感じたことがある。




　例えば、秋あき山やま忍しのぶが書いた本ならば。自らの真まっ直すぐな意志を読者へとぶつける為ために、身に付けた能力と、自らが積んだ経験の末に書かれた本になるだろう。




　例えば、秋月マキシが書いた本ならば。とにかく読者を満足させる為に、あらゆる思考と綿めん密みつな計画の末に書かれた本になるだろう。




　作者の意思。本に込められた想い。本は、作者の心情をその紙し幅ふくの内に宿し、読者の元へと届ける。

　しかし、姫萩紅葉の書いた本には、そういった部分がまるで無い。常に読者が煙けむに巻かれているような、そんな不確かさに覆おおわれている。作者がどんな思いで本を書いているのかが、曖あい昧まいなままで。

　だから、正直に言えば。

『分からないんだよな』

　それが、俺の回答だった。

　今まで、夏野と共に生活を始めてから出会った作家達。正解、不正解は別にしても、彼ら彼女らには、漠ばく然ぜんと『こんな人物なのだろう』というイメージが出来たものだ。ただ、姫萩紅葉に関しては、それが出来ない。

『そうですか。では、実際にご覧らんになってみてどう思いました？　画面越しとはいえ、紅葉の言葉を聞いたんですよね』

『ああ、そうだな。あれは……』

　思い出す。新稲葉タワーにおいて聞いた、姫萩紅葉の言葉を。




　──だって、どちらも同じですから。




　眉まゆひとつ動かさず。無表情のまま告げられた彼女の言葉。




　──優れているとか、劣おとっているとか、短いとか長いとか美しいとか醜みにくいとか好きだとか嫌いだとか興きよう味み深ぶかいとか興味薄いとか気に入るとか気に食わないとか気にするとか気にも留とめないとか気持ち良いとか気まずいとか、そんなもの全部同じじゃないですか。




　そう言って、秋山忍と秋月マキシの書いた短編小説を切り捨てた姫萩紅葉。

　自分自身も作家でありながら、他の作家の書いた作品を無意味と切り捨てられるという、その感性。それは俺にとってあまりにも理解しがたい、彼ひ岸がんの相手。今までに経験したことのない、全く理解の外にある相手。

『何と言うか、本当に遠い存在だって、そう感じたよ。こっちとは違うところに立っているような、そんな隔かく絶ぜつがさ』

　感じたのは、同じ世界にいることが信じられないほどの距きよ離り感かん。そして、恐怖。

　本から多くのことを得て、人生すら左右されて、もはや生活の一部となっている、それが俺にとっての読書。それを切り捨てる姫萩紅葉は、あまりに違い過ぎて、あまりに恐ろしい。この世の物とは思えない怪物を相手取るような、そんな存在だった。

『成なる程ほど、そうですか。やはり』

『やはりって？』

『はい。恥ずかしながら兄である僕ですら「恐い」と感じてしまうほどに、今の紅葉は遠い存在になってしまいました。昔は、二人で机を並べていたりもしたのですが。今となっては……』

『九郎さん』

『何があの子をこんな風にしてしまったのか分かりません。でも、どうにか救ってあげたいんです。僕がいなくなってしまった今、このままでは紅葉はあの島の中で、外にも出ずに、一生を終えてしまう事になるかもしれません。でも、それで良いわけがありません。そんなことは絶対にさせません。だから僕は、こうしてここにいる』

『ああ、そうだな』

　こうして犬とカラスとして存在しているとはいえ。世間的に見れば死んだ人間だということは、俺も九郎さんも同じで。それはつまり、後に遺のこした人間が、遺された人間がいるということである。

　何故、俺達がこの姿で再さい誕たんしたのかは分からない。

　ただ、生前の因いん縁ねんに、決着をつけること。

　それがこうして形を変えて蘇よみがえった俺達の使命だと思うから。




『しかし、まいったなぁ』

　実の兄なら、何か姫萩紅葉の情報が手に入るかと思って聞いてみたら、分かったのは兄ですら妹が理解できないという新たな絶望であった。家族ですら理解の外にある、そんな相手に対して、ただの犬である俺に何が出来るというのか。

『ああ、ごめんなさい春海君。質問は、紅葉がどんな娘か、でしたね』

『ん、何かあるのか？』

『はい。取って置きの情報がありますよ！』

　再び顔を上げた俺に向けて、九郎さんは明るい声を飛ばして来る。

『ここだけの話ですが……』

『何だよ、そんなに勿もつ体たい付つけて』

　まるで内ない緒しよ話ばなしをするかのようにカラスがにじり寄る。

『実は、紅葉はですね』

『ふんふん』

　そして俺の耳元で。

『可か愛わいいんです』

　そう、告げた。

『…………はぁ？』

　何言ってんのこのカラス。

　可愛い？　今、可愛いって言ったの。え、ギャグ？

『あ、あああああ、ごめんなさい！　間違えました！』

　混乱する俺の顔を見て、自分の発した突とつ飛ぴな言葉に気が付いたのだろう。九郎さんは羽を広げ、全力で自分の発言を撤てつ回かいしてみせる。

『今の、今のは忘れてください！　つい、僕も気が動どう転てんしてしまって。違うんです！

本当は違うんです！』

『良かった。間違いか』

　そうだよな。そんな『可愛い』だなんて、そんな情報があってたまるものか。

『本当は、本当は、すっごく可愛いんです！！！』

『同じじゃねえか!?』

　翼を大きく広げ、敵を威い嚇かくするようなポーズで叫ばれた九郎の言葉に、俺は全力でツッコミを入れる。入れざるを得なかった。

『紅葉はすっごく可愛いんですよ。もう、めちゃくちゃ可愛いんですよ!!』

『いやいやいや、「めちゃくちゃ可愛い」じゃなくてさ』

『紅葉超プリティ！　いや、紅葉の可愛さはもうプリティなんて言葉じゃ足りませんね。そうだ、プリティではなくぷりちー！　紅葉超ぷりちー！』

『ねえ、俺の話聞いてる？』

　急にくだけた語調で喋しやべりまくる九郎さん。俺のツッコミは全力でスルーされてるようで、歯止めが効きかない。

『あ、春海君は画面越しの紅葉は見たんですよね。安心してください。本物はもっともっともっと可愛いんですよ！』

　何これ、どうしたらいいの。

『何ですか春海君その反応は。まさか、紅葉が可愛くないとでも言うつもりですか？』

『え、いや、えっとぉ』

　大和やまと書店上階にあるイベントスペースの控ひかえ室しつ。そして新稲葉タワーで見た姫萩紅葉の姿。日本人形のような整った顔立ち。直線に切り揃えられた前まえ髪がみ。高級そうな着物。ぼんやりとした、存在感の薄いその姿。それは、漆しつ黒こくの美び貌ぼうを持つ夏野霧きり姫ひめや、光り輝く美貌を放つ秋月マキシとは違うタイプではあるけど。

『……そうだな、確かに姫萩紅葉はゲフケラァ!!』

　言葉を発しようとした瞬間、背中をむんずと摑つかまれ、空へと放ほうり投なげられた。

「あらあらあら、一体今何を言おうとしていたのかしら、この淫犬は。まさかとは思うけどご主人様と他の誰かを比べようとしたわけではないわよねぇ。ほら、どうなの。何か言ってみなさいよ。ほらほらほら、言えるものならねえ!!」

『ちょ、や、やめ、危ない！　危ないって、今船の上なんだから！』

　空中へと放り投げられた俺の身体からだは、そのまま空中で夏野にキャッチされ、更に放り投げられる。犬ジャグリング状態である。

「危ない？　何言ってるの、私が失敗するとでも？」

『いやいやいやそういう問題じゃなくてですね！』

　かろうじて確認出来る地表方向にはクルーザーの床は見えない。つまり俺のいる位置は海上となるわけで。夏野が手を滑すべらせれば、海面へ真っ逆さまだ。

「大丈夫よ。落ちるのはあと一〇回後。右手から左手へアナタの尻尾しつぽをパスしようとしたところでわざと受け損なうから。でも心配しないで、それも全すべて演技の内よ。あえて失敗を演出することで次の大技に繋つなげるの。ね、ここまで慎しん重ちように考えている私が失敗するわけないでしょ。安心しなさい」

『安心できねえええ！！！』

　受け損なうなよ。完全に落ちてるじゃねえか。




　島に近付いているせいで速度は落ちているとはいえ、海に投げ出されれば帰って来られなくなるかもしれない。別に悪あく魔まの実を食べてなくても、こんな海に落ちたら危険な事に変わりは無いのだ。

「ふう……。全くこのショボ犬は」

『あぁ？　誰がショボイって？』

　気が晴れたのか、クルーザーの上に戻された俺に掛けられた夏野の言葉。

「あら、ただでさえショボイ顔が更にショボくなるわよ」

『んなっ!?』

「何を辛しん気き臭くさい顔をしているのって言ってるのよ。何が『俺に何が出来るというのか』よ。そもそも、犬に大たい層そうな役目なんて期待していないし、もっと気楽にいればいいのよ。アナタはそこらで、大好きな本でも読んでいなさい」

『夏野……』

「アナタが本を読んでいる間に、私達がちゃっちゃと終わらせてあげるわ」

『いや、でも、だからってさ』

「あら読まないの？」

『さすがの俺でも、こんな時に本を読んだりしねえよ』

　常識じゃないですか。だって今は事態の只ただ中なかだ。本を読むよりも、今は姫萩紅葉をどうするかを考えなくてはならないんだ。読まない。絶対に読まないぞ。

「……本当は？」

『持ってきた本、さっき読んじゃったんだよな。いやあ、正直こんなに船旅に時間かかると思ってなかったからさあ。一応、「ブレイクブレイクファースト」とか「あなたと甘い七日間」とかもリュックに入れて来たんだけどさ。もう数えきれないくらい読んでるし。さっさと読み終わっちゃったんだよね。お前、何か本持って来てないの？』

「読んでんじゃないのよ」

『当たり前だろ』

　読まずにいられるかっての。

「まあ、いいわ。こんな熱心な読者が自分にいるっていうこと、姫萩紅葉にも知ってもらいたいものね。そうすれば何か伝わるものがあるかもしれないわ」

『話が通じるとは思えないけど』

「そうかしら？　まあ、話が通じないんだったら、その時はコレの出番かしらね」

『やめて！』

　良い顔でハサミを振り回すのを止やめて欲しい。

　孤島＋凶器＝殺人事件なんて展開は止めよう。そんな血なまぐさい惨さん劇げきを起こす為に、島に向かうのではないのだ。平和。平和が一番です。

「大丈夫よ、犯人なんて返かえり討うちにしてあげるから」

『いや、その場合、お前が犯人になるんじゃないのか』

　この人が一番、犯人としての条件を満たしているんだけど、どうだろう。こういう立場の人間は、真犯人にどうにかされがちなんだけど、夏野なら普通に真犯人を斬きって捨てそうなので心配はいらないです。

　しかし、縁えん起ぎでもないことを言わないで欲しい。

　ただでさえ不安でいっぱいなのだ。

「さっさと終わらせてさっさと帰るわよ。こんな陰気そうな島になんて長時間居たくないもの、どこか南の島にでも行きたい気分ね」

『いや、その物言いもどうかな……』

　それはそれで、フラグ満まん載さいな不安だった。




　そんなやり取りをしている間に、クルーザーは島へと着岸する。

　この近海の孤島、監獄島を舞ぶ台たいに。

　姫萩紅葉攻こう略りやく戦せんの幕が、開くのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【暗黙の領海】……　姫萩紅葉の著作。目覚めたら暗い海の上、小舟に一人取り残されていた少女の物語。登場人物も一人だけ、舞台は最後までずっと舟の上という、ひどく難なん解かいで動きの少ない作品ではあったが、波間のように移り変わる少女の心境と、彼女が最後に至った結論の激しさが、評論家達の間で絶賛された。

【姫萩九郎のクルーザー】……　船体横にペンキで大きく『スーパーメイプル号』と書かれている。日本語訳すると『超紅葉号』。もうちょっと何とかならなかったのか。






「いっちばん乗りー!!」

　クルーザーが桟橋に着岸するや否や、飛び出していく秋月マキシ。

　足元にいる俺と九郎さんを蹴け飛とばさんばかりの勢いで、岩黒島へとアイドル作家が降り立った。

「一番！　一番よ！　ああ、何て素晴らしい数字！　夜空に一等星のように輝くあたしに相応ふさわしい数字よね！」

　マキシは桟橋を一気に駆け抜け岩場まで辿たどり着つくと、高らかに叫び声を上げ。

「あたしこそがナンバーワンなのよ、いかなる時でもね!!」

　ポージングを決めて見せた。

『……そんなに急がなくても、別に島は逃げないと思うけれど』

　まあ、一番乗りという立場が、芸人的に一番おいしいのは確かで。マキシも、その役目を譲ゆずるつもりはないのだろう。

　しかし、一応は国民的なアイドルである秋月マキシのあんなに天てん真しん爛らん漫まんな姿、実はファン垂すい涎ぜんのショットなんじゃないだろうか。

　ただまあ、背景が基本的に岩一色なので、画えがひたすらに地じ味みだった。テレビ放送に堪たえられない画だった。ついでに言えば、昨日今日と見続けていた様々な醜しゆう態たいのおかげで、秋月マキシをアイドルとして純粋に見ることは出来なくなっている。

「そう、このポージング！　いや違う！　こっちよ！　こっちのポージングで行きましょう！　これでいいっ！　これがＢＥＳＴ！」

　何度もポージングを決め、その度たびに周囲を囲む黒服の持つ姿見で自分を確認し、カメラに目線を送ることも忘れない。

「良い。この島、良い雰囲気ね。特別にあたしの避ひ暑しよ地ちにしてあげてもいいわよ！　この太陽のように燦さん々さんと輝く秋月マキシ様のね！」

　そして勝手なことを言いだした。

『あいつ、何しに来たんだろうな』

「全く、はしゃいじゃって」

　夏野は冷たい視線を向け、溜ため息いきを吐ついている。相変わらずの全身黒一色、大変暑苦しい恰かつ好こうを桟橋に際立たせて、先行した白一色のマキシを冷静に見つめている。海風で傷いたむのを気にしているのか、先程からしきりに長い黒髪を撫なでている。そんな夏野の姿に違い和わ感かんを覚えた。

『何だ、珍めずらしい。マキシにちょっかい出しに行かないのか？』

「あら、私がそんな暇ひま人じんに見えるのかしら」

『いや、昨日しょっちゅう手や口を出していたじゃないか。仲良く喧けん嘩かしてばかりだったじゃないか』

　顔を合わせる度にいがみ合い、悪あつ口こう暴ぼう言げん罵ば詈り雑ぞう言ごんを交わし合っていたじゃないか。ついさっきだって『露ろ出しゆつ狂きよう』と罵ののしっていた。ここで夏野が手を出さないのは妙な様な。

「やーいやーい、あたしの勝ちだもんねー！　あたしが一番よ！　ほらそこの黒いの、もう慌あわてたって遅いもんね、あたしの勝ちー!!」

　ほら、あっちのアイドルも煽あおっていますけど。つーか煽るなよ。それでお前は痛い目に遭あうんだろうに。

　夏野は一瞬怒りの表情を浮かべ、ハサミが納められた太もものホルスターに手を伸ばす。しかし思い直したように手を引っ込める。

「あのね、私だってそんなに暇ではないの。大体、姫萩紅葉をどうにかする為にこの島に来たのだから、あんな白いのに割さく労力はないわ。本番はもっと先、そこまで力は温存しておくべきよ」

『まあ、それはそうか』

　確かに、目的はもっと先にある。今、こんな玄げん関かん口ぐち以前の場所で争うのはお門かど違ちがいも甚はなはだしい。

「何よー、来ないの黒いのー！　全然輝いてないわよー！」

　だからこれ以上煽るなよアイドル。お前が変な煽りを続けているせいで俺の前足が今、えらい勢いで夏野さんに踏ふまれているんだ。これ内心ではめっちゃ怒っていますからね。

「……それに、嫌な予感がするのよね」

『嫌な予感って？』

「この島に着いた時から、誰かに見られているような気がするのよ。それが気になったからこそ、あの駄アイドルを先行させてみたんだけど」

『視線!?　そんな、またかよ』

　この間も、同じような話を聞いたばかりだ。とんだ自じ意い識しき過か剰じようと言えなくもないが、先日の事件において、夏野は自身に向けられた視線を確かに感じ取っていた。自分に降りかかる敵意に関しては、やたらと敏びん感かんな人なのだ。

『ってことは、姫萩紅葉が見ているってことか？』

「どうかしら。ねえ、そこのカラス。この島には、姫萩紅葉以外にも住人はいるの？」

『はい、使用人を一人雇やとっています。契けい約やく期間は続いているので、まだここにいる筈はずですよ』

『使用人が一人いるんだってさ』

「だったら、見ていたのはその使用人でしょうね。あの姫萩紅葉が、わざわざ私達のことを見ているとはとても思えないし」

『そうですね。恐らく、突然訪れた僕達を警けい戒かいしているのだと思います。この島には至る所に監かん視しカメラがありますから。それで見ているのではないかと』

『監視カメラで見ているんじゃないかってさ』

　夏野の問いに、九郎さんが答え、それを俺が夏野に伝える。正直面めん倒どうくさいけど、夏野には九郎さんの言葉が通じないのでしょうがない。

『でも、いくら警戒しているからって。陰からこっそり見るようなことをするか？　別に真正面からここに来ればいいのに。こっちには姫萩紅葉の兄である九郎さんがいるし。書しよ林りん社しやの編集者である鈴すず菜なもいるんだ。訪問する理由はちゃんとある、こっちは怪しい者じゃない』

　俺の言葉に、夏野は後ろに立つ鈴菜へと尋ねる。

「鈴菜、相変わらず姫萩紅葉への連絡は繋がらないの？」

「はい、駄だ目めですね。新稲葉を出た時からずっとやっているのですが、やっぱり繋がりません」

　鈴菜は姫萩九郎の残したタブレット型ＰＣを手にして首を振る。大人しくしていると思ったらちゃんと働いていたんですね。てっきり、船の後ろにつかまって自発的に水責めを堪たん能のうしているのかと思いましたよ。

「連絡にも応答しないし。姿も見せない。でも、こちらの行動は監視している。つまり、何か、そうする理由があるんでしょうね」

『理由だって？』

　連絡を絶たつ理由。姿を見せない理由。それは何か、と夏野に問おうとして。

「それじゃあ全員、島の探たん索さくを開始するわよ!!」

　岩場に響ひびく、無む駄だに元気な秋月マキシの号令に耳を奪うばわれた。




　ステージ上で歌い踊おどるアイドルとしての声量を存分に発はつ揮きした、良く通る声。いつの間にか桟橋に整列している黒服達に、身振り手振りで何やら指示を飛ばしている。

「各班の仕事を発表するわよ！　Ａ班は拠きよ点てんを確保する係。Ｂ班はあたしを警けい護ごする係。Ｃ班はあたしの美貌を撮影する係。そしてＤ班はあたしの美貌を褒ほめ称たたえる係よ！」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」

「ＯＫ！　それじゃあ各員、あたしの手足となって散りなさい！」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」

　そんな、昨日も見た光景のままに、黒服達が動き出す。岩場の隙すき間ま、島の中心へと続いているであろう道に、黒服は大たい挙きよして押し寄せていく。

　聞いている限り、実質的に行動しているのがＡ班だけなんですけど、人数の無駄じゃないだろうか。その他の方々は全員マキシの周囲から動かないし、もうちょっと配分というものを考えて欲しい。せっかくの人数なんだから。

　あと、手足が散ったらまずいだろ。鋼こう鉄てつジーグかよ。




　岩に囲まれた島の中を、黒服達が走り回るというとても不ふ思し議ぎな光景。そんな中で、秋月マキシだけはその場を一いつ切さい動くことなく、ただポージングを決めていた。

「皆、疲れたら遠えん慮りよせずに言いなさいよ！　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな人間すら癒いやし尽くす秋月マキシ様のヒーリングオーラで一発で回復させてあげるんだから！」

「「「「ハイ!!」」」」

『あいつ、本当に何しに来たんだろうな』

『ええ、どういうことなんでしょうね』

　まだ何も始まっていないのに、急に海が見たくなり、沖合いの方角を見つめて黄昏たそがれる犬とカラス。魚もいない、海鳥もいない、そんな静かな島でこうしてぼんやりしていると、不意に目的を忘れそうになる。ここらでデッキチェアにでも腰かけて、優雅な読書ライフに勤いそしみたいところです。あとマキシさん、多分ヒーリングオーラってそういう回復魔法的な物じゃないですよ？

「私達もそろそろ行きましょうか」

『あれ、もう行くのか？』

「ええ。あの白いの達が先せん陣じん切きって調べてくれるってんなら、それに越したことはないから静せい観かんしていたけどね。とりあえず、ここら辺一帯は何もなさそうだもの。もう少し先に行ってみましょう」

　良いように使われてるアイドルとその一行である。

「うちの偵てい察さつ兵へいも、一応は送り込んでることだしね」

『それってアレのことだよな？』

　黒服に混じって、島の奥へと向かっている鈴菜の姿が目に入っていた。目に入れたくなかったけど。何だか随ずい分ぶん嬉うれしそうに走り回っている。

『あの変態に、何て言ったんだ？』

「何か嫌な予感がするから、ちょっと調べて来なさい豚野郎って、そう言っただけよ」

『そんな指示に従う人間がいるんだな』

　人に物を頼む態度じゃないし、そもそも命令する態度ですらない気もする。

「無事に帰って来たら褒ほう美びをあげるから、とも言ったわ」

『励はげましの言葉に聞こえなくもないな』

　実際には、ご褒美というのは多分に苦痛成分を含むものであり、無事に戻っても戻らなくてもひどい目に遭う運命なので、つまり両方ともどうかしている。

『まあ、本人が望むことだしな』

　好きなようにすればいい。どうなっても知らない。むしろ、既にどうしようもないんだから、どうにかなってしまえばいいんだ。

「それじゃ、行くわよ愚犬。一応、周囲には気を付けなさい」

『はいはい。んじゃ九郎さん、行こうぜ』

　そうして。

　そのまま、黒服達の進んだ道へ一歩踏み出そうとして。

　黒服達＆鈴菜が、爆音と共に吹き飛んだのを見た。




『え？』

　一瞬理解が遅れた。

　それだけ、意味の分からない光景だった。

『えええええええええええええええええええええええええええええええええ』

　島の中心へと繋がっているだろう一本道を、一心に突き進んでいた黒服達と変態。触れるもの皆吹き飛ばす、というような勢いで殺さつ到とうしていたその全員が、見事なまでに宙を舞ったのだった。

　唐とう突とつに。そして、無む慈じ悲ひに。

　黒服の一団は洒落しやれにならない勢いで虚こ空くうへと打ち上げられ、そのまま当然のように地面へと叩たたきつけられた。

『な、何が起こったんだ!?』

　光景の意味を理解して、ただ驚きの声だけが漏もれる。

「な、何が起こったのよ!?」

　自らの部下を襲おそった惨劇に、残った黒服達の輪から抜け出した秋月マキシが慌てて駆け寄る。その様子には冷静さはどこにもない。

　そして、倒れた黒服達に近寄ろうとして。

「あ、あたしの部下に何をするぅわぁー！！！」

　落ちた。

　アイドルが、落ちた。

『お、落とし穴!?』

　いつの間にか地面に口を開けていた、大きな穴。その穴に吸い込まれるかのように、秋月マキシは走り出した勢いのまま、急に姿を消したのだ。

　慌てて駆け寄る、仏坂大門と黒服達。

「おいマキシ、無事か！」

「あ、あ、あたしを穴に落とすなんて、どこのどいつの仕し業わざよ！」

「よし、それだけ騒げるなら大丈夫だな。皆、マキシを引き上げるぞ！」

「あ、大門、ちょっと待ちなさい。この落とし穴に落ちてるあたし、この頭上から見た秋月マキシって結構輝いてるんじゃない？　写真よ。写真を撮とりなさい！　ああ、こんな子供だましな罠わなに引っかかってるあたしも超輝いてるわね！」

「……さっさと引き上げるぞ」

　黒服全員で協力して、マキシを穴から引っ張り出す。幸さいわいにも落とし穴は浅く、マキシも砂だらけになるだけで済んでいた。マキシは五体満足であったにもかかわらず、ひどく不満そうで。

「はぁ。お前はちゃんと前を確かめろ」

「何よ大門、あたしが悪いって言うの!?」

　大門さんのもっともな指し摘てきに、しかしマキシは顔を真っ赤にして反論する。確かにアイドルとしては迂う闊かつだったけど、芸人としては大正解なので、結果オーライということにしておこうよ。おいしかったよ！

「もう二度と穴になんか落ちてやるもんか！　絶対に落ちないから!!　みんな、ここからは慎重に慎重を重ねて進むわよ!!」

　復活したマキシは、服に付いた砂を落としながら改めて黒服に指示を飛ばす。

「あら、怯おびえているのかしら白いの。落とし穴なんかにビビるとは、随分と臆おく病びよう者もののようね」

　ここで夏野が嚙かみ付ついた。ああ、こういう切せつ羽ぱ詰つまった場面で、満を持じしてちょっかいを出しに行くんですね。さすが夏野さん、笑いを良く分かっていらっしゃる人です。

「そんな腰抜けだとは思わなかったわ」

「な、なんですって!!」

「危険を恐れておっかなびっくり進むぐらいなら、もう島から出て行ったらどうなの？　安全なお家うちに引きこもっているがいいわ」

「ふん、何を言うのかしらこの黒いのは。面白い、やってやるわよ！」

　そう言われてしまえば、性格上乗らないなんてことはない。瞬間湯ゆ沸わかし器きことマキシに火が付いた。

「おい待てマキシ」

「やってやるぜ!!」

　大門さんの制止も聞かず、にやにやと見つめている夏野を睨にらみながら、マキシは再びダッシュを開始し。

「あ、あたしを舐めるなようぉわぁー!?」

　本日二度目の落下だった。




　一瞬で視界から消える潔いさぎよさ。

　二度目の落下でも新しん鮮せんさを失わないリアクション。

　そして何より華のある外見と芸のキレのケミストリー。

　どこを取っても、一流と呼ぶにふさわしい。もう笑いで答えるしかない。

「何なのよ！　何なのよ！　こんなの全然輝いてないわよ！」

　またもや黒服達に穴から引っ張り出されるマキシ。まさかの天てん丼どんに、こちらとしては大満足なのだが、しかし当人は不思議と不満そうだった。

　近寄って見てみると、今度の落とし穴にはスポンジが敷しき詰つめられていた。ただし、墨ぼく汁じゆうをたっぷりと染み込ませた奴を。

　そこに落ちれば当然、マキシの全身が墨で汚れる筈。しかし、今のマキシはそうではなかった。汚れているのは、手の先や露出した太ももだけ、顔と衣い装しようは綺き麗れいなままだった。アイドルとしてのプライドが、顔や衣装が汚れることだけは阻そ止ししていたらしい。

　いや、アイドルなら、そもそも落ちないで欲しかったけれど。

　こんな芸人みたいな勢いで突き進まないけれど。

　黒服達からタオルを受け取りながら、マキシは『おのれ秋山忍！』と見当違いな文句を叫んでいる。いやまあ、煽ったのは夏野に間違いないんだけど、基本的にはマキシ自身が暴走したからいけないんですよね。

『でも、落とし穴か』

　スポンジを仕込んでいる辺り、怪け我がをさせないようにという心こころ遣づかいこそ見られるものの、これほど大規模な物、ただのいたずらでは済まされない。

『そもそも、何だってこんなものが』

『それは、当然侵入者を排はい除じよする為の罠です』

『侵入者を排除する為？』

　この島の奥へ進もうとする人間が、確実に通るであろう岩場の隙間の切り通し。黒服達がその場所を通ろうとした瞬間、悲劇は起こった。そこには、確かに島に侵入しようとする者を拒む意思が働いているように感じられる。

『ああでも、排除とはいえ、そんなに殺さつ傷しよう力りよくのある罠ではないですよ。せいぜい威嚇、穏おん便びんにお帰り頂く程度の代しろ物もの。ほら、見てください』

　九郎さんは、盛大に吹き飛ばされた黒服達を示す。

『さっき鈴菜さん達が吹き飛んだのも、地面にエアバッグが仕込んであったからですね。スイッチを踏むと、巨大なエアバッグの衝しよう撃げきで空高くへと吹き飛ばされるという寸法です。でも、安心してください。ちゃんと落下地点には衝撃吸収用のスポンジが敷いてあるので、皆さん大きな怪我はしていない筈ですよ』

　確かに、腰や背中を痛そうに押さえているが、せいぜいが打ち身程度のものだろう。約一名、喜びの声を上げているのは無視する。それが黒服を着ていない、うちの身内であることはもっと無視する。

『でも、そんな罠が作動しているってことは、確実に俺達が侵入者だと認められたってことだよな』

『はい、そうですね』

『罠を仕掛けた奴がいるってことだよな』

『……はい、そうです』

　それは、夏野が感じ取ったという敵意を持つ相手だろうか。

　ここまで姿を見せていない人間。そして、この島にいるという限られた人間。それらが指し示す相手とは。罠によって侵入者を害しようとする、その正体とは。

『まあ、罠を仕掛けたのは僕なんですけどね』

『……はぁ？』

『聞こえませんでしたか？　罠を仕掛けたのは僕です』

　何言ってるのあんた。

『な、なんで九郎さんが罠を仕掛けているの!?』

『いえ、何でと言われても、その、趣しゆ味みなので』

『趣味ィ!?』

　もうこんな安易なツッコミしか出来ない俺を笑って下さい。でも、こんなあからさまなボケを目の前に吊つるされて、何も言わないなんて選せん択たく肢しはないのです。ここでツッコまなきゃ名がすたるってなもんです。

『いやいやいやいやおかしいですよね、九郎さん。罠を仕掛けるのが趣味だなんて、わたくしは一切聞いたことがないんですけども』

『そうでもないですよ。同好の士は何人もいますし、たまにイベントも開かれていますよ。「週刊・罠仕掛けの友」という雑誌も発行されていますし』

『何その雑誌!?』

　週刊でやる程の内容があるの!?　毎週変わった罠が仕掛けられているの!?　全部揃えるとトラップハウスが完成するの!?　創刊号にはバインダーがついてお安くなっているの!?　日本は大丈夫なの!?　ああもう、ツッコむ部分が多すぎるんだよ！

『先週号の特集は「気になるあの娘こに吊つり天てん井じようを仕掛けちゃえ!!」というようなものでしたよ』

『危険過ぎる!!』

『吊り天井で安心させたところを、次の罠で仕し留とめる。そうやって混乱の隙に乗じて告白を成功させるというものです。吊り橋効果もバッチリという寸法ですね』

『意外と計算高い!?』

　その雑誌を買った客をリストアップするべきだと思う。だって、明らかな犯罪予備軍だもの。そいつらは将来的に良くないことをしでかすもの。

『まあ、雑誌を出版しているのはうちの会社なんですけどね。ちなみに企画を立ち上げたのは僕です』

『張本人だ!!』

『定期購読しますか？　今なら友人価格でお安くしますよ？』

『ご免だよ!!』

　出版業界の闇やみは深い。




『でも、その罠ですが、ちょっと妙なんです』

『あんたの趣味以上に妙なものはないよ、今』

『いえ、そういう訳ではなく。確かに罠を仕掛けたのは僕ですし、それは否定するつもりはありません。趣味ですから』

　人の趣味って難しいね。

『妙なのは罠の危険度が上がっているという事です。罠の警戒レベルが、僕が仕掛けた時よりも明らかに上がっている』

　真剣な表情で罠を見つめる九郎さん。

『罠の危険度？』

『はい。罠ごとに警戒レベルを変更出来るようになっているのですが、どうやらその設定が変わっているようです。故こ障しようしたりするものではないですからね。恐らく、人為的なものでしょう。つまり、僕が仕掛けた罠を、より危険なものに変更した人物がいるという事ですね』

『え、それって……』

　一瞬、遠い目をして見せた九郎さんに、その先を促うながそうとして。

「ああもう！　何度も何度も！　こんな同じ罠にかかるなんて全然輝いてないわ！　もういい！　皆、一気にここを突とつ破ぱするわよ！　付いて来なさい!!」

　秋月マキシの一いつ喝かつ。二度も落ちた落とし穴に業ごうを煮にやしたマキシは、先程落ちた落とし穴を一息に飛び越え、岩場の向こうの森へと走り出す。

「待てマキシ！」

「「「「マキシ様！！！！」」」」

　大門さん以下、黒服の皆さんも、慌てて後を追う。

『いけない!!　この森は……。僕達も早く行きましょう！』

『何だよ、この森に何があるって言うんだ？』

『ええ、この森には、あちこちに罠がいっぱいで』

『大体分かった』

　飛んで火に入る夏の虫とは、今の様な事を言うのだろう。芸人としてのポテンシャルが最大限まで高まっているマキシならば、どんな罠にも引っかかってしまうに違いない。

　急がないと面白……大変なことになる！

　早く見物……制止しないと！

　マキシ達を追って、森の中へと駆け出す。




　そして、入った森の中で俺達が見たのは。















　見渡す限り、無む残ざんな光景が広がっていた。

『……うわぁ』

　言葉を失う程の、圧倒的な蹂じゆう躙りん。意い気き込ごんで森に駆け込んだ黒服達が、余すところなく、罠に引っかかりまくっている。それは、まるで罠の展示即売会といった様よう相そうだった。

　見覚えのある変態が、えらい体勢で木のうろに埋うまっているのは見なかったことにした。足が変な方向に曲がっているし、そもそもここまで笑い声が届くし、つまりは変態の平常運転だ。

『こんな、ひどい』

『ええ、こんなにも無残なことになるとは……。これほどの罠の同時展開、僕だって今までやったことがなかったのに、うらやま悔くやしいです。全く、許せないですね!!』

『…………うん』

　どうしようか、このカラス。

　お前が仕掛けたんじゃねぇか、というツッコミはそっと胸の奥に押し込んだ。

　九郎さんがうらやま後悔しているところを見るに、この罠もまた、手が加えられたものなのだろう。確かにこんな罠があったら、おちおち自宅も出られない。

「あら、少し人数が足りないようね」

『え？　……本当だ。マキシも、大門さんもいない』

「あの白いのは先に進んだようね」

　部下の屍しかばねを乗り越えて、マキシ達は更に猛もう進しんしたのだろう。より先へと。




　依い然ぜんとして罠の発動は続いているようで、森の奥から声がする。

「マキシ様、ここは僕に任せうわぁー!!」

「マキシ様、私が食い止めているうちにわぁー!!」

「マキシ様、俺帰ったら恋人に告白するんだばぁー!!」

　声と言うか、それはほとんど悲鳴。マキシを守ろうと必死に頑がん張ばっている黒服達の声と、絶賛作動中らしい罠の音が響く。

『……黒服、残っているといいな』

　先行していた黒服があらかたの罠に引っかかってくれたおかげで、後を追う俺達を妨さまたげるものはほとんど無い。残念ながら、今は罠にかかった彼らに構っている場合ではなく、生きていることだけをどうにか確認して、先を急ぐ。

　たまに残っていた罠が作動するも、夏野が『ドＭバリアー！』とか何とか叫びながら、いつの間にか引きずっていた変態を突き飛ばすことで回かい避ひする。回避って言うか、単に身代わりにしているだけなのだが、当人が喜んでいるのでセーフだ。




　やがて森を抜け、行く手に見えて来たもの。

『……デカいな』

　視界に一瞬で入り込んできた、その威い容よう。

　巨大な門が、そこにあった。

　岩と木々に囲まれて、なおもその存在感を失っていない、圧倒的な煉れん瓦がの赤色。中世ヨーロッパの古城を思わせる重厚な造り。鉄てつ格ごう子しのような門もん扉ぴは、ところどころ錆さびついているものの、侵入者を強く拒むように立ちはだかっている。

　そして、鉄の門扉の向こうに覗のぞく、門と同じ煉瓦造りの巨大な屋や敷しき。左右に大きく張り出し、その双方に監視台めいた双そう塔とうを備えた、これまたこの島に似に合あわない様子の赤い屋敷である。

『あれが、そうなのか？』

『はい、あれが僕達の家。明治時代に建てられたという煉瓦の屋敷、元々は刑務所として使われていたらしい建物です』

『刑務所!?』

『その赤い外観から、通称「煉れん獄ごく館かん」と呼ばれていたそうですね』

『煉獄館!?』

　島の名前と言い、屋敷の名前と言い、さっきから何でそんなに通称が怖いんだよ。完全にパーマ頭の名探偵がふらりと現れるレベルの名称じゃねえか。

『つーか、何でそんな曰いわくつきなところに住んでるの？』

『さあ、僕達の祖父母が宝くじに当たったノリで買っちゃったそうなんですよね。競きよう売ばいに出ていたらしいです』

『そういうのってノリで買う物なのか？』

　まあ、買う方も買う方だけど、そんな所に住んでいられるのも、素直に凄いと思います。




「ちょっと姫萩紅葉！　聞いているんでしょ！　このあたしが、三千世界を普あまねく照らして止まない秋月マキシが来てあげたんだから、早くこの門を開けなさい！　こんな華も何も無い所であたしの足を止めるだなんて、そんなことが許されると思ってんの？　あ、違う。華ならあるわね。そう、この秋月マキシという全銀河にとどろく最高の華が！

やだ、あたしったら超輝いてる！　ファビュラスマックス！」

「マキシ、もっと落ち着いて話せ」

　ようやく門前に到着した俺達を迎えたのは、秋月マキシと仏坂大門。多くの黒服達の犠ぎ牲せいを乗り越えて、ここまで辿り着いた二人だった。

『あいつら、何をやってるんだ』

　アレな言動に近寄って見れば、マキシは巨大な門扉についた小さなインターフォンに向けて、身振り手振りを交えながら叫んでいるところだった。ここまでの道中でボロボロになった白い衣装にも構わず、必死に身を乗り出してアピールをしている。

「こっちは大事な部下が色々とやられたし！　あたしも穴に落ちるし！　服もボロボロになっちゃったし！　一体どうしてくれるのよ、説明しなさい！　もしくはあたしを崇あがめ奉たてまつりなさい!!」

「だから落ち着け」

　マキシの言動に呆あきれながらも、やんわりと押しとどめる大門さん。うん、この人もいろいろ大変だよね。それともそれはそれで良かったりするのかな、性せい癖へき的てきには。

　その後もマキシは、声も嗄かれんばかりの勢いでインターフォンと格かく闘とうするが、どんなに叫んでみても、向こうからの反応は返って来ない。

「あたしを無視するなんて良い度ど胸きようね。いい加か減げんに出てこないと……光るわよ!?」

　どういう意味かは分からないが、とにかくすごい自信だった。




「ほら、どきなさい、白いの」

「あら黒いの。ようやく来たのね。遅かったじゃない！」

　夏野がインターフォンへと近づくと、途と端たんに敵意の視線を向けて来るマキシ。お馴な染じみ、一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気が辺りに流れる。

「そうね、追いつけるとは思ってなかったわ。ちょっと遅れちゃったから、アイドル様はかなり先を進んでると思ってたんだけどね。何をこんなところでモタモタしてるのかしらね。この露出狂は」

「だから！　露出狂じゃないって言ってるでしょ！」

「何言ってるの。そんなに服をボロボロにして、露出狂の名前をほしいままにしているくせに。あざとい、さすがアイドルあざとい」

「何おう!?」

　顔を合わせるや否や、いつものやり取りである。こんな時くらい仲良くすればいいだろうに、どうしてそれが出来ないのだろうか。共通の敵がいるのなら、普通手を組むだろ。究極と至高だって仲良くしてただろ。

『いやあの、人の家の門前で喧嘩しないでくれますか』

『無理だよ、九郎さん。この二人、喧嘩するのが日常なんだから』

　互いの持つ矜きよう持じがまるで違う二人だから、こうして衝突するのも致いたし方かたないことで。そうやって切せつ磋さ琢たく磨ますることで良い作品が生まれるのならば、俺は笑って二人のいざこざを見守ろうと思う。何しろ俺に被害が及ばないから、安心して見ていられる。

「あらあらあら、安心して見ていられるって、そんなにアイドル様の半はん裸らを見ていたいのかしら。この裸犬は」

『どうしてそうなるの!?』

　関係の無いところから非を見つけ出すのを止めてくれませんかね。

「全く、私のには何も反応しないくせに」

『……はぁ？』

　何言ってんのお前。

「な、何でも無いわよ。ほら、アイドルはどいたから今度は私達の番よ」

　夏野はインターフォンに近付くとボタンを何度か押し、スピーカーに耳を近づける。しかし、反応は無い。

「応答なしのようね。全く、この私がわざわざ島まで来てやったのに、本当に失礼な屋敷ね。ハサミで斬られたいのかしら」

　そのリアクションが、マキシさんとそっくりなのは、黙っておこう。

「このインターフォン壊こわれているんじゃないでしょうね。ハサミで斬れば直るかしら」

『お前の良識ほど壊れてはいないと思う』

　どう考えても直らないよ。どんな万能工具だよそのハサミ。

　それにしても、ここまで反応が無いとは思わなかった。罠があんなに仕掛けられていた時点で、すんなり行くとは考えていなかったにせよ。しかし拒きよ絶ぜつの言葉くらいはあっても良さそうなものなのに。

『どうなっているんだよ、九郎さん』

『おかしいですね。このインターフォンは、使用人室へと直接繋がっているものなんです。どんな時でも、彼女が応答に遅れたことなど無かったのに』

『彼女？』

『ですから、ここで反応が無いということは、彼女の身に何かがあったのか』

　そこで一いつ旦たん、何事かを考えるように九郎さんは言葉を切る。

『もしくは』




「その彼女こそが拒否していると、そういうことね」




『!?』

　夏野の言葉に、驚きの表情を見せる九郎さん。驚いたのは俺も同じだったが、それは言葉の内容そのものに驚いたのではなく。

『秋山先生、どうして僕の声が聞こえるんですか!?』

　そう、今夏野は九郎さんの言葉に反応した。俺が通訳するまでもなく、直接反応してみせた。それは、まるで九郎さんの言葉が夏野にも通じているかのようで。

「ああ、言っておくけど、別に直接カラスの話す声が聞こえている訳ではないわよ」

『え、じゃあどうやって？』

　俺の疑問に、夏野はあっさりと答える。

「簡単よ。犬の脳のう裏りに浮かんだ言葉ならば、私にも理解出来るから。それを読み取っているだけよ。ほら、以前アナタが思い出した喫きつ茶さ店てんでの光景を私が読み取ったでしょう。その要よう領りようね」

『そっか、俺の考えとか、思考は読めるんだからな』

　普段は、それが悲劇を呼ぶのだけど。

『でも、これは便利、だな』

　若じやつ干かん反はん則そくっぽい技だけど、これは使える。九郎さんの言葉を、俺が脳裏で強く思い浮かべることで、間接的に九郎さんと夏野との間で意思疎そ通つうが可能になるのだ。

「で、話が通じるなら聞くわよ。そこの駄鳥、どうすればいいのかしら。他に、内部へと連絡をつける手段は存在しないの？」

『ダチョウみたいに言わないでくれますか。そうですね、隠された裏コマンドを使えば、紅葉の部屋へと直接通信を繋ぐことが出来ますが』

『なんでそんな隠された機能があるんだよ』

　びっくりどっきりインターフォンだな。

『いざという時の為に、用意しておいたんですよ。僕が罠に掛かって、屋敷から締め出されたりした時なんかに役立つかと思って』

『じゃあ罠仕掛けるの、やめなよ』

　本ほん末まつ転てん倒とうな話である。

「それで、その裏コマンドとやらはどうやって入力するの？　教えなさい駄鳥」

『あくまでそれで行くんですね……まあ、いいですけど。えっと、まずはそこの下のカバーをずらしてですね……』

　九郎さんの指示に従って夏野がいくつかの操そう作さを行うと、インターフォンの下から、小型の端末が現れた。

「これ？　何だかゲームのコントローラーみたいのが出て来たんだけど」

　確かに、それはどう見ても家庭用ゲーム機のコントローラーだ。手前には『Ａ』や『Ｙ』と書かれたボタン。上部には『Ｌ』や『Ｒ』のボタンが付いている。

『それですそれです。では僕の言う通りに、コマンドを入力して頂けますか。まず最初は「Ｂ」です』

「はい、『Ｂ』っと」

　九郎さんの指示に従い、夏野は端末に裏コマンドを入力していく。

『次も「Ｂ」です』

「はいはい」

『そこから「ＸＸＡＹＡＹ」と打ち込んでください』

　どこかの落ちゲーの裏コマンドみたいですね。そこは素直に最もメジャーなシューティングの裏コマンドでも良かったんじゃないですかね。「」の方でさ。

「『ＢＢＸＸＡＹＡＹ』っと」

　夏野が全てを入力し終えると、何かが作動する機械音と共に、インターフォンが更にスライド。中からもう一つ、同じタイプのインターフォンが現れた。先ほどのものとの違いは、その上部に『紅葉直通』の文字が書かれていることと、カメラのようなものが付ふ属ぞくしていること。姫萩紅葉がそこから直接来客の様子を確認出来る仕様になっているのだろう。

「ここに向かって話せば、姫萩紅葉に直接通信が繋がるということね」

　と、夏野が新たなインターフォンに手を掛けようとすると。

「カメラとあらば即参上!!」

　いきなり横合いからやって来たマキシが、夏野を強ごう引いんに押しのけた。

「何よ白いの。邪じや魔まするんじゃないわよ」

「何言ってるの!?　全世界のカメラは、あたしを映す為にあるのよ！　それはこんな島のカメラとて例外じゃないわ！　さあ、存分に十分に、あたしの艶あで姿すがたを収めなさい!!

ほら姫萩紅葉、見なさい！　あたしは輝いてるでしょう！　輝いてるわよね！　輝いている時！　輝ければ！　輝け！」

　夏野が死ぬほど不ふ機き嫌げんそうな顔をするのも無視して、カメラ前で謎なぞのポージングを決め続ける秋月マキシ。うん、そういう貪どん欲よくなところが一流だと思うよ。うざいけど。

「ほらほらほらあたしの威い光こうと美貌に、きりきり反応しなさい！」

　これほどインターフォンの前で騒いでいるのに、向こうからは何の反応も返って来ない。姫萩紅葉といえども、ここまで相手がうるさければ、何かしらの反応を寄越してもおかしくはないのだが。

『いや……何だこの音』

　かすかに聞こえる音。

　それは、囁ささやくような声で、インターフォンから漏れ出して来る。




「誰だか知らないが、お嬢じよう様さまは誰にも会わないよ」




　インターフォンから不意に聞こえた声。

『これ、姫萩紅葉に繋がっているんだよな？』

　それは、決戦の最中に聞いた、あの人間味を欠いたものとは違う。感情を込めた声。無関心ではない。姫萩紅葉とは明らかに異なった、それは敵意という色を持った声。

『いえ、音声が乱れていましたが、今のは紅葉ではなく』

　戸と惑まどう九郎さん。

　しかし声は、敵意を滲にじませた声で一方的に告げる。




「だから、お引き取り願おうじゃないか」




　その言葉に、言い知れぬ不安を感じ。

『!?』

　次の瞬間、夏野が俺を引っ摑み、思い切り後方へと跳ちよう躍やくしていた。何をするのかと問う暇もなく、ただ揺れる視界で周囲を捉とらえる。

　九郎さんは、そのまま空中に留まり。

　そして最後まで事態を把は握あくできなかっただろう、秋月マキシと仏坂大門。

　その下に、大きく口を開ける奈な落らく。

　最大の落とし穴が、ここで発動した。

「しまった！　マキシ!!」

「え、また落ちるの!!　嫌ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　マキシは最後まで、何かしらのポーズを取ろうとしていたが。努力空むなしく、そのままぽっかり開いた巨大な落とし穴に吸い込まれていった。大門さんもまた、マキシと共に落下していく。

　あと、夏野が手を離したせいで変態も落ちた。

　何もかもが、穴に呑のまれ、消えていった。

　そして残ったのは、静寂だけ。




　インターフォン前の地面に突然開いた、巨大な穴。

　これまでのものとは違う、底がまるで見えないサイズの穴だった。からからと小石が落ちて行くが、それが底に着く音は、一向に聞こえて来ない。

『や、やばいんじゃないのか、コレ!?』

　マキシの奴、ひょっとして……。

『いえ、落ちる寸前に、大門が秋月先生をかばうような動きをしていましたから、きっと大丈夫の筈です。頑がん丈じような男ですし、秋月先生のことなら問題無いでしょう』

『そっか、それなら安心……ってコレもあんたの仕掛けた罠だよね？』

　何をそんな他人事みたいに言ってるんだ、このカラスは。何か時々おかしくない？

一見して常識人っぽいのに、秘めたる狂気が見え隠れしてやいないか。

『いえ、さすがに僕も、こんな危険なものは封ふう印いんした筈だったんですが。あまりの必殺の罠なので、せっかくだから使いたかったのに、泣く泣く封印したんですよ。そうか、実際に落ちるとああなるんですね。なるほどなるほど』

『ちょくちょく本音が出てる！』

　怖いなこのカラス。

「そんな事は良いわ。それより、さっきの声の持ち主は誰なの？」

　危き機き一いつ髪ぱつ、巨大落とし穴を回避してみせた夏野は、服に付いた砂を払いながら九郎さんに問いかける。その瞳には明らかな怒りが込められていて、正直怖い。

『あれは、恐らくうちの使用人。メイドの声です』

『メイド？』

『ええ、紅葉の世せ話わをするメイドで、この屋敷の護まもり人びとです』

「そう、そのメイドが、私達の邪魔をしている敵なのね。姫萩紅葉に近づかせまいとしている敵」

　成程、さっきの言葉から察さつするに、そのメイドは俺達がこの島に来ていることがお気に召さないらしい。連絡が取れなかったのもそのせいだろうか。

「だったら倒すしかないわよ。敵がいれば斬る、誰かが目の前に立ちはだかれば斬って進む。それが私の生きる道なのだから」

『いや、そんな危険な道は降りろよ今すぐに』

　何ちょっとカッコ良く言ってんだよ。

「それじゃあ、敵が明確になったところでさっさと先へ行くわよ。どうせ、あの白いのは下でグダグダやってるでしょうからね。こっちはこっちで行くわよ」

　夏野は、地面をダンダンと踏みしめながらつぶやく。

『いや、でも進むって言っても、どうすればいいんだ、これ？』

　目の前には、大きな穴。

『門に近寄る事すら出来ないぞ』

　門は、穴の向こう側。あまりにも穴が大きいものだから、門に近寄ることが出来なくなってしまった。

「あら、門から入らなければいけないなんて、誰が決めたのかしら？」

『……はぁ？』

　と、穴を迂う回かいしたところ、煉瓦の壁かべの前に夏野が立つ。その視線は壁を越え、向こう側にある屋敷を睨みつけているようで。

「ねえ駄鳥。この壁、壊すけど良いわよね？」

『え？』

　突然告げられる、物ぶつ騒そうな質問。俺が応こたえるよりも、そして九郎さんが反応するよりも早く。

「答えは聞いてないけど」

　夏野は、太もものホルスターから愛鋏『ハサ次郎』を引き抜く。

　一いつ閃せん。

　居い合あいの要領で振るわれたハサミが煉瓦の壁に殺到する。

『なっ!?』

　辺りに乾いた音が響く。それは、ハサミと、煉瓦がぶつかる音。

　そして次の瞬間、巨大な壁の一部が、ばらばらに寸すん断だんされて宙を舞っていた。

　あれほど堅けん牢ろうに見えた煉瓦の壁も、夏野の放つハサミの前には紙に等しく。壁の素材が上下左右に切り落とされ、地面に落ちて鈍にぶい音を立てる。どれほど厳げん重じゆうに施せ錠じようされていようとも、まったく関係なしに障しよう害がいは排除された。

「ふん、まあ、こんなものかしらね」

『ええええええええええええ』

　何やってるのこの人。何やっちゃってるの。

「それじゃあ行くわよ駄犬と駄鳥。これまで散って行った多くの犠牲者達が無駄死にでなかったことの証あかしの為に、この煉獄館、必ず私の手によって攻略して見せるわ」

　勇ましく、屋敷へ続く石いし畳だたみを進軍していく夏野。

　まあ、色々と、言いたいことはあるけれど。

　九郎さんも、いよいよ真剣に頭を抱えているけれど。

　とりあえず、道は開いたのだ。強制的に、強引に。

　いや犠牲者達って。誰も死んでないですよ。多分、ね。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【週刊・罠仕掛けの友】……　罠の魅み力りよくに魅みせられたユーザー達をターゲットにした書林社発行の週刊誌。自然界に存在する材料を使った古典的な罠から、電子機器を使用した最新鋭の罠まで、毎週様々な罠が紹介・特集されている。創刊号は電流が走るインターフォンとバインダーが付いて税込三五〇円。企画には姫萩九郎が携たずさわっている。

【ドＭバリアー】……　周囲の人間に危害が及びかけた際、自動的に防ぼう御ぎよする便利なバリアー。耐久力・防御力は、そのバリアーの資し質しつに大きく左右される。バリアー自身が意識を失った際は自動防御が出来ない為、手動で発動しなければならない。






　残された一人＋一匹＋一羽で、屋敷を目指す。

　まだ島に到着してから三〇分も経たっていない筈なのに、既にこれだけに減ってしまった。秋月マキシと仏坂大門は穴に呑まれて消えてしまったし、黒服の皆さんは森の中で今もうめいている。あと一人くらい誰かがいたような気がするけど。まあ、いっか。

　この島に来て、まだ屋敷の中にすら入ってもいないのに、そもそも誰にも会っていないのに、この状況。これが軍隊だったら、とっくに全ぜん滅めつ扱いだろう。

　もうここまで来れば、疑うたがうことは出来ない。明らかに、この島に入って来る者に対して敵意が向けられている。俺達は、その敵意のど真ん中を進んでいるのだ。

　姫萩紅葉、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だと思っていたけれど。まさか、そこに辿り着く前段階にこんな、危険なおまけがついて来るとは思ってもみなかった。

『なあ、そのメイドって、どんな奴なんだ』

『おや、気になりますか？』

『当たり前だろ。つーか、最初から言えよな。使用人がいるっていうのはさっきクルーザーの上で言ってたけど、あんな危険人物だとは思わなかったよ。危うく、俺達も落とし穴に落ちるところだったんだぞ』

『そうですね、それは失礼しました。彼女の名前は森もり部べ佐さ茅ちさん。僕がメイド派は遣けん会社に依頼して雇った普通のメイドさんです。どうしても僕は仕事で家を空あけてしまうので、その間家事全ぜん般ぱん、紅葉の世話を頼んでいるんですよ』

『いやいやいや、罠を使って侵入者を排除するメイドのどこが「普通のメイドさん」なんだよ。もはやメイドって言うか罠師だろ。何でそんなメイドがいるんだよ』

『いえ、それは僕がメイド派遣会社に対して、出来るだけ強いメイドさんを頼んだからではないかと』

『何でそんなの頼んじゃったの!?』

『だって、どうせなら強い方がいいじゃないですか！』

『小学生みたいな発想ですね』

　どうしてメイドに強さを求めちゃったんだろうか。家事を行う上で、強さってパラメーターは何の役にも立たないよね。

『何を仰おつしやいますか春海君。もし、僕の留る守す中ちゆう、紅葉に万が一のことがあったら大変じゃないですか。だから、兄として妹の側には強い人間を置いておくのは当然のことでしょう』

『そうか？』

　妹という言葉に、春海円まど香か、自分の最愛の妹のことを考えて。

『……まあ、そうか』

　納なつ得とくした。

　まあ、うちの円香は年齢の割にしっかりしていて、精神的にも物理的にも、多少の障害ならば切り捨てて行けるほどの強さを持っている。でも、それだって兄の俺からしてみれば心配な妹なのだ。円香ですらそうであるというのなら、九郎さんの場合はなおさらだろう。

『まあ、妹を想うなら、仕方がないよな』

『そうです。さすが春海君！　良く分かってくれましたね。だから、強いメイドさんを雇うのも、趣味で罠を仕掛けるのも何も問題はないんです。全ては紅葉を守る為ですからね！』

『……あ、ああ』

　九郎さん。現在のところ、俺達の邪魔をしているのはテメエが用意したその二つの存在だという事に気付いているんだろうか。




『やっぱり、デカいな』

　門と同じ煉瓦造りの屋敷。元々刑務所として使われていたという話の通り、華か美びな装そう飾しよくなどはどこにもない武骨な造り。ただ、見上げても大きさが把握出来ないほどに、ひたすらに巨大な建物だった。

　そんな屋敷の中央にある、そこだけ色の違う扉とびら。

　先程の巨大な門に比べると、あまりにも小さいが。年ねん季きの入った強固な玄関扉が、俺達の行く手を塞ふさいでいた。所々が錆びつき傷だらけになってはいるが、僅わずかの隙間もない監かん獄ごくの扉だった。

　そんな威圧的な扉に対し、申し訳程度に付けられているインターフォン。先程の門のところにあったのと同タイプの物だ。夏野はためらうことなく、呼び出しボタンを押す。

『おい、また罠があるかもしれないだろ。少しは警戒したらどうなんだよ』

「罠くらい、見てから回避余裕だもの、どうにでもなるわ」

『そりゃお前だけだろ』

　先程の巨大落とし穴も、発動前にしっかり回避していたし。この人の感覚は、やっぱり人間離れしていると思うの。

　と、ジリジリとノイズ交じりの音が、スピーカーから流れ出した。次いで聞こえた声は、先程と同じもの。

「……しつこい奴らだね」

　門の所で聞いたのと同じ、不ふ鮮せん明めいながら感情を込めた声。先程九郎さんから聞いたメイド、森部佐茅による応答。彼女は、不機嫌という様子を隠しもせず応える。

「全く、大人しくさっきの落とし穴に落ちていれば良いものを。何の用だ……と訊きけば答えてくれるのかい」

「ただの客よ。別に、侵入者でも良いわ。姫萩紅葉を出しなさい」

「素直なことだね。お嬢様は誰にも会わないと言っただろう」

「……もう一度言うわよ。姫萩紅葉を出しなさい」

　メイドの言葉など意に介かいさないかのように、夏野は自らの要求を言い放つ。

「全く、しつこいだけじゃなく厄やつ介かいと来たかい。面倒な奴だね。あれだけ罠を置いたんだ、それに引っかかってくれりゃ、こっちの手間も省はぶけたってのにさ」

「引っかかったわよ、私の下僕達が。特にうちの変態は、全身大おお火傷やけどで大凍とう傷しようで大切傷で生きているのがやっとってな程の被害を受けたわ」

『いや、それはお前が率そつ先せんして罠に叩き込んだからだし。切傷は多分、お前が仕出かしたことだろ』

「しかも、奈落の底に落ちて行ったの。最さい期ごの顔を、私は一生忘れないでしょうね」

『……それも、お前が手を離したから落ちたんだし。最期の顔は笑ってたよね』

　ある意味、一生忘れない顔だったよ。

「多大な犠牲を払ってここまで来たの、だから簡単には引き下がれないわ」

「へぇ、あの罠に引っかかってもなおここまで辿り着いたという訳かい。それで、どうするつもりだい侵入者。ここまでは来れても、ここから先は進入禁止だ。大人しく去るのが一番だと、そう思うけどね」

「アナタがどう思おうとも、私は私で押し通る。それだけよ」

「話し合いで解決しようって気は、ないのかい？」

「先に罠を仕掛けてきた側が言うことかしら？」

　インターフォン越しに成される会話。

　互いに、妙な緊きん張ちよう感かんを漂わせていた。まるですぐそこに、寄らば斬れる間合いの中に、相手が立っているように行われる会話。

「どうあっても、この扉を開けるつもりは無いという事ね？」

「さっきから、そう言ってるだろう」

「いいわ。アナタの考えは分かった。理解した。だったら次は、私の行動の番ね」

「何を、言っているんだい？」

　夏野の言葉に、メイドは訝いぶかるような反応を返す。

「開けないと言うのなら、斬きり崩くずしてでも押し通ってやろうじゃないの」

　太もものホルスターからハサミを引き抜き、にやりと笑う夏野。銀色の刃が、午後の陽光に晒さらされてキラリと光った。

「やるのは勝手だけど。門の壁と同じように簡単に破れるとは思わないことだね。月から取り寄せた『どんな斬ざん鉄てつ剣けんでも斬れない金属』で造られた扉。突破出来た人間は過去に誰もいないって話さ」

『何その不思議金属!?』

「へえ、そういうことを言われると、逆にやってみたくなるのよね」

「聞く気は無いみたいだね」

　はあ、というノイズ交じりの溜め息が一つ。心底呆れ果てたというように、インターフォン越しでも分かるような落らく胆たんの溜め息が聞こえて。

「そのバカさ加減に敬意を表して名乗っておこうかね。私の名前は森部佐茅。ここの屋敷の主あるじ、姫萩紅葉お嬢様に仕つかえるメイドだよ」

「あら。従者にしては随分と自己紹介が遅いじゃないの。教育がなっていないんじゃないの？」

「ふん、挑ちよう発はつなら効きかないよ。お嬢様に、侵入者には名乗らなくていいと仰せつかっているんでね」

「そう、私の名前は夏野霧姫。作家よ」

「……作家ねえ。まあ、あんた達が何をしに来たかなんてどうでもいいさ。私はメイドで、メイドとは主人の命に従う者。お嬢様はあんた達に会いたくないと言っている、それが全てで結論なんだよ。だから私のやるべきことはただ一つ」

　そこで一息を置いて。

　決意ごと吐き出すように、メイドは告げる。

「お嬢様には、近づかせないよ！」

　その言葉と共に、拒絶が始まった。

　玄関扉から轟ごう音おんが響いたかと思うと、扉と同じ金属製のシャッターが高速で降りて来て扉をふさぐ。更にそれだけでは飽あき足たらず、横からも同じシャッターがスライドして来て、ただでさえ堅牢な玄関扉を何重にも覆っていく。

『なっ!?』

　続いて玄関以外。周囲の壁からも轟音。中庭に面していた複数の窓、その全てに同じようなシャッターが下りた。屋敷が更に強固に囲われていく轟音が辺りに響き渡る。

『な、なんて徹てつ底てい的てきな』

　気づけば全面が金属の障しよう壁へきで包まれていた。かつての、刑務所であるという使命を、取り戻したかのように。姫萩紅葉の住まう煉獄館は、今や要よう塞さいと化していた。

　それは、何よりも雄弁な拒絶の意志だった。




「…………」

　シャッターが降りるのと同時に切れたのだろうインターフォンを一いち瞥べつしたかと思うと、夏野はすぐ何重もの障壁に守られた玄関扉を見分する。

『おい、どうするつもりなんだ？』

　こんな障壁に覆われてしまっては、さすがの夏野といえども突破は難しいのでは。他の道を探すべきだろうか。

「斬るわよ」

『デスヨネー』

　ブレませんね、夏野さんは。

「突破出来ないと言われたからには、意い地じでも突破してやろうじゃないの。ふん、待ってなさいよ森部佐茅とやら。この夏野霧姫様を甘く見た報むくい、存分に味わわせてあげるわ、その肉体でね」

　喧嘩っ早い下町の職人みたいなメンタルですね。そんな、血に飢えた人斬りみたいなこと言わないで欲しいです。怖いから。

「さて、と」

　夏野は屈くつ伸しん運動をし、ハサミを何度か開け閉めしてみたかと思えば、それを一度太もものホルスターにしまい込み、玄関扉の前で身を低く屈かがめて。

　一閃。

　ハサミの刃と、障壁が擦こすれ合あう不協和音が辺りに響き渡る。

『……え？』

「ふうん」

　扉は、無傷だった。門の壁がバラバラになった惨状、新稲葉タワーが傾かたむいた惨状再び、と恐れながら見た玄関扉には、何の変化も見られない。

『夏野のハサミが、効いていない!?』

　あの、抜けば玉散る悪魔の刃やいばこと、夏野霧姫のハサ次郎。振るわれるたび、同じ数の犠牲者を出して来たその凶器が、しかし何も斬らずに終わっていた。

『いや冷静に考えれば、何でもハサミで斬れることの方がおかしいんだけどさ』

「成程、言うだけのことはあるようね。面白い」

　しかし夏野は、不敵に笑う。ハサミの持ち手に人差し指をかけ、楽しそうにクルクルと回して見せる。

「斬り応えのある相手は、本当に久しぶりね。幾いく多たの難敵を乗り越えてきたこのハサ次郎がここまで手こずるのは、あの飛ひ竜りゆう種しゆを相手取った時以来になるかしら、それともあの古こ龍りゆう種しゆを討ち取った時かしら」

『いや、そんな不ふ穏おんな過去は無かったことにして欲しいなって』

　何なの、モンスターをハントする職業の人なの？　お前、作家だよね。どんな過去をお持ちなんだよ。

「敵が強いほど、やる気が出るというものよ。いいわ、私のハサ次郎と、この屋敷の防御。どちらが先に音ねを上げるか、勝負と行きましょうかッ!!」

　獰どう猛もうに笑い、夏野は扉への攻撃を再開した。何度も何度も、憑とりつかれたようにハサミを振り回して玄関扉に叩きつけ。甲かん高だかい音が鳴り、火花が散る。

『夏野さん……って聞いてないな、こりゃ』

　顔がすっかりヤバいことになっている。

　具体的に言うと、『あー暇だわ、犬でも斬るか』の時の顔なので、要するに今口を出すのは止めた方がいいだろう。闘いが始まってしまった以上、夏野が諦あきらめるか、玄関扉がその役目を終えるのを黙って待つかだけである。

　でも。

　このまま、ただ待ち続けるというのもアレだ。せめて、何か助けになれることがないかと辺りを見回すと、隣で屋敷の壁を見上げている九郎さんが目に入った。

『なあ、九郎さん。ここの他に入り口は無いのか？』

『入り口、ですか？』

『ああ、ほら裏口とか』

『そういう類たぐいのものは無いですね。何しろ、もともとが刑務所でしたから、外との出入り口はこの正面扉だけ。屋敷の裏側は、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで有毒ガス発生中でグラボイズ生せい息そく中ちゆうなので、まず侵入は無理ですし』

『どういうことなの!?』

　刑務所にしたって、無茶が過ぎるだろ。いったいどんな最凶死刑囚を閉じ込めていたんだよ。そんなことしたって、最終的には逃げられるんだから無駄だよ。

『だったら、何か抜け道とか知らないのか？』

『抜け道ですか。いや、そんなものは……』

　と、九郎さんは何かに気付いたように顔を上げる。

『あ、いえ、そうだ、確かにあります。今のこの肉体なら、ひょっとしたら行けるかもしれません』

『マジかい』

　言ってみるもんだな。




『ここです』

　正面玄関扉相手にハサミを振るい続けている夏野から一度離れ、屋敷の外壁に沿って移動する。そうして九郎さんが俺を導みちびいたのは、屋敷の窓の一つだった。屋敷の全体像からすれば、小さ過ぎる窓。

『ん、ここもシャッターが下りてるぞ』

『そっちじゃありません、その下です』

　九郎さんが差し示すのはその窓の下、床下付近にある通気口だった。窓のように封ふう鎖さされてはいないものの、こちらも鉄の網あみによって固く閉ざされている。

『どうするんだよ、やっぱり入れないじゃないか』

『それがですね、この下にスイッチが隠れてるんですよ。春海君、ちょっとそこの地面を掘って貰もらえますか？』

『ああ、わかった』

　九郎さんに言われるまま、窓の下をここ掘れわんわんと掘ったら出て来たのは赤いスイッチ。まるで押したら『デデーン！』という音が何ど処こかから聞こえてきそうな不吉なスイッチである。

『ああそれです。えっと、これをこうしてっと……』

　九郎さんがその赤いスイッチをクチバシで押すと、何かが外れるような音がして、通気口をふさいでいた鉄の網がフレームごとこちら側へと倒れて来た。

『子供の頃は、良くここから出入りしたものですよ。大人になってからは、さすがに通れなくなってしまいましたが。今の僕達なら通れるでしょう』

　確かに、人間が入るには小さ過ぎるほどのサイズだけど、犬とカラスならば楽に入れるだろう。今の状況にはぴったりの仕掛けだったが。

『いや、どんな時に使う装置だよ、これって』

『僕が外に締め出された時に、玄関が閉まってても中に入れるように仕込んでおいたんですよ。いやー、怪我の功こう名みようという奴ですね』

『さっきから、どうして九郎さんは外に締め出されること前提の仕組みを多用しているの？　そんなにしょっちゅう締め出されていたの？』

　どれだけやんちゃをしていたんだよ。

『ほら、自分が仕掛けた罠に掛かって遅くなったりとか、あるじゃないですか』

『ないよ』

『罠を仕掛けることに夢中になって、つい夕飯の時間になってしまったりとか』

『ないよ』

　つーか、九郎さん。子供の頃からそんな罠ばっかり仕掛けていた子供だったの？　駄目だよ、子供の頃はもっとお外に出て青空の下で沢山本を読まないとさ。

『んー、でも確かにここから入れるのは、俺達ぐらいだろうなあ』

　耳を澄ませば、玄関の方からは夏野が激げき闘とうを繰くり広ひろげている金属音が聞こえて来る。いくら夏野の身体が平たいといっても、こんな狭せまい通気口から入ることは出来ないだろう。貧乳にだって無理なことはあるのだ。今、ちょっと音の勢いが増したのは気のせいだよね。聞こえてないよね。

『どうしました、春海君？』

『な、何でもないよ！　別に、全然ビビってなんかないよ！』

『とりあえず中に入りましょう。中からなら玄関扉の鍵かぎも開かい錠じよう出来ます。秋山先生とはそこで合流すればいいんじゃないでしょうか』

『そ、そうだな。夏野にはもう少しだけ頑張ってもらうとしよう』




　こうして、九郎さんに先導されるように、床下の通気口から煉獄館へと侵入する俺達チーム・アニマル。

　この先にいる姫萩紅葉と、彼女の前に立ちはだかる森部佐茅。

　果たして、ここから先に待ち受けるのは、一体どんな地じ獄ごくなのだろうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ブレイクブレイクファースト】……　秋山忍の著作。今朝の朝食が気に入らないと駄だ駄だをこねていた少年が、ふとした切っ掛けで手にした並行世界に渡る異能力を使い、少しずつ違う世界を旅しながらどうにか希望通りの朝食を食べようと奮ふん闘とうする物語。朝食の大切さを身をもって感じることが出来る。

【あなたと甘い七日間】……　秋月マキシの著作。恋に疲れたＯＬが、ふと思いついて北海道から九州までスイーツ巡りの旅をする話。秋月マキシ自身が実際に食べ歩いたスイーツが詳しよう細さいに書かれており、これを読んだ女性が、モデルとなった店に殺到してちょっとした社会現象にまでなった。実在する店てん舗ぽとのコラボレーション企画も行われており、現在第二弾も企画中だという。

















『よいしょっと』

　前足を上う手まく動かして床板を外す。

『ふう……ようやく着きましたね』

　俺がどかした床板の隙すき間まを、九く郎ろうさんが飛んで部屋の中に入る。

『昔は、もうちょっと簡単に通れたと思ったのですが。やっぱりこの肉体では上手くいきませんねえ』

『まあ……カラスだしなあ、っと』

　俺も、床下から這はい出でる。チーム・アニマル、屋や敷しき内ないに潜せん入にゆう成功である。無事に到着できて良かった。九郎さんが子供の頃に使っていた抜け道だというから、てっきりここにも罠わなの一つや二つが仕掛けられてると思っていたけどそんな事は無かったぜ。

『えっと、この部屋は……？』

　暗い室内を見回す。元々窓はさほど大きい造りのものではないが、今はその小さな窓が全すべてシャッターで覆おおわれてしまっている。明かりは抜け道から僅わずかに漏もれるものだけなので、この部屋が何の部屋なのか分からない。

『物置として使っている部屋ですよ。普段は放置されたままになっているので、こうして抜け道を作ることが出来たんです』

　鳥目の癖くせに、懐なつかしそうに室内を見回す九郎さん。

　しばらく使っていなかったという部屋。ただ、放置されていたにしては、床は綺き麗れいにされていることが犬の感覚で分かる。こんな部屋であっても、メイドの掃そう除じは行き届いているのだろう。

『では行きましょうか』

『まずは玄げん関かんで夏なつ野のと合流だな』

『いえ、まずは僕の部屋に行きます』

『え、何で？』

『玄関扉ですが、実は鍵かぎを内側から使用して、初めて開かい錠じよう出来るようになっているんです。面めん倒どうですけど、まあここら辺は元刑務所だということの名残なごりですね』

　室内を歩く九郎さんについて俺も歩く。

『開錠用の鍵は三本あって、一本は使用人室。一本は僕の部屋。そしてもう一本は紅葉もみじの部屋にあるんですが。ちょっと現状、使用人室に行くのは危険ですしね』

『確かに、あんなに堂々と侵入者宣せん言げんしちゃったもんなあ』

　いかにチーム・アニマルといえど、こんな人っ子一人入れそうにない屋敷の中に急に現れたところを見つかれば不ふ審しんに思われるだろう。下へ手たしたらそのまま捕まって夕食のテーブルに並ぶことになってしまうかもしれない。

『今でしたら、佐さ茅ちさんもこの音の方を気にするでしょうし。僕の部屋までならすんなり行ける筈はずです』

　九郎さんの言う音。今もまだ聞こえて来る異音。扉とびらをどうにかぶった斬ろうと、夏野が苦く闘とうしているに違いなかった。

『分かった。まずは九郎さんの部屋に行こう』

『はい。それではこちらです』

　屋敷中に響ひびき渡わたっている大音響を聴きながら、俺達は部屋を出る。




　九郎さんに着いて出た、屋敷の廊ろう下か。

　そこは元が刑務所とは思えない程に、煌きらびやかな内ない装そうだった。床に敷しかれている、臙えん脂じ色いろの絨じゆう毯たんも立りつ派ぱなものである。自分の身体からだが小さいこともあるだろうが、突き当たりが見えないほどに長く、廊下は続いている。

　そんな果てしない廊下を、ひたすらに進む。

　薄暗いこともあってか、物陰から何かが飛び出してきそうな雰ふん囲い気きが常に付きまとっている。ましてこの屋敷は、妙な因いん縁ねんやら逸いつ話わやらが付ふ随ずいしていてもおかしくはない。気分はホラー小説の主人公だ。

　それでも、怖いという気が全くしないのは。

『もっと怖いものと、日常的に接しているからだよな』

　幽霊とか亡霊とかゾンビとか、そんなものは別に恐くはない。そもそも自分自身が、ゾンビみたいなものなのだ。まあ、カラスが喋しやべった時はそりゃ驚おどろいたけどさ。

　前方。迷うことなくすいすいと飛ぶ九郎さんを見ながら、こっちは小さな足を必死に動かす。空を飛ぶ九郎さんに追いつこうと自然と早足になってしまうのが、俺の短い足にはなかなか重労働である。

　これが、もっと足の長い、ドーベルマンなどの犬種だったならば、もっと楽だったのだろうが。残念ながら俺は足の短いミニチュアダックスフンド。ちょこちょこと必死な動きで歩き続けるしかない。

『いいなぁカラス』

　別に、今の犬の肉体にそこまで不満がある訳ではないけれど。俺も、たまに空を飛びたい時があるのだ。例えば、誰かから逃げ出したい時とか、誰かに追われている時とか、誰かが迫り来る時とか、空を飛べれば楽だろう。

　いや、そもそも。

　俺が、犬になったこと。

　九郎さんが、カラスになったこと。

　これには何か理由があるのだろうか。

　別に生前の俺が、犬と密接な関係があった、なんてことはない。犬に転生しなければいけない理由なんて、全く思いつかない。

　それに、九郎さんが俺と同じような存在であるならば。

　彼もまた、死の先で、あの虹色の空間を見たのだろうか。

『…………』

　今回の件が終わったら、もう少し落ち着いたら、その話をしてみよう。

　俺達が、何故死んだ後に動物の姿になり、現世に戻って来たのか。そして、この先どうなってしまうのか。

『あ、春はる海み君。そこ気を付けて下さいね』

『へ？』

　ちょっと俺自身の未来について考えていたら、かけられた九郎さんの言葉。

　しかし、その言葉を聞いた時には、既に俺の前足は一歩を踏ふみ出だしていて。その小さな足が、絨毯の中に埋め込まれていたスイッチらしきものを踏んでいる。

『……踏んじゃいましたね』

『え、何、何を踏んだの？』

　今、何かカチッって言ったよ？

『罠です』

『Ｗ　Ａ　Ｎ　Ｎ　Ａ　？』

　おいおいおい、何を言ってるんだこのカラスは。

『すいません、余りにも初歩的な罠だったので、言うのが遅れました。あれぐらいなら、避よけられるとばかり。ええ、初歩の初歩ですから。避けられると思っていたんですが』

『俺のせいなの!?』

　え、何その冷たい視線は。何で俺今ディスられてるの？　初めて来る屋敷の初めて歩く廊下に罠があるとか、そもそもおかしいよね？　そんなもの軽く避けてみせろとか、そりゃあちょっと無む理り難なん題だいが過ぎるのではありませんか？　何を当たり前みたいに言ってるのかな。

『ってか、何で屋敷の中にも罠が仕掛けられてるんだよ!!』

　屋敷の外に罠ならまだ分かる。島に来た侵入者を撃げき退たいする為ためだろう。この屋敷に近づけない為だろう。でも何で、屋敷の中にも仕掛けてあるの？

『そんな、屋敷の中に仕掛けるのなんて当たり前じゃないですか。いいですか、罠には屋外用と室内用があるんですよ。屋外に室内用の罠を設置してどうするんですか。室内には室内用の罠が必要なんですよ。何言ってるんですか、春海君』

『あんたの方が何言ってるんだよ！』

　全く、何で俺の周りにはこんなに変態ばかりが集まってくるんだろう。九郎さんも、普通に話せるカラスだと思ってたのに、罠について話し始めると途と端たんに人格が変わりやがる。この罠カラスが。

『はあ、もういいよ』

　落ち着こう。ＣＯＯＬ。ＣＯＯＬ。ＣＯＯＬだ春海和かず人ひと。既に踏んでしまったものはしょうがない。今はこの罠からどうやって抜けるかだ。

　こういう場合は、とにかく慎しん重ちように行動すべきと、俺は本に教わったのだ。地じ雷らいを踏んでしまった兵士が、どうにかして危機を脱しようとする小説。土ど門もん堀ほり太た郎ろう先生の『マインスイーパーは眠れない』だ。あの本の主人公ロバートのように、この場を切り抜けて見せようじゃないか。

『ちなみにこの罠、どんな罠なんだ？』

『オーソドックスなものですよ。ほんの少し、ギロチン状の何かが廊下を横断するだけの罠です。ほんの少し、五往復ぐらい』

『正気かお前』

　どうしよう。素すでドン引きしてしまった。思わず勢いもつけずに平へい坦たんな言葉でツッコミを入れてしまった。

『何でそんなに凶悪な罠なんだよ』

　それはもう、確実に人を殺すタイプの奴じゃないか。まだギリギリいたずらレベルの物であった外の罠とはあまりにも違いすぎる。

『いえ、こんなもんじゃないですよ、この先は』

『いやいやいや、別に期待してるんじゃないよ!?　完全に非難してるんだよ!?』

　くそ、この罠カラスめ。本当に何を考えてるんだ。

『……非難は良いんですけど、春海君』

『あぁ、何だよ!?』

『足、外れてますよ？』

『あ』

　振り返ると、俺の足は確かに先ほどの位置からずれていた。いつものツッコミの勢いで、ついつい姿し勢せいが崩くずれてしまった。当然、俺の足が離れたスイッチが反応を見せ。

　俺の頭上を、銀色の大きな刃やいばが通過していった。

　一往復。二往復。

　風が頭上を通り過ぎる。

　三往復。四往復。五往復。

　犬にとっては遙はるか頭上だが、しかし人間だったらばっちり頭に相当する位置を、凄すさまじい勢いで刃が通り抜け。そして、いなくなった。

　…………うん。

『犬で良かった!!　心底そう思っているよ今!!』

　万歳！　俺は犬で良かった！

『怪け我がの功こう名みようですね』

『うるせえギロチンぶつけんぞ』

『急に言葉づかいが悪くなりましたね』

　何をあっさりと感想を述べてるんだ。俺が犬じゃなかったら、今頃はこの廊下が真っ赤に染まっていたところだったんだぞ。いっそ今から襲おそい掛かかってやろうか。

『あ、そこにも罠が』

『え？』

　カチッ。

　またもや踏んだよ。

　踏んだ瞬間、既に諦あきらめムードだった。だってもう、一歩歩いただけでこれなんだから、どうせこの先でも引っかかりますもの。いちいち驚いたり、絶望したり、そんなの疲れるだけじゃないですか。

　だからもう自然体で行こう。本を読んでいる時のように、余計な雑念を入れず、ただひたすらに先へ進むことだけを考えていくのだ。

『冷静に、無心で、ただ進む』

　何が起こっても動じない。

　今の俺は、まさに色しき即そく是ぜ空くう。どんな罠でも、無言で回かい避ひ出来るほどのスルースキルを持ち合わせているのだ。

　だから、どんな罠だって、無いも同じ。

　たとえ頭の上を矢が通過しようとも。槍やりが降って来ようとも。剣が突き出されようとも。鎧よろいが倒れて来ようとも。天てん井じようが落ちて来ようとも。

『…………ちなみに、これどんな罠？』

『はい、これは大したこと無いですよ。ちょっと、廊下の端から大だい怪かい球きゆうがころがって来るだけで……。あ、ほら来ましたよ。アレです』

　九郎さんの差し示す先。天井からヌボボボボボと現れたのは、直径五メートルはあるかと思われる黒い球。何やら真ん中には瞳ひとみのような装そう飾しよくまで付いている代しろ物ものである。

　そして、怪球がゆっくりと動き出す。こちらに向けて。

『無理だな!!』

　うん。

『絶対に無理だ！』

　いくら色即是空でも物ぶつ理り攻こう撃げきには対応しておりません！　潰つぶされてしまえばそれで終わりだ。ペラッペラになっちゃう。二次元の存在になっちゃうよ。

　慌あわてて廊下を疾しつ走そう。死への恐怖で、脳内麻薬もどばどばだ。圧死の恐怖から逃のがれる為、必死で早足する俺をあざ笑うかのように、さっさと俺を置いて飛んで行く九郎さん。

　おい張本人。

『ちょっと待てよ！』

『喋っている暇ひまがあったら、足を動かした方が良いと思いますよ』

『ああ正論だな！』

　後で嚙かんでやる！

『ほらほら、早く走らないと。すぐ後ろまで怪球が来てますよ！』

　絶対に絶対に嚙んでやる！


　　　　　　　　



　大怪球から逃げ延びる為、屋敷中を走り回った俺。複数の曲がり角を上手く使用した逆トラップで何とか大怪球の脅きよう威いから逃れることが出来た。

　何でこんなところでここまで疲ひ労ろう困こん憊ぱいになってるんだよ俺。へたり込んだ俺に対して心配そうな視線を送ってくる九郎さんに不満をぶつける。

『何で屋敷の中に罠があるんだよ。こんなん仕掛けられていたら、まともな生活送れないだろ!!』

　こんなビックリハウス、とても普通の生活を想定しているとは思えない。毎日が命がけだなんて、どこの戦場なのか。

『いえ、慣れれば罠の位置くらいは簡単に分かりますから問題はありません。佐茅さんも、引っかかったりはしませんでしたよ』

『そりゃあんたらが特殊なんだよ！』

　普通の人間が巻き込まれれば、そりゃこうなりますよ。

『それに、屋内に設置しないと罠の意味がないですからね』

『何だよ、また屋内用の罠だって言うのか？』

『それもありますが。そもそも、この罠は紅葉を外敵から守る為に設置されているんですから』

『…………はぁ？』

『だから、紅葉の部屋に近づくにつれて罠はもっとひどく、凶悪になっていきます。侵入者を、紅葉に近づかせない為にね』

　あっさりと告げられた九郎さんの言葉。それは簡単に聞き逃せる内容ではない。

『ちょっ、ちょっと待て。何を言ってるんだ。姫ひめ萩はぎ紅葉を守る為って、どういう事だよ。この罠はあんたの趣しゆ味みってだけじゃあ、なかったのか？』

　守る？　外敵？

　どういう事ですか？

『はい。罠を作ったり仕掛けたり、それにかかった人間を観かん察さつするのは僕の幼少期からの趣味ですが』

　趣味が悪いにも程があるだろ。

『でも、その趣味にはきちんと目的があるんです。趣味が実益を兼ねるという事ですね。仕掛けられた罠は、全て紅葉を守る為のものなのですから』

『守る……だと？』

　今までの罠。千変万化のトラップ軍団、もう人死にが出るレベルの罠が展開されていた。これらの過か剰じようなまでの防ぼう衛えい策さくが全て、姫萩紅葉を守る為に設しつらえられているのならば。

『まさか姫萩紅葉は、誰かから狙ねらわれているとでも言うのか？』

『はい、紅葉は狙われています』

　九郎さんは真剣な顔で頷うなずく。

　それが本当ならば、兄として手を打っておきたいという気持ちは理解出来る。こんな孤島に住んでいるのも、外敵の存在を警けい戒かいしてのことなのか。

『それで、その犯人の目星はついているのか？』

『ええ、はっきりしています』

『それは……？』

　九郎さんは、一瞬迷ったように言葉を止め。

『世界中の男達です』

　そう告げた。

『………………はぁ？』

『世界中の男達が、紅葉に求きゆう婚こんしてくるのを防ぐ為、僕は罠を仕掛けているんです。そう、紅葉を守る為に』

『ああ、うん……』

　一瞬でテンションがだだ下がった。何言ってるのこのカラス。一回死んで頭おかしくなったんじゃねえの？

『ど、どうしてそんな疲れた顔をしているんですか。だってあんなに可か愛わいくてぷりちーな紅葉のこと、罠でも仕掛けておかなければ、世界中の男達が紅葉の元へと殺さつ到とうするじゃないですか！　これは正せい当とう防ぼう衛えい、カルネアデスの板なんですよ！　まったく男という奴は！　ねえ！　春海君はどう思いますか？』

『……そうかもね』

　もう話を続ける気力がないんだけど。

『はぁ、もういいや』

　真ま面じ目めに考えて損した。

　姫萩九郎。趣味が罠で、重度のシスコンかあ。初めて話した時は真面目で妹想おもいな良い人だと思ったのになあ。何で俺の言葉が通じる奴ってこんなんなのかなあ。おかしいなあ。なんだか涙が出ちゃう。

『あ、春海君。ちょっと待ってください』

『はいはい、何ですか。九郎さん』

　あらゆることがバカらしくなって、とりあえず先に進もうとした俺を呼び止める声。

『そこから先は罠が本格化します。今までみたいに踏んでからかわすというのは難しくなると思いますので、先に攻略法を教えておきましょう』

『……そいつは助かるな』

　正直、ここまで罠にかかったせいで随ずい分ぶんと時間を食ってしまった。何だ、この罠カラスも話が分かるじゃないか。

『いちいち罠に引っかかってくれるのは、設置した本人としては罠師冥みよう利りに尽きるのですが、こう一つずつかかっていると僕の部屋に辿たどり着つくのに時間がかかって仕方がないですからね』

　自分で考えてることを他人に言われるのってすごいムカつくな。このシスコン罠カラス野郎め。




『えっと、この廊下を越えて突き当たりを左に曲がった先に僕の部屋があるんですけど。ここはちょっと特殊な罠が仕掛けられているんですよ』

『ふうん、普通の廊下に見えるけど。いや……』

　よく見れば、絨毯の模様がこれまでとは異なっている。今までは、同じ模様が規則的に並んでいるだけだったが、今は不規則な模様が各所に散らされている。

　いや、これは文様というよりも。

『文字……アルファベットか』

　成なる程ほど、意識して見ればすぐに分かる。確かに、目の前に広がる絨毯の上には、『Ａ』から『Ｚ』までの二六文字のアルファベットが巧こう妙みようにカモフラージュされつつ並んでいる。

『ここから突き当たりまでのゾーンは、一面が罠だらけとなっておりまして。下手に歩こうものなら全身くまなくこれ罠の餌え食じきとなります。頭の先からつま先まで、全て。ただし、罠を発動させずに進む方法もあります。その為には、絨毯に書かれている文字を、正しい順番で踏んでいけばいいのです！』

『面めん倒どう臭くせぇもの作ったな!!』

　そんなツイスターゲームみたいな仕掛けを作らないで欲しい。罠を作る側は楽しいのだろうし、引っかかる側はまあ本人の勝手なのだけれど、巻き込まれた側は一体どうすればいいんだろうか。

『では、今から正しい順番を言うので、覚えて頂けますか』

『ああ、分かった』

『まず最初は「Ｍ」です』

『ふむふむ』

　九郎さんによる講こう義ぎが始まった。間違えたらえらい目に遭あってしまうだろう。間違えずに覚えなくては。

『次は「Ｏ」。そこから順番に「Ｍ・Ｉ・Ｊ・Ｉ・Ｄ・Ａ・Ｉ・Ｓ・Ｕ・Ｋ・Ｉ」と踏んでいってください』

『ふんふん。「Ｍ・Ｏ・Ｍ・Ｉ」の順番だな。了解覚えたよ』

　何だ、思ったより普通だった。てっきりまた何か昔のゲームのパスワードとかが出て来ると思ったんだけどさ。ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたよ。

『紅葉大好き』

『……はぁ？』

『紅葉大好き』

『………………はぁ？』

　何言ってるのこのカラス。

『紅葉大好き』

　言葉が通じないんですけど、このカラス。大丈夫？　罠の作り過ぎでどうにかなっちゃったの？　それともシスコンがついに、脳にまで達したの？

『ルートの覚え方ですよ。もし途と中ちゆうで忘れたら「紅葉大好き」を思い出してください』

『へ、何を言って……』

　九郎の言葉に疑問を抱きかけて、気付いた。

『あ、ああそうか。文字の順番は「ＭＯＭＩＪＩＤＡＩＳＵＫＩ」。確かにローマ字読みすれば「紅葉大好き」だ』

『紅葉大好き』

『にしても凄い物を考えたもんだなぁ』

『紅葉大好き』

『もういいよ！』

　壊こわれたレコードのように繰くり返かえすカラスがもう怖いので、さっさと進むことにする。怖い。本当に怖い。

『えーと、まずは「Ｍ」からだな』

　廊下に敷しかれた絨毯の内、『Ｍ』の文字の場所に降り立つ。

　何かがあればすぐに逃げられるようにと辺りの様子を確認するが、異変が起きる予よ兆ちようは無い。

『……大丈夫、みたいだな。よし、このまま』

　絨毯に書かれたアルファベットを慎しん重ちように見極めつつ、一歩ずつ廊下を進んでいく。

『紅葉大好き、紅葉大好きっと』

　ちょっとでも文字からずれてしまえば、とんでもないことが起きるだろう。具体的に聞かずとも、そんな予感はひしひしとある。だから短い足で、慎重に慎重を重ねて、一文字ずつ踏みしめていく。




『よし「Ｉ」っと、これでラストだな』

　そして、ようやく罠ゾーンを越えた。

　一息。良かった、これで罠は突とつ破ぱした。背筋が凍る思いだった、こんなのは二度とごめんだ。だけどこれで目的に近づいたのだから、良かったことにしよう。

　その筈なんだけど。

『…………』

『あれ、九郎さん。何を怒っているんですか？』

　どうしてそこのカラスは、不ふ機き嫌げんオーラを前面に押し出しているのでしょうか。

『春海君、さっきから何を言っているんですか。「紅葉大好き」「紅葉大好き」だなんて、うちの妹に対してハレンチな言動ばかり繰り返して。もっと真面目にやって下さいよ。ふざけてるんですか？』

『…………はぁ？』

　何ですかそれは。

『いや別に言いたくて言ったわけじゃないし、そもそもすべての原因は、あんたがこれをやらせたからじゃないですか』

『言い訳は聞きません！』

『ええええええええ』

　これ、俺が怒られる理由、ありますか？

　自分でやらせておいて、それに文句をつけるのかよ。だったら俺はどうすればいいんだ。大人しく罠に掛かっておけば良かったのか？　無数の罠に掛かり、そのまま屋敷の藻も屑くずと消えれば良かったとでも言うのか？

『大好きとか、簡単に口にしてはいけない言葉ですよ。ましてやうちの紅葉に対してだなんて。いや、勿もち論ろん紅葉は超可愛くて、超ぷりちーなので、大好きになってしまうのはしょうがないのですが、それをおおっぴらに言うとは何事ですか。春海君、僕は君を見損ないましたよ！』

『うわぁ、こいつ面倒くせぇ！』

　九郎さん。罠と妹が同時に絡んだ時のウザい力は五三万どころの騒ぎではありません。惑星ベジータの王子ですらベソかく程のウザさです。

『何だよ。こっちはこんな酷ひどい罠をクリアしたばかりだというのに』

『酷い罠？　何を仰おつしやいますか、この罠は僕の一番のお気に入り。丹たん精せい込めて作った罠なんですよ。罠を突破しようとすると、自然と紅葉を称たたえることになるという最強の罠です！　まさにその名を「神の真名を冠せし回廊キヤストインザネームオブゴツド」!!』

『なんなのその名前！』

『おや、知りたいですか春海君。しょうがないですね説明しましょう！　「神の真名を冠せし回廊」とはですね！』

『もう黙っていてくれないかな』

　本当に面倒臭い。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【マインスイーパーは眠れない】……　土門堀太郎の著作。期せずして地雷原のど真ん中に取り残されてしまったロバートが、三年の歳月をかけて脱出するまでの姿を克こく明めいに描いたノンフィクションストーリー。誤あやまって地雷を踏んでしまったロバートが、数か月をかけて少しずつ足をずらし、地雷の作動をギリギリで阻そ止しする場面は特に圧巻で、作品全体の八割がその部分の描写に当てられている。

【神の真名を冠せし回廊】……　罠ナンバー〇一一。姫萩九郎、その渾こん身しんの一作にして、最大の罠。この罠に掛かった愚おろかな侵入者は、ただ偉い大だいなる神の名を唱え続けることによってのみ、その命を救われるという。






『ふう、どうにかこの廊下を抜けられましたね』

『ああ、どうにかな』

　九郎さんによる罠の解説は、耳だけ向こうに向けて脳内ではエア読書を試こころみることによってスルーすることが出来た。

『そこの角を左に曲がって少し行けば僕の部屋です。ここから先には罠はありません。さくっと行っちゃいましょう』

『廊下には罠が無くても、部屋の中にはあるとかじゃないだろうな。部屋に入るといきなりピンチとか、そういう仕掛けは無いんだよな？』

『…………』

『否定して！　油ゆ断だんも隙すきも無い！』

　しかし、ようやく当初の目的地まで辿り着いたということで、俺の足取りは軽い。今までおびえ続けた罠も無い。やや気を抜いて、小走りに九郎さんの部屋を目指し、曲がり角を左に曲がった瞬間。

　廊下の向こうからこちらへと歩いて来る人影が視界に入った。

『ッ!?』

　突然の遭そう遇ぐうに慌てて身を隠す。

『どうしました春海君？』

『……誰かいる』

　角から顔を出し、その姿を再度確認する。

　廊下の中央。そこが自分の持ち場であるかのように背筋をピンと伸ばして立っている長身の女性。手には、妙に柄えの太く長いデッキブラシ。ポニーテールにまとめた赤色の長ちよう髪はつ。そして何よりその服装が特徴的だった。まず街中ではお目にかかれないような恰かつ好こう。しかしこの屋敷には妙に合っているその恰好。臙脂色と白の二色を基調としたロングスカートのエプロンドレスを着こなし。簡かん易いなレースのあしらわれたヘッドドレスを頭の上にちょこんと乗せている。早い話が、メイド服である。

　メイド。そのキーワードから導き出される人物には心当たりがある。この島に来てから、様々な妨害を受けた相手。俺達が一方的に拒きよ絶ぜつされ続けた相手。

『なあ九郎さん、ひょっとしてあれが？』

『ええ、森もり部べ佐茅さん。僕が雇やとい、そして今は紅葉に仕つかえるメイドです』




　針しん葉よう樹じゆを思わせる、鋭い長髪。

　モデルかと見まごう程の長身。

　そして肉食獣を思わせるような切れ長の瞳。

　メイド服ではなく、軍服でも身に纏まとっているのがしっくり来るだろうと思わせるような凜りんとした雰囲気。

　森部佐茅。この屋敷のメイドにして、姫萩紅葉に仕える者。

　この島に入ってから、様々な妨害を受けて来た。その妨害の実行者と思おぼしき人物が、そこにいる。

『おい、どうする？』

『そうですね。ここまで来て残念ですが、あそこに佐茅さんがいる限り、僕の部屋に入ることは出来そうにないです』

『そんな、ここまで来たのに』

『しょうがありません、別の手を考えましょう。幸さいわい、まだ僕達は見つかってないようですが、佐茅さんに見つかったらことですからね』

　と、別の作戦を考えようとしたところで。

「～～♪」

　声が聞こえた。

「～～♪」

　歌声だ。

『九郎さん？』

『いいえ、僕じゃあありませんよ。春海君じゃないんですか？』

『いや、俺も違うよ』

　カラスと犬が顔を見合わせる。今なお聞こえる歌声の主はどちらでもない。それは、どうやら廊下の向こう側から聞こえて来るようで。

『……つーことは、まさか』

　嫌な予感を覚え、角の向こう側、森部佐茅がいる場所を窺うかがうと。




「わったっしっは、メイド～♪　お嬢じよう様さまに仕える、メイドなのよ～♪」




『!?』

　即リターン。

『な、何だ今の。聞き間違い、それとも見間違いか？』

『ど、どうしました春海君。そんな死亡確認した仲間が生き返ってきたかのような顔して。何があったんですか？』

『九郎さん。次はあんたも、一緒に向こうを見てくれないか』

『は、はい。分かりました』

　もう一度。今度は九郎さんと顔を並べて向こう側を窺う。




「島で一人～♪　屋敷の手入れを任された～♪　わったっしっは、メイドなのよ～♪」




『!?』

『!?』

　即リターン再び。

『聞き間違いじゃない！　見間違いでもない！』

　何あれ。あんなテンションで何をしているのあの人。その場に固まってしまった俺を尻しり目めに、角の向こうでは一ひと人り舞ぶ台たいは続いている。

　腕を大きく振り上げ、軽快なステップを踏みながら、くるくると回る。手にしたデッキブラシを、マイクのように振り回し、廊下をステージと見立てたその独演会は、なおも熱を帯びる。




「ああ、私はメイド。こんな日々が、時々寂しくなっちゃうこともあるの。でも負けない！　だって私には、お嬢様に向けた愛があるんだもの！」




『台詞せりふパートに入った!?』

　芸が細かいぞおい。




「いつもいつも義ね姉えさまからのいじめ、妬ねたみ、そして嫌がらせ！　だけど、私は負けない！　この胸に輝く思いと、脳のう裏りに響くあの歌がある限り、私は諦めたりなんかしない！　そうだ、ぜったい、負けるもんか！　私はメイド、歌う為に歌を歌う屋敷の防さき人もり！　だから、泣いてなんかいられないのッ!!」




『止まる気がない!?』

　ブレーキの壊れたダンプカーとはこのことか。完全に役に入り込んだ様子で、メイドの森部佐茅は、廊下を所ところ狭せましと駆け回っている。その熱意には頭が下がるし、心打たれるが、だからとて直視出来るものではない。

『な、何だよあれ』

　俺と九郎さんの視線にも気づかず、メイドはくるくると回転しながら廊下の掃除をこなしている。その手て際ぎわは見事なもので、さすがはこんな大きな屋敷を一人で切り盛りしているだけのことはあると感心する。

『でも、歌の部分必要か？　掃除するんならもっと普通にやればいいのに』

　どう見てもデッキブラシ一本しか持っていない筈なのに、拭ふき掃除も掃はき掃除も、果てはガラス拭きまでこなしているのは何故だろうか。何だ、一流メイドの技なの。いや、待てよ。こんな情景を、前にもどこかで見たことがあるような。こんな珍ちん奇きな様子、一度見たら忘れないと思うんだけど。

『……佐茅さん、あの本が好きでしたからねえ』

『へ、何が？』

　メイドの奇行を、しみじみとした様子で見つめる元雇い主。それは、まるでわが子のお遊ゆう戯ぎを見つめる父親のような優しげな視線。

『春海君。「超ちよう従じゆう者しや黙もく示し録ろく」という作品をご存知ですか？』

『いきなり何だよ。三年前に書しよ林りん社しやから発売された姫萩紅葉の著作で、文化庁の推すい薦せん芸術作品にも選ばれた、イギリスのとある貴族のお屋敷を舞台にした小説だろ。歌が大好きなメイドの織おり部べ沙さ希きが、ふとしたきっかけで覚えた東洋のダンスの技術を活いかし、舞台女優として大成するまでを描いた本が一体どうかしたのか？』

『大変丁てい寧ねいな説明、ありがとうございます。ご存知でしたら話は早いです。それなら、佐茅さんの踊りと歌に覚えがありませんか。読み覚えが？」

　九郎さんの言葉に、蘇よみがえるのは、いつか読んだ本のとあるシーン。

『あぁ！　そっか、あれはあの踊りか！』

　道理で既視感を覚えると思った。

　姫萩紅葉の著作『超従者黙示録』は勿論既き読どく。作中、メイドの少女が東洋のダンスの動きとメイドの業務を組み合わせた全く新しい掃除方法を開発する為、廊下を舞台に見立て歌い、踊るように掃除を行うシーンは圧巻だった。読んでいるこちらも思わず踊りだしそうになったほどだ。

　目の前のメイド、森部佐茅は、その動きを、作中の主人公の動きを克こく明めいに再現している。あの作中での躍やく動どう感かん、疾走感を、彼女は十全に表現している。二次元上の動きを、見事に三次元で表現してみせている。

『でも、何だってこんなことをしてるんだ？』

『簡単です。佐茅さんは、姫萩紅葉のファンなんです』

『ファン？』

『ええ、それも熱狂的なファンと言えるでしょう。僕は佐茅さん程に紅葉の本を読んでいる人を見たことありません。何でも佐茅さんの部屋には、紅葉の全著作が初版本から最新版まで五冊ずつ並んでいるそうです。「読書用」「保管用」「布ふ教きよう用」「観賞用」「いざという時用」とね。しかも、それぞれ三桁けたに届く回数読み返しているとか』

『そ、それは凄いな』

　本に対する愛は読書量や読書回数で測はかれるものでは無いのは分かっているけど。同じ読書バカとして、そのバカっぷりは素直に敬意に値あたいする。まあ、あのメイドの場合は読書バカというよりは、姫萩紅葉バカとでもいうのだろうけど。

『じゃ、じゃああの歌と踊りは？』

『はい。「超従者黙示録」の登場人物の動きをどうにか真ま似ねしようとして、日々研けん鑽さんを積んだ結果だそうですよ。同じメイドで、名前も似ているということで、シンパシーがあったのかもしれませんね。今では、作中のほとんどの動きを再現出来るそうです』

『つまり、姫萩紅葉の本に影響されて、あんな珍ちん妙みようなことをやってるという訳か』

『そういうことですね。もはや影響を受けるというレベルでは無く、再現というような事態になっていますけど』

　その言葉を聞いて思い出すのは、いつか見た光景。あの橋の上で、秋あき山やま忍しのぶの本に魅みせられたあの男も、森部佐茅と同じような事をしていた。

『不ふ思し議ぎな縁えんなんですよね。佐茅さんが紅葉の大ファンで無ければ、彼女がここに来ることも無かったでしょう。何しろ件くだんのメイド派は遣けん会社は、雇い主の審査も並大抵のものではありません。僕達のところに佐茅さんみたいな超一流のメイドが来てくれたのは、佐茅さん本人の求めがあったからなんです。姫萩紅葉先生の下で働きたい、という』

『結果、こんな珍妙なメイドがお届けされたということか』

　そう、俺達が話しているうちに、ミュージカルじみた掃除（出演：森部佐茅）は最高潮へと達する。彼女が通った後の廊下は、ここからでもその輝きが見えるほど綺麗に磨みがき抜ぬかれていた。

『でも、あんだけ見事に出来るんなら、テレビとかにも出れそうだよな』

『周りには隠しているみたいですよ。前に僕が偶然見てしまった時には、凄い勢いで口くち封ふうじされそうになりましたからね。雇こ用よう関係を盾たてに取らなければそのままお空の星になる勢いでしたよ』

　盾に取ったんだ。地じ味みにえげつないことしますね。

『でも、隠すったって、こうして堂々とやっているじゃないか』

『人がいないと思って、油断したんでしょうね』

　廊下を堂々とこちらに向かって来ていますが、俺達に気が付いている様子は無い。確実に視界には入っているはずなのに。テンションが上がったら周りが見えなくなるタイプなのだろうか。

　その様子は、とても侵入者を迎える態勢には見えない。先程まで、あんなに執しつ拗ように俺達の侵入を拒絶していた人間が、こんなにお気楽に家事に精を出すものなのだろうか。

　とはいえ、こちらにとっては好こう都つ合ごうだ。

『まあ、この分なら、ここに隠れていればスルー出来そうだな』

『それが良いでしょう。前に僕があの姿を見てしまった時は、それはもう烈れつ火かのごとく怒っていましたからね。鬼の形ぎよう相そうで追っかけられて、本気で殺されるかと思いましたよ。本当に雇用関係を盾に取らなければ……』

『もういいよ！』

　その話題止やめようよ。反応しづらいからさ。

『まあ、この場は素直にやり過ごすとしましょう。今の佐茅さんなら、隅の方でじっとしていれば僕達には気付かない筈です。そうですね、最後の決めポーズの瞬間に視線の先にでもいない限り大丈夫です』

　そんなフラグじみたことを九郎さんが言った瞬間。その言葉に反応したかのように。廊下を進しん撃げきしていたメイドのミュージカルが、終わりを迎える。




「ワールドイズマイン!!　ワールドイズユアーズ！　ファイザメイド！　ファイザピーポー！　イェー!!」




　この廊下が観客に囲まれたステージかと思うような激しい動き。くるくると、まるでバレリーナのように、絨毯が燃えるのではないかという見事なスピンを決めるメイド、その名は森部佐茅。その動きが次し第だいに緩ゆるやかになり、そしてこちらを向く体勢で。




「パーフェクトゥ！！！」




　叫びと共に決めポーズを決める森部佐茅。伸びた左手はデッキブラシを握り。伸びた右手は俺を指さす。嫌な予感に逃げ出す暇ひまもなく。彼女のポージングは俺達を捉とらえた。上気した森部佐茅の顔。その瞳の中に、俺達の姿が映る。

『……やっぱりじゃねえか』

　見つかったのだ。




「……う」

　一瞬にして、廊下が静せい寂じやくに包まれていた。それも気まずい感じに。

　さっきまであれほど気持ち良さそうに一人ミュージカルを開かい催さいしていたメイドが、今は完全に動かない。時が止まったかと思うような、完全な静止だった。

「……うう」

　しかし次第に、その全身が震ふるえ始はじめる。顔が真っ赤に染まり、こちらを示す指先も震えながら、嗚お咽えつを垂れ流している。俺達の方も、そんな反応をされたことで身体が固まってしまい、逃げることも出来なくなっている。

　そのまま、互いに見つめ合い。

「み、見たね？　見たんだね!?」

『見てません！』

　そう反射的に答えたのは、防ぼう衛えい本ほん能のうからだが。しかし、目の前の相手には、俺の声は二重の意味で通じていないらしい。犬の声なんて聞こえていないし、そして聞いてもいない。ただ頭を抱えて、その場にうずくまってしまった。

「あ、ああああう、見られた、見られた、見られちゃった。どうしよう、どうしよう」

　そんな風に、震えた声を漏もらしている。泣いているのかと、そう思ったが。しかし隠された唇くちびるから、言葉がかすかに聞こえる。聞きたくないのに、聞いてしまう。

　煉れん獄ごくの底から聞こえるような。

　監かん獄ごくの淵ふちから漏れ出すような。

　震えた様子は、最早そこにはない。低く重い、呪じゆ詛その声。




「………………………………………………………………………………………殺すか」




　ボソリと小さく告げられた簡かん潔けつな言葉。

　だから一瞬、その意味を理解出来なかった。

　今、何か、大変物ぶつ騒そうなことを言われた気がしましたよね。

『処刑宣告？』

　いやいやいや。

『嫌だな、そんなこと言われる覚えはないぞ。こっちは無害な小動物、何も気にすることなんてない。うん、愛あい玩がん動物たる俺達を、そんな、殺すだなんてそんなことありませんよね、その手の団体が黙っちゃいません』

『そ、そうです佐茅さん。冷静になってください。そんなことしたら、大変なことになります。大丈夫です。素す晴ばらしい歌声にダンスでした。何も恥じることはありません。自信を持ってください！　だから、何なに卒とぞ間違いなど起こさずに！』

　しかし、俺達の言葉は全く届くことなく。

「お、お嬢様にも知られていない秘密を見られたからには、動物だろうと、生かしておけないさ」

　現実の恐怖は、容よう赦しやなく目の前に、そして唐とう突とつに現れる。

　メイド服を纏った悪鬼。こちらを見るその目が、真っ赤に充血している。顔もまた赤く。デッキブラシを握る腕は細かな震えを持つ。それは、怒りと焦あせりの表情だった。

「ふ、ふふふ、油断したよ私は。この森部佐茅ともあろうものが、油断しちまったよ。九郎さんが死んでから、この歌と踊りがバレることは無いと、そう安心していたのにね、こんな形でバレるとはね。でも大丈夫、ここで目もく撃げき者しやを消してしまえば、この秘密も未み来らい永えい劫ごうに守られるってなもんさ」

『……いかん』

　完全に、我を忘れていらっしゃる。これはマズイ。人は追いつめられた時、とんでもない行動に出るのだということを、俺は様々な奇人変人の類たぐいから学んでいるのだ。

「九郎さんは死んだ、もういない、だから気を抜いた私のミスだね、全く、第一三分隊の元エースナンバーも衰おとろえたもんだね。しかし問題は無いさ、今ここで秘密を知るものは、地上から姿を消すのだから、だからだからだから」

　膨ふくれ上あがる予感。

　逃げ出そうと踏み込んだ足は、しかし重く。

　ただ茫ぼう然ぜんと見上げるしか出来ない俺の前で、森部佐茅の握ったデッキブラシがゆっくりと振り上げられる。一見して、ただの掃除用具にしか見えないそれは、しかし過去幾度も感じた暴力の兆きざしを纏っていて。

　だから、手遅れなのだ。

　言葉は通じないし、通じたとしても、この暴走体をどうにか出来るものか。

「だから疾とく死ね、目撃者」

　その言葉と共に、メイドの持つデッキブラシの先がストンと床に落ちた。

　いや、抜けて床に落ちたのは、そのブラシ部分だけで。手に握られて残った部分、太い柄の先には、日本刀の様な刃が生えている。その姿は、まるで獲え物ものを穿うがつ槍で。

『何そのデッキブラシ!?』

　そう、ツッコミの叫びを上げたと同時、九郎さんが羽を広げて飛翔する。

「なっ!?」

　その動きに気を取られたメイドの一瞬の隙をついて、俺も後方へと走り出す。反転して、心しん臓ぞうも砕けんばかりの全力疾走。必死に九郎さんを追いかける。




『……遅い!?』

　自分の感覚では、荒々しくサバンナを駆ける豹ひようのように全力で走るものの。遅い。さっき大怪球から逃げていた時に喪うしなわれた体力はまだ戻ってない。速く走れない。息が切れる。すぐに追いつかれてしまう。

『どうにかしろよ九郎さん。あんたのとこのメイドだろ！』

『この状態は、僕が彼女の秘密を見てしまった時以来です。あの時は、雇用契けい約やく書しよに書かれた「メイド三原則」のうちの一つ。「雇い主には手をあげない、但ただし雇い主が望んだ場合は除く」を盾にして難なんを逃れたのですが……』

『じゃあ今やれ！　すぐに、もう一回！』

『無理でしょう。今の僕はカラスです。佐茅さんは、僕が姫萩九郎だとは信じてくれないでしょうから』

『バカ。何言ってんだ、試してみろって！　どっちみちこのまま捕まったらまずいことになるんだぞ！』

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの末、姫萩九郎は叫ぶ。

『佐茅さん！　僕です、姫萩九郎です。こんな姿をしていますが姫萩九郎です。戻ってきました、僕の話を聞いてください！』

　しかし、その言葉は、森部佐茅に届くことはなく。

『九郎さん……ドゥハァ！』

　その光景に気を取られて転んだ俺に、メイドが来らい襲しゆうした。

「まずは、犬の方からだね」

『ひいいいいいいいい』

「何、痛くはしないさ。それに、もし痛みを感じたとしても、どうせ死ぬんだから関係ないだろうさ」

『やややややややめめ』

　銀色の刃がゆっくりと振り下ろされる。

　その瞬間に。

「……ッ!?」

　メイドは視線を俺から外して、後方へと意識を向ける。

「何者だい？」

　つられて俺も振り返った先、そこにもう一つの人影があった。

　メイドの手が止まり、注意が俺から黒い人影へと移る。

「何者だと聞いているんだ！」

　佐茅の叫びと同時、人影が廊下を走り出した。

　黒いコートをなびかせながら、長い廊下を一気に疾走して来る、その姿。こんな時に、誰よりも頼もしいその姿。既に銀色の刃を構え、臨りん戦せん態たい勢せいのままでこちらへと駆けて来るその姿。理り不ふ尽じんに対抗する、より上位の理不尽。

『夏野!!』

　その叫びと同時に。

　夏野霧きり姫ひめと、森部佐茅。

　二人が刃を重ねる音が屋敷中に響き渡った。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【超従者黙示録】……　姫萩紅葉の著作。一九世紀のイギリスを舞台に、とある屋敷に仕える歌とダンスが大好きなメイドの織部沙希が、舞台女優として大成するまでを描いた小説。芸術的なまでの筆ひつ致ちによる沙希の歌とダンスの描写は、読者自身がステージの観客席で実際に観みているかのように錯さつ覚かくさせたという。

【森部佐茅の歌】……　姫萩紅葉の著作『超従者黙示録』内に登場する、メイドの織部沙希の歌を独自にアレンジしたもの。とはいえ、歌のメロディや歌詞は作中で描写されることは無かった為、佐茅の唄うたう歌は作詞作曲・森部佐茅である。現在二一番まで存在している。

















　数瞬。

　一秒にも満たない刹せつ那なの時。

　その僅わずかな時の間に、幾度も金属音が響ひびく。

　夏なつ野のは銀色のハサミを振るう。

　黒いコートの裾すそを翻ひるがえし、絨じゆう毯たんが波打つほどの踏ふみ込こみにて加速し、漆しつ黒こくの銃じゆう弾だんのように相手へと向かう。

　夏野に拮きつ抗こうする相手。メイドの森もり部べ佐さ茅ちの持つその得え物ものが、夏野のハサミを受け止め、打ち返していた。それは真まっ直すぐ伸びた槍やりのような、しかしデッキブラシのような良く分からない代しろ物もの。デッキブラシのブラシ部分を取り外して、無理やり日本刀の刃やいばを生やしたような特とく異いな得物を、手慣れた様子で扱っている。

　二人のリーチは、メイド側が絶対有利で。

　しかし一瞬で間合いを詰める夏野の駆く動どうが、二人の勝負を拮抗させる。

　薄暗い廊ろう下かに火花が散り、その度に重い音が響く。

　至近で鳴る刃音が、俺の身体からだをも打つ。

　地に足をつけての数合。そして空中で身を寄せ合うようにして交わされた数合の打ち合い。着地と同時、夏野は弾はじかれたように後退。示し合わせたようにメイドも距きよ離りを取り、二人の間合いが大きく開いた。

　絨毯とヒールとの間に煙が立ちそうな摩ま擦さつを生じさせながら、夏野は俺の前で急停止してみせる。

「あら、こんなところにいたのね駄犬」

　その態度は、さっき別れた時と変わらず。

『お前、結局あの玄げん関かん扉とびらをどうにかしちゃったんだな』

「ええ、どうにかしちゃったわ」

　思い返してみれば、玄関扉を定期的に斬きりつけていたあの異音が聞こえなくなっていた。九く郎ろうさんの設置した狂った罠わなから逃げるのに夢中で気づかなかったな。

「だって、私の前に立たち塞ふさがるんだもの」

『まあ、やるとは思ってたけどさ』

　それは、本当にお巡まわりさんに怒られることですよ。よその家の扉を斬っちゃあ駄だ目めでしょ。今更だけどさ！

「あら、ピンチを救ってくれた大恩人に対して、随ずい分ぶんと酷ひどいことを言ってくれるじゃない。命は惜しくないのかしらこの弱犬は」

　夏野はいつもの口調とノリで俺に話しかけながらも、視線を前方に向けたままだった。まるで、視線を外せばそれが隙すきになると考えているかのように。

　そこに立っている相手。

　夏野と互角の打ち合いを演じているというだけで、既に規格外なのだと知れる。その姿は、およそ戦いとは無む縁えんの筈はずのメイドのもので。しかし纏まとう空気が、そしてこの屋や敷しきの雰ふん囲い気きが、彼女を異い形ぎようたらしめていた。

　彼女が、森部佐茅が、口を開く。

　既に先程までの醜しゆう態たいは微み塵じんもなく。

「私の箒ほうきを受け止めた……だと……。一体何だいそのハサミは？」

「これは『ハサ次郎』。今からアナタを葬ほうむるハサミよ。覚えておきなさい」

「そうかい。まあ、なかなか大したハサミみたいだけどね。私の愛箒『穢殺刃ケガレザツパー』の敵ではないよ」

　佐茅さんは手にした自らの得物をかき抱きながら、夏野に敵意の視線を向ける。

『あの……何言ってるの？』

　そのデッキブラシ　ｗｉｔｈ　刃物を箒って言っちゃうの？　っていうか、それって掃そう除じ用よう具ぐなの？　どう考えても武器だよね？　多分、どっかのお役所に申しん請せいが必要なタイプの代物だよね？　しかも『穢殺刃』って何!?

「あんたもなかなかやるじゃないか。さっきの技を受けて、無傷とは大したものだよ。メイド殺技の一『掃そう葬そう行進曲』。この技で葬った狼ろう藉ぜき者ものは数知れずだというのにさ」

『葬った？』

　何その聞き逃せないワード。

　目線で九郎さんに『マジで？』と聞いてみれば『マジです』というような頷うなずきを返して来た。ちょっと待て、こいつは警けい察さつまでご同行願うパターンではないのか。法律に照らし合わせて考えるべき事項じゃないのか。

「……それで、一体何者だい？」

　森部佐茅は、一ひと際きわ強い視線を夏野に向けて問いかける。

「まさか、遭そう難なん客きやくというわけでは無いだろう。ただの遭難客が外の罠をくぐり抜けてまでこの屋敷に入り込むなんてことがあるわけないからね。一体、この島に何の用で来たんだい？」

「あらあら、それが客に対する態度なのかしらね、この駄メイド。メイドとしての教育がなって無いんじゃないの？」

「ふん、客は客でも招かれざる客にはそれ相そう応おうの対応というものがあるんだよ。屋敷に勝手に上り込んで来て暴れ回るなんざ。真っ当な客のやる事とは思えない。当然来島の許可なんて得ていない。違うかい？」

　佐茅は、自らの得物を引き寄せながら射抜くような視線を向ける。

「あら、許可なら得ているわよ」

　しかし、それに対する夏野の返答はあっさりとしたもので。

「それも、この屋敷の主あるじの許可よ。私達はね、この屋敷の主に『どうしても、来て欲しい』と言われたからこの島へ来たの。アナタは、招かれた客に対してそんなふざけた態度をとるのかしら。とんだメイドがいたものね」

「……噓うそも休み休み言うんだね。お嬢じよう様さまが、あんた達みたいなのをこの屋敷に招く筈がないだろう」

「あら、誰が、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじが招いたと言ったのかしら。私は、この島の主としか言ってないわよ」

「妄もう言げんはいい加か減げんにするんだね。この島の主は紅葉お嬢様。他に住人はいないし、従者はこの私、森部佐茅しかいないんだよ。お嬢様が招く筈もないし、私だってあんた達みたいな輩やからを呼よんだ覚えは無い」

「もう一人、いるでしょう」

　試すような、夏野の問い。

「まだ言うのかい」

「姫萩九郎に、頼まれたのよ」

「ッ!?」

　その時、佐茅の顔に浮かんだのは痛烈な驚おどろきの表情。

「く、九郎さんだって……」

　しかし、一瞬後には、その表情は搔かき消きえていた。盾たてとするようにデッキブラシの刃を構え、より硬さを増した声で夏野に食って掛かる。

「……バカなことを、言うもんじゃないよ」

「バカなこと？　それは、姫萩九郎が死んでいるから、ということかしら？」

　夏野はちらりと、俺の隣となりの姫萩九郎を見る。俺が仲介していなければ、言葉が通じない両者。しかし二人の間に言葉は交わされず、九郎さんは力を込めて頷いていた。

　姫萩九郎の想おもい。亡き人間の想い。本来ならば消えてしまう筈の願いを、こうして俺達は受け取って、ここに来た。

　だから、それを伝えなければならない。

「死んだから、何かを言う筈がないと、そう言うのかしら」

「そうさ、当たり前だろう」

「だったら、こちらこそ聞きたいわ。アナタは姫萩九郎が、残された姫萩紅葉のことを何も考えない人間だと、そう思うのかしら。自分が死ねばそれでおしまいだと、後は知らないと放ほうり出だしてしまう人間なのだと、アナタはそう考えているのかしら」

「……ッ!?」

　再び、森部佐茅に浮かぶ動どう揺よう。

「違うでしょうね。生前の姫萩九郎の事をほとんど知らない私でも分かることを、アナタが分からないとは思わない。託たくされたのよ、後のことを。だから私達はここに来て、姫萩紅葉に会わなければいけないの。それを、姫萩九郎は望んでいるのよ。分かったのなら道を開けなさい」

「……それは」

「姫萩紅葉の異様さについて、アナタならば分かるでしょう？　姫萩九郎がいなくなった今。そのままにしておいては、姫萩紅葉がどうなるのか、理解しているでしょう。だから、姫萩九郎は外から私達を呼んだのよ」

　夏野の、真剣な訴うつたえ。

　それは、姫萩九郎の遺のこした想いで。だからこそ、彼女には理解して欲しかった。九郎さん亡き後、紅葉の最も近くにいた彼女。紅葉に仕つかえ続けた彼女。そして、紅葉のことを誰よりも大切に思う彼女。その彼女が歩み寄ってくれるのなら、きっと全すべては上う手まく行く。

　しかし佐茅は、悲しそうに笑う。

「そうだね。そうかもしれないね。それは分かっているさ。今のままでは、お嬢様はこの島から出ることは無いだろう。私が仕え続けるだけでは、お嬢様は何も変わらないだろう。それはしっかり、理解しているよ。そのことを九郎さんが望んでいなかったということもね」

「だったら」

「だけど」

　夏野を制し、そして口から放たれるのは拒きよ絶ぜつ。

「だけど、このままで良いじゃないか。変わることで何かを失うかもしれないのなら、変わらずにいてもいいじゃないか。九郎さんはきっと、そんな私を許さないだろうけど。でも、今生きているのは私なんだ」




「死んだ人間には、何も出来ないんだよ」




　佐茅の言葉に、九郎さんが、身体を震ふるわせた。

　自分がすでに死んでしまっていて、生きている人間に対して何も出来ないのだと、そう突きつけられたことによる無力感。こうして生きていることこそが間違いだって、そんなことすら考えてしまう。

　死者であることに、囚とらわれてしまう。

　しかし、違うのだ。

　死んでしまったことは、確かに一つの終わりで。この二度目の生命は、奇き跡せきで得た仮かり初そめの存在に過ぎないけれど。それでも自分に意思が残っていて、少しでも出来ることがあるのなら、最後まで悩み考え動くべきなのだ。

　それを俺は、多くの人から教わった。自分が死んだ後の世界で、それでも生きている人を見て、知ったのだ。自分が抜けてもなお、動き続ける世界でも。新たな世界には、自分の居場所は必ず存在する。

　だから、諦あきらめてはいけない。

　ここで諦めていたら、大切なものを失ってしまう。




　佐茅は、決意を秘めた瞳ひとみで夏野を見る。姫萩九郎を永遠に失ったと信じる心が、彼女の意志を走らせる。

「九郎さんはいない。だったら、私が、お嬢様の側に居続ける。お嬢様を見守って。いつまでも、最さい期ごまでお供をしてみせる。それが、それがお嬢様の意思に従うこと。姫萩紅葉のメイド、森部佐茅の生き方だよ」

『……佐茅さん』

　九郎さんの呟つぶやきも。

　遺のこした思いも。

　過去と現実とに阻はばまれて、届くことはない。

　死者と生者、その間に横たわる大きな壁かべが邪じや魔まをする。

「その役目は、誰にも渡さない。任せるつもりなんてない。他人が踏み込むべき、ことじゃないのさ。だから、あんたには消えてもらうんだよ。お嬢様の傍には、私が居ればいい。それ以外に何も、お嬢様には近づけさせない!!」

「そう。だったら、私はアナタを乗り越えるまでよ」

「させない！」




「百の戦場、千の修しゆ羅ら場ば、そして万の地じ獄ごくを越えて来た」

「いつか経験したあの日々に比べたら、今出会う何もかもはただの障しよう害がい物ぶつに過ぎない」

「だから、斬って清めて終わらせるよ」

「それが私の、メイド道!!」

「派は遣けん会社『陰乍シヤドウサーヴアント』　第一三分隊の元エースナンバー　森部佐茅」

「元を付けなきゃならない経歴だが、それで失った力でもない」

「今はただ、お嬢様の為ために」

「ターゲット捕ほ捉そく。清せい掃そうするッ!!」




　佐茅は自らの名乗りを上げ、夏野に殺さつ到とうする。

「ふん、夏野霧きり姫ひめ。作家。押し通るわよ」

　名乗りと共に、迎むかえ撃うつ体勢を取る夏野。

　一瞬。

　斬り合いを再開しようとした二人が。

　お互いに向けて踏み込むよりも早く。

　音が、聞こえた。

『何だ？』

　地底から響くような轟ごう音おん。

　屋敷ごと破壊せんばかりの重音。

『床がッ！』

　九郎さんの叫びと同時。

　俺達の立っていた廊下が、中央部分から真っ二つに割れたのだ。




　足元の廊下が奈な落らくに取って代わる。

『落とし穴です。それも、常識外れに広範囲の！』

　居る者全てを奈落へと突き落とすその罠。そこにいる誰にとっても例外ではない。

　それぞれの対応。

『そんな……』

　九郎さんは、自らの翼で宙へと舞い上がり。

「くっ！」

　佐茅は一瞬体勢を崩くずすも、すぐに得物を床に突き刺して、静止する。

『ぬわー！』

　俺は、当然のように重力に引かれて、そのまま落下する。

　またここまで戻って来るのが大変だな、と思いながら、しかし重力に逆らうことは出来ないので、おとなしく身を任せていると。

『ぐぇ！』

　突然首が締められた。誰かが俺の首根っこをがっちり摑つかんだせいで落下は止まった。助けられたのだろうが、しかし現在進行形で別のピンチだ。

　そんな大おお雑ざつ把ぱなやり方をする奴と言えば勿もち論ろん。

「全く、世せ話わの焼ける犬ね」

『……夏野さん、苦しいです』

「喋しやべらないで。舌を嚙かむわよ」

　佐茅と同様に、夏野は左手に持ち替えたハサ次郎を床に突き刺し、空中での体勢を保っている。そのまま右手で俺を引っ摑むと、腕を大きく振って床の上に放り投げる。

　無事着地。無理な体勢だったが、九郎さんがフォローしてくれて何とかなった。すぐに、落とし穴の中にいる夏野に声をかける。

『おい夏野。お前も早く！』

　しかし、不安定な体勢のままで俺を放り投げるなんていう無茶な動きをした夏野の方は、無事では済まなかった。床に突き刺さったハサ次郎が、今にも抜け落ちそうで、危なっかしいことこの上ない。

『ほら、早くお前も、こっちに！』

　俺を助けた為に夏野が落ちるだなんて、そんな寝覚めの悪いことはない。

「慌あわてるんじゃないわよ、落犬。ほら、早くその場所を空けなさい。着地と同時に踏ふみ潰つぶすわよ？」

　軽快に言葉を放つ夏野。左手に力を込め、振り子の要よう領りようで身体を振ってみせる。そのまま、勢いを付けて俺達のいる床の上へと飛び乗ろうとして。

「行かせると思っているのかい？」

　佐茅の言葉と同時、穴の下部から夏野に向かって何かが投じられた。

『鎖くさり!?』

　見れば、佐茅の持つ『穢殺刃』は先程までとその形状を変えていた。夏野と打ち合っていた刃は太い柄えの中に納まり、代わりに全体が複数のパーツに分割、それらを銀色の鎖が繋つないでいる。先程までが槍の形状なら、今は多た節せつ棍こんのような形状。分かれたパーツと、銀色の鎖が夏野の身体を緊きん縛ばくする。

「なかなか面おも白しろいことするじゃないの駄メイド。自分を支えていた刃を引っ込めるだなんて、そんなことして、自分は落ちても構わないと言うの？」

「私の目的は『あんたをお嬢様に近づけないこと』さ。だったら、このまま奈落の底まで付き合ってもらえばいい。少し驚いたけどね。それがお嬢様の意思だ。ほうら、一緒に落ちようじゃないか。さっきの決着は下でつければいいさ」

　姫萩紅葉のメイド、森部佐茅の声が穴の中から聞こえる。

「ふん、やるじゃない。悔くやしいけど、この状況では有効な手よね」

　夏野の顔に焦あせりの色がにじむ。

　身体は、佐茅の鎖によって拘こう束そくされ、ハサ次郎は鎖の衝しよう撃げきで既に半分以上抜けかけている。このままでは、いずれ佐茅と共に奈落の底に落下することとなるだろう。

『お、おい九郎さん。あんた、飛べるんだろ。どうにかならないのか？　夏野を抱えて飛べないのか？』

『無茶を言わないでください。僕が抱えて飛べるのはせいぜい春はる海み君みたいな小型犬程度です。人間なんてとても』

『くそっ！』

　どうにかならないのか。

　佐茅の目的は、侵入者の排はい除じよ。つまり、この場においては夏野霧姫の排除だ。

　犬とカラスの俺達は侵入者としてすら認識されていない。敵として見ているのは、あくまでも夏野だけなのだ。

　そんな、自らに向けられる敵意と、今足元に迫る危機を迎えてもなお。

　夏野は、不敵に笑う。

「何を不安そうな顔をしているのかしらこの雑犬」

『夏野、何を……』

「いい？　計画を一部変更するわよ。心して聞きなさい」

　俺を叱しつ咤たするかのように告げられる言葉。

「私はちょっと下であのメイドと白黒つけて来るわ。数手合わせてみて分かったけど、あいつはかなり厄やつ介かいよ。さっきはまだ本気を出してなかったようだけど、さすがにあんなのが本気で妨害してきたら、落ち着いて姫萩紅葉と会話なんて出来ないもの」

『おい、そんな』

「心配するんじゃないわよ。私はいつだって、勝って来たでしょう。だから別に、駄犬ごときが心配することなんて何もないのよ。だから、あのメイドの相手は私に任せなさい。その代わり、アナタには姫萩紅葉のことを任せるわ」

　夏野の言葉が静かに響く。

「そこのカラスと一緒に、姫萩紅葉の元に向かいなさい。どうせ、アナタは元々そのつもりだったんでしょう。大丈夫よ、あのメイドと決着を付けたらちゃんと私もそっちに行くから。せいぜい私が辿たどり着つくまで時間を繋いでいればいい。私は、私のやるべきことをやるから。アナタは、アナタのなすべきことをしなさい」

『……あぁ、分かった』

　夏野は一瞬だけ晴れやかな笑みを浮かべる。

「ふん、何を不安に思うのかしら。そんなに心配しないでも、私は平気よ。不ふ思し議ぎと身体が軽いの。こんな幸せな気持ちで戦えるなんて初めて」

『……夏野さん？』

　え、何その台詞せりふ。何か、凄すごく嫌な感じなんですけど。こういうの、何て言っただろうか。相手は勇ゆう壮そうなことを言っているのに、しかしこっちとしては不安だけが膨ふくらむ、この感じは。

「必ずあのメイドを倒して、すぐに戻って来るわよ。だから安心して、パインサラダでも作って待っていなさいな」

『分かった！　これフラグだ！』

　言ったら最後の奴だ。未来がピンチの奴だよ。

　しかし夏野はにこやかに笑う。そんな笑顔なんて、普段はめったに見せることがないのに。そのまま遺い影えいに出来そうなほどの表情を俺に見せる。

「私、この戦いが終わって家に帰ったら『色しき欲よく』が書けそうな気がするの」

『やめて！　それ以上言わないで！』

　言えば言うほど跳ね上がる悪い予感。こんな状態で『色欲』を書くとか言わないで欲しい。だって、どう考えてもフラグだもの。

『分かった！　分かったから！　姫萩紅葉のことは俺に任せろ。だから、お前は何も心配せずに下であのメイドを倒してくればいい。下へ手たな事を口走らずに、いつものように、黙って相手を斬っていればいいんだよ』

「……言われなくてもそうするわよ。そろそろ、あのメイドも下でしびれをきらしてる頃でしょうしね」

　そう言って、夏野は床に刺さったハサ次郎を勢い付けて引き抜く。身体が重力に支配されて。

「私が戻るまで、任せたわよ」

　佐茅の鎖に引かれるまま、奈落へと落下していった。




『……春海君』

　床に座り、その穴をじっと見つめていた俺に声がかかる。振り向けばそこにいるのは一羽のカラス。

『秋あき山やま先生は、大丈夫でしょうか。この落とし穴、結構落差があって、無事に着地できたとしても、地下には更に無数の罠が……』

『心配しないでも大丈夫だよ、九郎さん。なんてったって、夏野自身が「大丈夫」だって言ってたんだからさ』

　不安そうな目で落とし穴を見つめる姫萩九郎さんに、俺は何でもないかのように答える。大丈夫だと、何の心配もいらないと。

　そう、夏野なら大丈夫だ。今までだって、これくらいの事は何度でもあったじゃないか。夏野霧姫はあらゆる事件や厄介事を、その剛ごう腕わんとハサミで破壊してきたのだ。今は、夏野の言葉を信じ、俺達は俺達の出来ることをやろうじゃないか。

『だから、先へ進もう。ここから姫萩紅葉の部屋へ行くにはどうすればいいんだ？』

『紅葉の部屋、ですか』

『ああ、今は夏野がああだからな。俺達が姫萩紅葉の元へ行くしかないだろ』

　元々は玄関扉を開ける鍵かぎを手に入れる為に九郎さんの部屋まで来た訳だけど、今となってはその意味もない。なら、姫萩紅葉の部屋に向かおう。

『…………』

『九郎さん？』

　沈黙に沈むカラス。分かりにくいが、その表情が若じやつ干かん暗いような。

『春海君。紅葉の部屋は、ここから屋敷の反対側にあります。距離的には少し離れていますが、僕が罠に気を付けて進めば、到着にはそれほど時間はかからないでしょう。ですが、一つ気になることが……』

『気になること？』

『春海君は、秋山先生や柊ひいらぎさんとは楽しそうに会話をしていますよね。まるで人と犬の種族の垣かき根ねなど無いかのようにコミュニケーションが取れています』

　九郎さんは、俺の反応を窺うかがうように話し出す。

『僕の声は、果たして紅葉には通じるのでしょうか？』

『そ、それは……』

『先程逃げている時、佐茅さんには僕の言葉は通じませんでした。紅葉ほどではありませんが、佐茅さんとも、家族として短くない時間を過ごしてきた筈なのですが。通じなかった。それでは、僕と紅葉ではどうなのでしょう。言葉は、通じるのでしょうか』

『…………それは』

　分からない。

　確かに、俺の言葉は夏野と鈴すず菜なに通じている。反面、円まど香かに通じる事はなかったのだ。そこにどんな法則が存在しているのかは分からない。

『……止めましょう。今はこんな事を話している場合ではありません。春海君、僕の部屋に来てください。丁ちよう度ど良い物があります、あれなら僕達の言葉が通じようが、通じなかろうが関係ありません』

　九郎さんは、一度顔を上げ俺を見つめる。

『紅葉の部屋に通じる通信機です。文字通信を使えば紅葉とコンタクトを取ることが出来るでしょう。紅葉の部屋に行く前に連絡を取っておいた方が良いですから』

　そう言って、自分の部屋へと向かう廊下を飛ぶ九郎さん。

　その背中は、わずかに寂しさを帯びているように見えた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【神の居所に届かせぬ路ミラクルモーゼナンバーワン】……　罠ナンバー〇〇九。廊下を丸ごと落とし穴に改造し、侵入者を一いつ斉せいに落下させる為の罠。この罠の効果を高める為、屋敷内に手すりの類たぐいは設しつらえられておらず、窓枠も摑み難い素材が使われている。






『久しぶりの我が部屋ですね』

　犬の前足でどうにか扉を開け、九郎さんの部屋へと入る。

　九郎さんはしばらく懐なつかしがるように部屋の中央を羽ばたいていたが、部屋の隅すみ、茶色い机の上に設置されていた古めかしい機械の前に舞い降りる。一度、様子を確かめるようにして機械の周りを一周した後、クチバシで慎しん重ちようにボタンをつつき始めた。

『うん、大丈夫。動きそうですね』

『それが、例の通信機なのか？』

『はいそうです。ここのキーボードを使えば、文字通信も可能なんですよ』

　ガーピーという古めかしい音を立てて起き動どうした通信機には、小さなモニターとタイプライターのような武ぶ骨こつなキーボードが付ふ属ぞくしている。何だか時代設定の良く分からない機械だ。それ、どこ製よ。

『それでは僕は、通信機の準備をします。ちょっと時間が掛かるかもしれないので、春海君は少し待っていていただけますか。ええと、隣の部屋の戸と棚だなの中に腹ごしらえ用のお菓か子しがあったと思うので、良かったら食べててください。確か、ぬ～ぼ～が残っていた筈ですよ』

『ぬ～ぼ～!?』

　何でそんな物があるんだよ。

『何年前の物だよそれ、賞味期限は大丈夫なの？』

『この前、特注で作ってもらったばかりだから大丈夫だと思いますよ』

　何それ。夏野も同じようなことをやってたけど流は行やってるの？　懐かしのお菓子を特注するサイトとか存在するの？

『どうぞ、食べて待っててください』

『あ、いや、時間があるならお菓子よりも、本を読みたいんだけど。どこかに無いのかな？　うん、本だよ。本が読みたい！　ＢＯＯＫ！』

　姫萩紅葉へと至る道。人数は減り、事態は緊きん迫ぱくしてきている。本を読んでいる場合ではないのかもしれないけれど。逆に、こういう時だからこそ本を読むべきなのではないだろうか。ここで本を読んでおくことで、血中の読分が上昇し、俺の身体能力は飛ひ躍やく的てきに跳はね上あがる事だろう。何しろ俺の燃料は本なのだ。戦略的に見て、ここで本を読むのは正しい選択。だから読むんだ！　Ｉ　ＷＡＮＮＡ　ＲＥＡＤ！

『本、ですか。それなら奥の部屋が僕の書しよ庫こになっているので、そちらの本をお好きなだけどうぞ』

『いいの!?　やったー!!』

　書庫。

　それは実に良い響きの言葉ですね。俺も欲しいよ書庫。いつか自分だけの図書館を手に入れるのが俺の夢であるけれど、やっぱり書庫辺りからステップアップするのが妥だ当とうだと思うんですよね。

　九郎さんに言われた通り、奥の部屋へと入る扉の前に立つ。さて、それでは俺の夢を叶かなえる為の第一歩だ。室内は暗くら闇やみに包まれているが、俺には関係ない。鼻を澄すませば、即本の匂においをキャッチ出来る。匂う、匂うぞ。

『お邪魔します！　本！』

　頭の中を本でいっぱいにして、部屋の中に飛び込んで。

『……ッ!!』

　しかし浴びせられた視線に、全身が寒気で震えた。




　部屋中から俺に向けて突き刺さる、無数の視線。入り口で立ちすくむ俺を見下ろし、見上げ、そして見つめるたくさんの瞳。それらは皆、同じ色形をしている。

『な、何事だ!!』

　敵てき襲しゆうか、と思わず身構えて、しかしそうではないことにすぐ気付く。視線はその場から動くことなく、俺をじっと見つめているだけ。ただ意思を持たず、そこにあるだけだった。

『……………………うわぁ』

　暗闇に目が慣れて来て、その視線の正体に気が付いた。

　それは部屋中の壁という壁、床、そして天井にまで貼はられた、姫萩紅葉の写真の数々。様々なサイズにプリントされた写真、記事の切り抜きなどが、部屋全体にびっしりと隙間なく貼り付けられている。部屋の一角には本棚が集められているという、その点だけは普通の書庫なのだが、それ以外が全体的におかしかった。恐らく、この部屋にある本の総数よりも、紅葉の写真の方が多いだろう。

『これはもうダメかもわからんね』

　この異様な光景は、ひょっとして通つう報ほう待まちなのかしら。これを他人にやったらもう一撃でスリーアウトですよね。実の兄だからぎりぎりワンアウトで済んでいるけれど。

　もし俺が円香にこんなことをやってしまったら、翌日から無視されると思う。いくら円香といえど、『和かず兄にい、それは止めて欲しいかな……』とドン引きするに違いない。これはシスコンの領りよう域いきを越えて、シストーカーの段階にまで達している。

『お気に召す本はありましたか春海君』

『ひい、シストーカー!?』

　作業を終えたらしい九郎さんが背後に降り立った。視線に怯おびえていたところに、そういうのは止めて欲しい。

『あ、ご覧らんになられましたか紅葉の写真！　どうですか可か愛わいいでしょう！　これだけ揃そろえるの苦労したんですよ！』

『……はぁ、そうですか』

　またシスコンの発ほつ作さが始まった。この症状、どこの病院に行けば治るのだろう。留りゆう置ち所じよとかだろうか？

『つーか、顔がどれも同じに見えるんだけど』

　薄暗い屋敷で見るだけで、こんなにも異様なのに。

　写真で見る姫萩紅葉の顔が、どれもこれも無表情なのが輪をかけて怖い。確かにあんまり表情豊かなタイプじゃないとは思うけれど、こうも一定の無表情で見つめられていると、頭がおかしくなりそうだった。

『もっと変化を付ければいいのに……』

『何を仰おつしやいますやら。どの写真も、違った紅葉の一面を見事に描写しているではないですか。ほら、あれ。天てん井じようの真ん中の写真なんて、あんなに嬉うれしそう』

『ごめん、全然分からない』

　日々の成長による違いを除けば、まったく同じ顔に見える。どれもこれも、判で押したような無表情としか思えない。間違い探しにしたって、これは難し過ぎる。姫萩九郎、実の兄だけにしか見えないものが、このたくさんの写真の中に眠っているのだろう。それは構わないのだが。

『これ、絶対人に見せない方がいいと思うよ』

　警察が話を聞きたがるレベルだし。

『そうですか。まあ、春海君以外には佐茅さんくらいにしか見せてはいませんけどね』

『見せたんだ……。で、どんな反応だったの？』

『何故かそれ以来、僕の食事がカップラーメンだけになりました。何か嫌な事でもあったんでしょうか』

『ああ、うん、そうだね』

　引いたんだね。

『紅葉マグカップとか、紅葉ペナントとか、紅葉ボールペンなんてのもあるんですが見ますか？』

『見たくないです』

『紅葉が昔書いた生原稿なんてものもありますが』

『それは興きよう味みをそそられるけど……』

　確かに文字の匂いが漂ただよってきているが、一身上の都つ合ごうにより、本になっていない原稿は読めないので辞じ退たいしておこうと思います。

『でも、昔書いたって、いつ頃書いた原稿なんだ？』

『ええと、現存しているのは小学校低学年くらいの時のでしょうか。紅葉は身体があまり丈夫ではないので、ここから通信教育を受けていて、その時の作文などは全て取ってあります』

『ふうん。まさか、その頃から今みたいな文章を書いていた訳じゃあないよな？』

『はい、その頃のは今とはかなり違っていますよ。何と言うか、「普通の子供の文章」だったと思います』

　俺の聞きたいことを理解したのだろう、九郎さんは過去を思い出す様に語り出す。

『今と同じようになったのは、中学校に上がった頃ぐらいでしょうか。いつの間にか、本当にいつの間にか書き始め、そして書き上げていました。何の前触れもなく、年不ふ相そう応おうに難なん解かいな小説を、何作もね』

『それが今の、姫萩紅葉の作品なのか？』

『はい。その時、僕は既に書しよ林りん社しやで編集者として働いていました。だからこそ、読んで、驚きましたよ。それは、とても僕の妹が書いた小説とは思えなかった。数年前まで「普通の子供の文章」を書いていた紅葉の小説とはね。すぐに聞きましたよ、「何で急に書こうと思ったのか」とね』

『何て、答えたんだ？』

『ええ、紅葉は「分からない」としか答えませんでした。何かきっかけがあって書いたわけではなく、何か目的があって書いたわけでもない、何か衝しよう動どうがあって書いたわけでもない、ただ気づけば書いていた、と。そして、自分の書いた物に対して、酷く無関心な視線をぶつけていました。だから、その時の僕は、これからも書き続けるようにとしか言うことが出来ませんでした。恐ろしく見えたんです、僕には、姫萩紅葉が』

『……そんな書き方が、あるのかよ』

　本とは作家の感情の行く先で。本の中には、何かしらの作家の想いが存在している。

　正反対の思想を持つ秋山忍しのぶと秋あき月づきマキシであっても、何かを想って本を書くという、その点は共通している。そしてそこに込められた想いが、人の生き方さえ変えてしまうような力を持っていると、俺は知っている。

　姫萩紅葉。

　書く理由が、目的が、興味が、想いが、欠けている作家。

『そんな作家が、本当に存在するのか。そもそも本が書けるのか』

『それが出来るだけ、あの子には才能があるということかもしれません。恐れを抱くほどの才能が。兄としての姫萩九郎よりも、編集者としての姫萩九郎がそう感じたのです。だから作品として世に問うことをし、そして評価も得た。けれどそれも、紅葉自身にとっては全く興味のないことでしょう』

『そんな……』

　読書を生き様とする俺の常識が通用しない相手。ほかの誰かが書いた作品を、同価値と断じてしまう、そんな逸いつ脱だつした観念の持ち主。

『あの子は、自分だけで完結している。だから何かを、周りに求めない。自分の書いた物が、その後にどのような評価を受けようが、興味が無いのです。他者に興味が無い。僕や佐茅さんの存在さえ、あの子にとっては無意味なのかもしれない』

『……そんなの、どうすりゃいいんだよ』

　それが本当ならば、手の出しようがない。すぐ近くにいた九郎さんでさえ彼女を変えられないのならば、赤の他人である俺が何かを言ったところで、届く筈もない。あまりに遠い相手。ましてこちらの言葉が通じないのならば、姫萩紅葉の前に立った時、俺はどうすればいいのか。

　ただ、それでも、どんなに遠くても。

　諦めることだけはない。

『俺は姫萩紅葉の本を読んだ』

　それは、一つの道しるべ。

『俺は姫萩紅葉の本を面白いと感じたんだ』

　作者と読者の繋つながりが、確かにここにはあるのだから。




『……春海君。通信機の準備が出来ましたよ。無事使えそうです。文字通信も』

　沈みかけた思考を遮さえぎるように、九郎さんから声がかかる。

『そうか、良かった。これで姫萩紅葉と会話が出来る』

『それで、もしよろしければ春海君、通信をお願い出来ませんか？』

『へ？』

　九郎さんの提案に顔を上げる。

『俺が通信して、いいのか？』

　そりゃ、夏野から後を任された者としては、通信を使わせてもらえるのはありがたい。でも、九郎さんにこそ、妹と話したいことはあるのではないだろうか。

『春海君にお願いしたいのです。やっていただけますか？』

『ああ、分かった』

　妙に力強く、有無を言わせないような九郎さんの言葉に頷く。

　自分の言葉で確かめるしか、道はないのかもしれない。




　隣の部屋に戻り、通信機の前に立つ。

　犬の前足で本を読み続けてきた俺だ。キーボードを叩たたくことくらいは容易たやすい。

　試しに適当な言葉を入れてみれば、打ち込んだ内容が液えき晶しようモニターに映った。それがそのまま姫萩紅葉の所へと通じるようになっているらしい。成なる程ほど、これなら別に言葉が通じなくても、会話が出来る。

『それでは、春海君。お願いします。通信は既に繋がっていますので』

『緊きん張ちようするな』

　姫萩紅葉と、初のコンタクトが始まる。

『最初の挨あい拶さつは、何にしようか』

　とは言っても、相手は俺のことなんか知らないだろう。どんな言葉を掛けるのが適切なのか、まるで思いつかない。

『普通、でいいんじゃないですか』

『普通、ねぇ』

　とりあえず最初はジャブ、当あたり障さわりのない所から攻めてみよう。前足をたんたんと動かして、軽めの文章を打ち込む。

「こんにちは！　元気ですか！」

　思ったより普通の挨拶になってしまった。

『こんな感じかな？』

『いや、最初の挨拶にしてはフレンドリー過ぎやしませんか。紅葉は年頃の娘なんですから、もっと距離感というものを大切にして頂かないと。いきなり近寄り過ぎだと思うんですよ』

『知らねえよ。そんなこと今更言うなよ』

　ここで急にシスコンをこじらせないでくれないか。

『そうは言っても、異性に対して免めん疫えきがない子なんですから』

『あれは異性って言うより、人間に免疫がない態度だったけどな』

　と、話しているうちに返信が来た。

『って早いな……何々？』




「…………」




『え？』

　まさかの沈黙だった。

　と言うか、こうして画面に映っている時点で、厳げん密みつな意味での沈黙ではない。

『えっと、これ、向こうもキーボードで打っているんだよな。打った上で、黙っていることを表現したかったのか？』

『そうだと思います、けど』

『何で、こんな無む駄だなことを』

　それなら、何も打たなければいいじゃないか。

『いや、落ち着こう』

　まだコンタクトは始まったばかりだ。確かに、いきなり見知らぬ相手から挨拶をされては、戸と惑まどうのもしょうがないだろう。きちんと自分の身分を明らかにして、そこから始めないとな。

「私は姫萩九郎さんの代理です。今日は紅葉さんとお話をしに来ました。決して怪しいものではありません。お話をしましょう」

「…………」

　おい二秒で返信来たぞ。

　返信というか、やっぱり沈黙だ。

『どうすればいいんだこれ』

『というか、言っていることが変じゃないですか？　もう少し簡かん潔けつに分かりやすくやって頂かないと困りますよ。やる気あるんですか？』

　何このカラス、超厳きびしいんだけど。元々は編集者なのだから、文章作法について厳しいのは仕方がないのかもしれないけど。こんなところで駄目出しされる方の身にもなって欲しい。凹へこむだろ。




　いきなりつまずいたファーストコンタクトだったが、その後も結果は芳かんばしくなかった。

　もう半ば意い地じになって、多彩な角度から攻めてみることにした。天気の話題から時じ候こうの挨拶まで、様々な方法を試みるが、返って来る反応は『…………』の一択。

　話をする以前に、話に入ることすら出来ない。まず、相手に話をしようという気き概がいが感じられない。まだ、壁にでも話しかけていた方が、手ごたえを感じられそうだった。

「紅葉さん。何でもいいんです、僕とお話をしましょう」

「…………」

　どうしよう、だんだん腹が立ってきた。

　俺がここに来るまで、どんな思いでいたと思っている。数多あまたの罠を潜り抜け、何人もの犠ぎ牲せいの上にここまで来たんだ。姫萩紅葉に対して何を話せばいいのか、などと悩みもした。読者の言葉を伝える為にはどうすればいいのか考えたりもした。しかし、いざ本番となれば、相手は何を言っても、言葉すら返して来ない。返って来たのは、沈黙だけ。

　俺は一体、何をやっているんだろうか？

『ああもう！』

　疑問はやがて、心の中で燃え上がる。

　一度火がついてしまうと、もう止められなかった。

『もういい』

『春海君？』

　吐き捨てるように放った俺の言葉に、戸惑いの表情を見せる九郎さん。

『ここからは、俺の言葉で、俺の言いたいことを言わせてもらう！　挨拶なんて知るか、前置きなんて知るか！　全身全霊で、読者の言葉を伝えてやる！』

『どうしたんですか。落ち着いて下さい』

『知るかぁ!!』

　気合を入れて、一声吠ほえて。

　そして前足に力を込め、全力でキーボードを叩く。




「おい姫萩紅葉！　お前、聞いているのか？」

「…………」

「黙るな!!」

「…………」

「黙ってるんじゃねえ。お前は作家だろ！　作家なら、もっとちゃんと、自分の言葉で伝えろよ！　そうすれば読むから！　読んで、それで必死で考えて、そこから何かを読み取って見せるから！　別に何を書こうと構わない、それはこっちで判断する、だからとりあえず、何でもいいから書け。黙ってるんじゃねえ！」




　もう、相手のことなんて考えていない。

　姫萩紅葉に感じていた恐怖も、今や遠かった。

　俺は言いたいことを言うだけの修羅と化していた。

　荒ぶる文章を一息で打ち終えて、液晶の画面を見る。

　先程よりも長い時間を掛けて、姫萩紅葉からの反応が届いた。




「……………………」




　俺の意い気きとは裏うら腹はらに、画面に映るのは沈黙の表示。

『答えは、変わらない、ですか』

『いや、違う。さっきよりも沈黙が長くなっている。これは、手ごたえがあったぞ』

　ほんの数文字、相手の手間が増えただけ。文字にすれば本当に些さ細さいで、僅かな変化だった。しかし確実に何かが、姫萩紅葉の中で変化している。

　俺の言葉が、どうにか届いたのだ。方向性は間違っていない、ならばこのまま続行しかない。自分の言葉を力に変え、ひたすらに打ち込んでいく。自分の言いたいことを言うだけなのだから、好すき放ほう題だいに全力が出せる。全力で、話しかける。

　下手に考えれば、それこそ行き詰まるというのなら。

　何も考えず、無心で本を読むように、無心で想いを伝えればいい。

「姫萩紅葉、俺はお前の読者だ。俺は読むことしか出来ない、読む以外のことは知らない、中ちゆう途と半はん端ぱで道半ばの、とんだ半端者だ。自分で手に入れたつもりのものだって、どれだけ活いかせているか分かったもんじゃない！」

　打だ鍵けんと共に吐き出していく。支し離り滅めつ裂れつでも構うもんか、悩めばそれだけ言葉が鈍にぶる。

「まだまだ世界のことなんて何も知らないし、きっと甘い考えだらけの大バカ野郎だよ。でも、それでも、お前が書いた本を読んで、そこにお前の世界を感じて、良かったと思う、その気持ちだけは確かに俺の中に残っている！　その気持ちが間違いだなんて思われてたまるか！」

　姫萩紅葉というその相手に対して、俺は本当に何も知らない。こうして関かかわり合いになったことすら、偶然の一部であると思う。本来なら決して交わることのない、ただの他人でしかなかった。よその家の騒そう動どうに、俺が首を突っ込む理由も、正当性も、何も無かった。

「もう一度言う、俺はお前の読者だ」

　しかし、姫萩紅葉の本を、俺は読んだ。

　読んだのならばもう、無関係ではいられない。

　どれほどの距離が離れていても、本を通して向かい合ったのならば、相手はすぐ傍そばにいるも同然なのだ。作者と読者の距離がゼロに近づく、それこそが読書という行為の意味であるから。

「本について、お前と話がしたいんだ！　本の話をさせろ姫萩紅葉！　お前が書いた本の、そして俺が読んだ本の話だ！　いいか、話すぞ。勝手に話すぞ！　この前出た新刊、『沈黙の歓かん待たい』。あれは非常に面白かった。相変わらず難なん易い度どが高かったけど、そこがまた良かった。まさかプロローグで主人公の瀬せ賀が在ある人とが語ったモノローグの中に全ての謎なぞの答えが明示されていたとは思わなかったぞ。じっくりと取り組んで、五回読んでどうにか分かった。本当に面白かった。そして『超ちよう従じゆう者しや黙もく示し録ろく』だ。あれは普段の作風と違う感じで、姫萩紅葉の新たな境地が来たのかと感動したさ。主人公の織おり部べ沙さ希きの前向きさ。ひた向きさ。そしてご主人様への献けん身しんっぷりには、涙が止まらなかった。姫萩紅葉、お前、ひょっとしてメイドが好きなのか？　じゃあメイドについて語り合おうじゃないか。俺が今まで読んだ本の中のメイドは、貞てい淑しゆくで従順なメイドから、危険でおっかないメイドまで色々な奴がいた。話せることならいくらでもあるぞ。どうだ姫萩紅葉。読者の言葉を聞いてみないか？　読者の意見を聞いてみないか？　益やく体たいの無いことでも真剣な議ぎ論ろんでも何だっていい。俺の言葉を聞いてくれ。何かを言ってくれ。俺と話をしよう、意見を戦わせよう、そして本について語り合おう!!」

　読者として、言いたいことは山のようにある。それは多くの本を読んで来た俺にとっての真実なのだ。だからこの意思を、どうにか受け取って欲しかった。

　俺の生き方を、知って欲しかった。

「答えろ！　姫萩紅葉！」

　吐き出したのは俺の読者としての言葉で。今、俺が語る事の出来る全ての事だった。

　読者として、作者に伝えられる全ての想いだった。




　液晶モニターを見つめる。今の俺が伝えられることは伝えた。

　後は、姫萩紅葉の反応を、沈黙ではない文章が返って来ることを信じるしかない。

　俺が打ったメッセージの映った画面を、固かた唾ずを呑のんで見守る。

　反応は、無い。

『駄だ目めなのか？』

　言葉と同時、何ど処こかで聞いたようなノイズが走り。

　文章の代わりに、音声が届いた。




「誰だい、勝手に通信しているのは」




『なっ!?』

　スピーカーから流れて来たノイズ交じりの音声。その声は。

『森部佐茅!?』

　先ほど、部屋の前の廊下で夏野と打ち合いを繰くり広ひろげたメイドの声だ。何故、彼女がこの通信に割り込んできたのか。

『おかしいですね。これは確かに紅葉の部屋へと通じる極ごく秘ひ回線の筈なのですが、いつの間に存在がバレていたのでしょう』

　ノイズ交じりの森部佐茅の声が、スピーカーから流れる。

「さっきから、何を通信していたのかは知らないけどね。あんたの言葉はお嬢様には届かないよ。お嬢様を理解することなんか出来る筈がないからね。あんたがやったことに意味はないんだよ」

『…………はぁ？』

　何言ってるんだこいつ。

　何を言っているんだこの駄メイドは。

「ふざけるな!!」

　勢いに任せて打鍵。スピーカーから聞こえた佐茅の声に反論するように、キーボードに前足を叩きつける。佐茅にも通信の文字は見えているのだろうか。俺が打った言葉に対し、語調を変えずに反応を示す。

「ふざけるな、か。一体何のつもりだい？」

「俺が姫萩紅葉に向かってぶつけたのは、読者としての言葉だ。お前、それでも意味が無いって言うのか？」

　打つ。

「言葉が届かない？　意味が無い？　何を言ってやがる。何でお前がそんな事を決めるんだ。お前は作家なのか？　姫萩紅葉なのか？　違うだろ！　何で、作家でも無い人間が読者の想いを踏みにじる。読者の言葉を否定することが出来るんだ。てめえ、何様のつもりだ！」

　キーボードに向かって。

　読者の想いを、もう一人の読者にぶつける。

「森部佐茅。あんただって読者なんだろ。聞いたぞ、姫萩紅葉の大ファンって。わざわざ、自ら志願してここに来たんだろ。さっきのダンスは何だ、それこそお前の読者としての表現じゃないのか。あんな、あんな、踊おどったり歌いたくなるくらいに姫萩紅葉のことが好きなんだろ。だったら、その想いを、読者の想いを、作家にぶつけて見せろ！　勝手に意味が無いとか言ってるんじゃねえ！　作家の想いを、お前が勝手に語るんじゃねえ!!」

　一瞬の沈黙。

「……あんた、名前は何て言うんだ？」

「春海和かず人ひと！」

「そうかい春海和人。あんたは一体何者だい？」

「読者だ!!」

　それ以上でもそれ以下でもない。

　俺は、ただの読書バカだ。




「……ふん、分かった。そこは、九郎さんの部屋だね」

「それがどうした？」

「あのハサミ女、まだ仲間がいたということかい。待ってな、春海和人。いますぐそこに行くよ。全く、厄介なことだね。また片付けに行かないといけないじゃないか」




「せっかく、あの女を、始し末まつしたというのに」




　そんな、不意打ちを食らった。

　その言葉。軽く放たれた言葉に、何もかもが動きを止めた。

「おい、始末ってどういうことだ」

　キーボードを叩く。

　真実を、問いかける。

　ひどく間抜けな俺の疑問に、ノイズ交じりの声はすぐに答えを返した。

「どういうことって、言葉通りの意味じゃないか。侵入者に対し、メイドが始末したと言ったら、意味は一つさ」

「何言ってやがる。あいつが、あいつがお前なんかにやられる筈がないだろ！」

「やられる筈がない、か。随分と、信頼されているみたいだね、あのハサミ女は」

「当たり前だ！」

「そうかい。それじゃあ、これを持ってきたのは正解だったね。あの女の遺い品ひんさ。画像は見えなくても、仲間なら音で分かるだろう？」

　そう言って、鳴らされたのは硬質な金属の音。

　シャキンという、ハサミの音。

　しかし、そのハサミの音も耳に入らない。

　告げられた言葉が、脳内を埋うめ尽つくす。

「おい、ちょっと待て。お前……何て言った？」

　意味が分からない。

「遺品だって？」

　キーボードを叩く手が震える。

　その言葉の意味がどうしても直視出来ない。

　反応出来ない、理解出来ない。

「ああ、遺品さ。このハサミは、あの女の遺品だ」

　しかしメイドは答える。

　簡潔で、しかし取り返しのつかない、致命的な内容を。

「あのハサミ女なら、死んだよ」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【穢殺刃】……　汎はん用よう甲こう殻かく掃そう除じ刃じんケガレザッパー。武器職人・大おお洗あらい赤しやつ口くの手によって製作された全状況対応型掃除用具。スイッチ一つで柄の先が切り替わり、道具を持ち替える事なく楽々お掃除が続けられる代物。デフォルトでは、ホウキ、ブラシ、はたき、日本刀、鎖くさり鎌がま、多節棍、高枝斬りバサミ、破壊の鉄球等、全部で一二の掃除用具が内ない蔵ぞうされているが、追加アタッチメントによってカスタマイズも可能。

















　ひたすら無言で、廊ろう下かを歩く。

　考えている暇ひまはない。事態はすでに動き出している、だから今は何より前へ進むのが最適だと、そう判断した。

　勿もち論ろん、思うことはある。

　気を抜けば、先程のメイドとの通信の内容が頭に蘇よみがえる。

　それでも、立ち止まっていたら深みにはまりそうで。

　だから道を急ぐ。

　この薄暗い廊下は、自身の不安を搔かき立たてるようで、足が竦すくみそうになるけれど。

『危ない！』

『ドゥエリャ!?』

　目の前に開いた落とし穴に踏ふみ出だしそうになっていた足をすんでのところで引っ込める。いつの間に空いていたのだろうか、奈な落らくの底に向かって漆しつ黒こくが続いている。

『良かった、あと一歩進んでたら落ちてましたね』

『あ、ああ……』

　今日一日ですっかりお馴な染じみになってしまったこの屋や敷しきの罠わな。いい加か減げんに慣れても良さそうなものだけど。

　それが出来ないのは、仕掛けられた罠が巧たくみなのか。

　あるいは、今の俺の気が抜けているせいか。




　あの通信の後、俺達はすぐに九く郎ろうさんの部屋を飛び出して、次の目的地に向かうことになった。目指すのはこの屋敷の主あるじ、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの部屋。

　九郎さんの部屋から通信していたことがあのメイドにバレた以上、すぐに部屋を移動しなければならなかった。

　まさか犬とカラスに人の意思が宿っているなどとは思わないだろうが、既に一度俺達の姿は見られている。歌って踊おどる姿を見たせいで、明確に『殺す』とまで言われた。顔を合わせたら何が起きるか分からない。

『……春はる海み君』

　穴に落ちかけた俺を心配するように、九郎さんが床へと降り立った。

　何かを言いたいような、しかしそれを言っても良いものかと探るようなその表情。少し躊躇ためらっていたが。こちらを真まっ直すぐに見つめ、口を開く。

『先程の、佐さ茅ちさんの話ですが』

『……ああ』

　言われた内容は、予想通りで。

　考えたくない、それでも考えなければならない。

　通信の最中に伝えられた、こちらの存在ごと揺さぶるような通達。




　──あのハサミ女なら、死んだよ。




　紅葉との通信に割り込んで来た佐茅は、確かにそう告げた。『あのハサミ女』が指す人物とは、佐茅と丁ちよう々ちよう発はつ止しの戦いの末、共に落とし穴へと落ちて行った夏なつ野ののことに違いない。

　夏野が、死んだ。

　聞き間違いという可能性を潰つぶすように、呆ぼう然ぜんとする俺達に向けて、なおも佐茅の言葉は重ねられた。

「おや、まだ信じないのかい。わざわざ証しよう拠ことなるハサミまで持ってきたっていうのにさ。この刃音に聞き覚えがあるだろう。あの女が最さい期ごまで大事に抱えていたハサミさ。信じられないと言うのなら、他に何か知りたいことはあるかい？　死に顔かい？　死しに際ぎわの言葉かい？　それとも、どういう風に死んだのか、知りたいのかい？」

　時折、佐茅の声に交じって聞こえる金属音。それは、ハサミをクルクルと回す音、いつか夏野が奏かなでていたのと同じ音。

「まあ、私のメイド人生の中でも、一番の強敵だったけどね、これで終しまいさ。まさか仲間が残っているとは、思わなかったけれどね。安心しな、あんた達もすぐにあのハサミ女と同じ場所に送ってやるから」

　俺達の混乱に構うことなく。佐茅は一方的にまくしたて、通信を切った。




『どうなんでしょう。秋あき山やま先生が死んだというのは果たして本当なのでしょうか』

　不安そうな目で俺を見つめる九郎さん。

『まさか、こんなことになるなんて』

　確かに、九郎さんからしてみれば、自分がここに夏野を呼んだせいで、こんな事態になっているのだ。そこに責任を感じない訳は無い。

　だから、俺は言う。




『夏野が、死ぬ訳ないじゃないか』




　何も心配することなど無いとばかりに言い放つ。

　佐茅が言った、夏野が死んだという言葉。

　確かに、人はいつか死ぬだろう。

　それは他ならぬこの俺が、何よりも身に染しみて分かっていることだ。

　今日死ぬだなんて全く思いもしないまま、俺は命を失うことになった。

　本当に唐とう突とつに、人生というものは終わってしまう。

　たとえ、銃じゆうで撃うたれるような派は手でさは無くても。日常の途と中ちゆうで、不意に命を無くすことはある。別に、他者から命を奪うばわれるなんてことが無くても、事故・病気・自然災害で、人は死ぬのだ。

　ひょっとしたら夏野も、あの破は天てん荒こうな暴力ハサミ女も、いつかそんな何かに巻き込まれて死んでしまう日が来るのかもしれない。

　あれほどに規格外で破天荒な無ぶ頼らい漢かんの夏野霧きり姫ひめといえども、人間であることからは逃のがれられない。人間であるなら、いつかは死ぬ。

『まあ、夏野も人間だからさ。死ぬ時は死ぬんだろうけど。少なくともそれは今ではないよ』

　失われることが当たり前だとしても。

　限りある命なのだと、納なつ得とくしていても。

　そんな当たり前をどうにかしてしまう、それもまた人の力で、ありふれた強さだと、それを知っている。命が失われる恐怖に、しかし立ち向かう勇気があるのだ。

　意志が人を殺すのならば。

　人は、意志を越えていける。

『何で、そんなことが言えるんですか？』

『根こん拠きよなんてないよ。ただ信じられるんだ』

『信じられる？』

『そんな細かいことにこだわるような奴じゃないんだよ、あいつは。根拠とか証拠とか、そんなものをぶち壊して、平然としているような奴なんだから』

　佐茅の言ったことが、真実かどうかなんて分からない。それがたとえ、真実であっても。そんな真実よりも俺は、夏野の存在こそを信じる。あの強い生き方を、誰よりも間近で見ているから。

『まあ、そりゃ最悪の可能性は、無いとは言えないけどさ』

『……はい』

『でも、最悪すら乗り越えるのが、夏野霧姫って奴の力だよ。まあ、盛大にフラグ立ててたのは間違いないけど』

『そうですね、フラグはともかく。でも、もしも、本当に秋山先生が亡くなられていたら、春海君はどうされるんですか？』

『どうするかな。別に、あいつが死んだら敵かたきを討うとうとか、そんな殊しゆ勝しような心がけは無いけれど。それでももし、本当に夏野が死んだって言うんなら、俺はそれに殉じゆんじるくらいの覚悟はあるよ。そもそも俺は、あいつの本、「大罪シリーズ」の「色欲」が読みたくて蘇ったんだからな』

『殉じる、ですか』

『そんな格好良いものじゃないけど。でも、あいつが生きていないってのは、何か、寂さびしいしな。いくら傍迷惑で暴力的でも、俺にとってあいつは大切な奴なんだ』

　夏野と共に暮らした時間は、その生しよう涯がいに比べれば決して長い時間ではない。

　だけど今の俺にとって、夏野は人生の全てを共にしてきたかのように、とても大切な存在だから。既に斬っても斬れない、そんな相手だから。

『まあ、死んでるなんて微み塵じんも思ってないけどな』

　だからその存在を、最後まで諦あきらめることは、決してない。

　他の誰が死んだとしても。

　それでも最後まで立っている、そんな奴だと思うから。

　何が起こっても、どんな死地に置かれようとも。

　どれほどの苦く難なんが、夏野を襲おそっても。

　何もかも乗り越えてあいつは戻って来ると、そんな風に思うくらいには、夏野を信頼しているのだ。一緒に暮らした時間が、共に歩んだ人生が、そして読んできた本から得た思いが、夏野を疑うたがうことを許さない。

　あの日、この世界の全てに絶望し、我を忘れかけていた俺を助けてくれた、あの眼差しを覚えている。

　死んだ自分が、こうしてここにいるのは、間違いなく夏野がいてくれたからで。だから、心から感謝している。

　面と向かって礼を言うのは恥ずかしいし、言ったら言ったでまたからかわれそうなので、口にすることは無いけれど。恩を忘れる、そんな犬ではないのだ。

『夏野霧姫は、何をするにも全力だ。俺は、そんなあいつの生き方に、心底憧あこがれてる。出来れば、俺もそうありたいって思うんだよ』

　いつか別れる時が来ても。

　その時に、悔くいを残したりしないように。

　精一杯に生きて、その結果辿たどり着つく場所を、無意味だと感じないように。

　この一瞬を、意い地じでも生きる。

　一度死んだからこそ、その尊とうとさを忘れずに。

『夏野は死んでいない。絶対に。だから、俺達は俺達で出来ることをやろう』

　それはきっと、目の前のどんな事にも真正面から全力で取り組んでいく夏野の姿し勢せいであり。俺がそうありたいと願う、生き方だった。




『はい、分かりました』

　九郎さんは、まだ僅かに心配そうな表情を浮かべながら、こちらを見つめる。

『そうですか。春海君が言うなら、間違いないのでしょう。正直、不安な点もあったんですが』

『不安な点？』

『はい。失礼ながら僕は佐茅さんの言葉を聞いた時に、春海君とは逆の感想を持ちました。「ああ、やってしまった……」と』

『九郎さん。それはさ、あんたが夏野の事を知らないからだよ。あいつと付き合ってみればすぐに分かる。夏野がどんな破天荒な奴かってさ』

『はい、確かに春海君の話を聞いてそう思いました。いくら、佐茅さんがあのメイド派は遣けん会社「陰乍シヤドウサーヴアント」の精せい鋭えいの一人で。若き日に、紛ふん争そう地ち域いきで人質となった主人を迎える為ため、戦地を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、目についた敵を鏖おう殺さつして回ったという、悪夢のような伝説を持っていたとしても問題はなさそうです』

『…………………………………………何それ？』

　メイドが一体何をやっているんですか？

『春海君、あの伝説の「砂の嵐作戦」をご存じないのですか!?』

『いや、何をそんな当たり前のように言ってるんですか？』

　何それ、どっかの本に書いてあるの？

『とある紛争地域、絶えず吹ふき荒すさぶ砂の嵐、そして目の前に広がる地じ雷らい原げん。しかし翌朝になると、そこにあったすべての地雷が一晩で取り除かれていたのです。それは単に佐茅さんが掃そう除じをした結果に過ぎません。ただの掃除ですら、それだけの結果を生んだそうです』

『メイドって、何？』

　それ、俺の知ってるメイドと違うんだけど。

『かのメイド派遣会社は某国で考こう案あんされた最強の兵士を生み出すノウハウを、メイド産業に活いかした会社だという話なのです。つまり、あの会社で超一流のメイドと呼ばれる者は、兵士としても超一流の力を秘めている。そう、戦場で単身活かつ躍やく出来るだけの力をもね。主の命あらば戦地を駆け、敵兵を屠ほふり、紛争を根絶する、それだけの力が彼女にはあるのです』

『…………メイドって、何？』

『なので、佐茅さんはやり過ぎてしまったのかとも思っていたのですが。良かった、春海君がそこまで言うんなら安心です』

『うん、大丈夫だ、よ』

　大丈夫、だよね。夏野さん。

　何だよそれ、そんなメイド聞いてねえよ。てっきりちょっと変な箒ほうき型の殺さつ戮りく兵器を持ったアホメイドだと思ってたのに、とんだソルジャーじゃねえか。つーか、最初『普通のメイド』って言ってなかったっけ？　普通の定義から考え直せよ。

　急速に不安が訪おとずれ。背中に冷たいものを感じる。

　メイドの強さは、そんな伝説さえ生んでしまうほどのものなのだろうか。戦場にて生きるメイドの能力。その伝説が真実で、その力も本物だというのならば。夏野をも、打倒し得るのだろうか。

『春海君？　どうしました、何だか顔色が悪いようですが』

『な、何でも無いよ。早く行こうぜ！』




　今更慌あわててもしょうがない。

　俺に出来るのは、進むことだけ。

　だから進もう。

　自分の託たくされたことを、やり遂とげる。

　再び人生の岐き路ろに立たされた時、それでも後悔をしないように。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【森もり部べ佐茅】……　姫ひめ萩はぎ家けで働くメイド。北海道Ｉ町出身。メイド派遣会社『陰乍』が誇ほこる精鋭の一人で第一三分隊の元エースナンバー。メイド七本槍の一人。数年前、当時派遣されていた戦地で姫萩紅葉の著作『超ちよう従じゆう者しや黙もく示し録ろく』を偶然読み、一発で姫萩紅葉のファンとなる。帰国後、姫萩九郎から『陰乍』へメイドの派遣依頼がされていることを知った佐茅は、半ば強ごう引いんに会社と他のメイド達を納得させ、姫萩家のメイドとなった。使用掃除用具は『穢殺刃ケガレザツパー』。得意分野は『清せい掃そう』。喫きつ煙えん者しや。マルボロを愛用している。

【メイド派遣会社　陰乍】……　とある国家において秘ひ密みつ裏りに創設された、派遣会社の名前を借りた特とく務む機き関かん。『侍じ従じゆうとは陰かげ乍ながら主に尽くすもの』をモットーに、あらゆる場面において主人の役に立つ超一流のメイド達を養成、各界に派遣している。






　姫萩紅葉に至る道。

　廊下を屋敷の中央へと向けて進み、玄げん関かんホールを抜ける。

　玄関扉とびらは、その枠組みごと室内に吹き飛んでおり、バラバラに斬きり裂さかれていた。誰がやったのかは、言うまでもない。

　玄関の正面に、屋敷の奥へと通じる暗い廊下。人の行いき交かうことを想定していない、歩きにくいほどに暗く長い廊下を、真まっ直すぐに進む。




　そして、到着した。

　廊下の突き当たりは、少し開けたスペースとなっていた。

　眼前にそびえる、巨大な扉。他とは段違いの大きさ、天てん井じようにまで届くほどの高さを誇る、それが目的地。扉には何故か、悪あく魔まのような意い匠しようが彫ほられていて、暗くら闇やみで見るのがとても恐ろしい。

　女の子が住む部屋には、全く見えない。

『ここが、そうなのか？』

『はい、紅葉が使っている部屋です。元々は死刑執行の為に使われていた部屋だという話で、なんでも「朱色の三途ヴアーミリオンサンズ」と呼ばれていたとか』

『また大変なところに住んでいらっしゃるな』

　女の子っていうか、人の住むところではないよな。こんなの、幽霊がダース単位で出るような場所だと思うのだけれど、姫萩紅葉には関係のないことなのか。

『で、ここまで来て、それからどうするんだ？』

　依い然ぜんとして、俺達の言葉が姫萩紅葉に通じるかどうかは分からない。死んだ人間の言葉。失われてしまった筈はずの、儚はかない言葉が。

『ええと、扉の脇に小型の端末が付いているでしょう。そこから、さっきと同じように中の紅葉に通信が出来ます。文字での通信も可能ですよ』

　成なる程ほど、外から連絡する用の端末か。確かに、これならさっきと同じように通信が出来る。さっきは途と中ちゆうで、あのメイドによって通信が打ち切られたから、リベンジといこうじゃないか。

『ちなみに、そこにパスワードを入れることで開かい錠じようも可能です』

『…………はぁ？』

　え、何でそんなシステムなの。それって防犯的な意味皆無じゃない？

『ああ、いえ。本来は内側から開けるしかないんですがね。まあ、何と言うかこんなこともあろうかと、というわけで。開錠用の手段も用意していたんですよ。ええ、念の為の侵入手段をね』

『…………はぁ』

　聞かなかったことにしよう。なぜ、兄が妹の部屋へ侵入する用の手段を念の為に用意しているのか。世の中には知らなくていいこともあるのだ。

『とにかく、もう一回通信するぞ』

『はい、お願いします』

　ここに至っては姫萩紅葉に直接通信を試こころみるしかない。

　そうして通信用端末に近づこうとして。




「わったっしっは、メイド～♪　お嬢じよう様さまに仕つかえる、メイドなのよ～♪」

　再び、あの歌声が聞こえた。




『なっ!?』

　何でこの場所に。あいつは九郎さんの部屋に行ったんじゃなかったのか。

　森部佐茅。

　過去、戦場を駆け抜け。

　今は姫萩紅葉に従う忠実なメイド。




「今日も一日、仕事を頑がん張ばる～♪　そんなメイドは元気なメイド、いつも黙って敵を撃つ～♪」




　また、この歌。緊きん張ちよう感かんを損そこなうことこの上ない歌ではあるが、しかし先ほどの夏野との戦闘を見た今となっては、凄すごく邪じや悪あくで禍まが々まがしい歌にも聞こえる。

『ま、まずい。このままここにいたら見つかるぞ！』

　辺りを見回すも、俺達が隠れられそうなところは無い。

『しょうがないですね！　紅葉の部屋に逃げ込みましょう！』

　確かに、隠れる場所が無いのなら、扉のパスワードを打ち込んで部屋の中に入るしかない。

『しょうがないですよね！　緊きん急きゆう事じ態たいですもんね！』

　九郎さんが、この期ごに及んで妙に嬉うれしそうなのは気にしないでおこう。

『分かった！　早く！　とっととパスワード打ち込んでくれよ!!』

『了解です！』

　九郎さんは音をたてないように飛び、扉の端末に足を掛ける。そしてクチバシでパスワードを打ち始める。

『えーと、「ゆ・う・て・い・み・や」』

『もょもと!?』

　何でよりによって国民的ＲＰＧの二作目の最強パスワードなんだよ。何文字あるんだよ。どういう意図で選んだんだよそれを。

　しかし文句を言っている暇は無い。

　九郎さんは、お前キツツキだっけ、という勢いで端末を連打しているが、いくらなんでもパスワードが長すぎる。こういう事態を想定して、もっと短いやつにしておけばよかったのに。こういう特殊な事態を想定するのがまずもって無理な相談なのだけど。




　そうして手て間ま取どっている間に、足音は無情にも近づき。

　俺達のすぐ後ろで、歌声と同時に止まる。

「おやぁ、あんた達、何をしているんだい？」

　森部佐茅。

　姫萩紅葉を守る最後の関門が俺達の前に現れた。




『…………ひぃ』

　無理やりに突破しようにも、夏野と互角にやり合うような相手に対して、俺達が正面から挑いどむことなんて出来ない。九郎さんも、パネルに停まったまま固まっている。

『どどどどうしましょう』

　九郎さん、ものすごく動どう揺ようしてらっしゃいますが。もっとどっしり構えて欲しい。俺のように、巌いわおのように不動の構えでいて欲しい。

『おおおお落ち着け、ここは無害な動物のフリをするんだ！　それしかない！』

　俺もだった。

　だって怖いんだもんね、仕方ないね。

『くくく九郎さん、お、俺達は無害な、アニマルってことで』

『りょ、了解しました』

　自分に暗示をかける。

　俺は犬、ただの犬。下へ手たに人間らしい動きをすれば、たちまち怪しまれてしまう。俺も九郎さんも、出来るだけ動物っぽい動きをするしかない。

　たまたまこの島に潜もぐり込こんで、たまたま罠を潜くぐり抜ぬけて、たまたま門を突とつ破ぱし、たまたま屋敷に侵入し、たまたま奥まで辿り着き、たまたま姫萩紅葉の部屋のパスワードを入力している動物のフリをするしかない。

『……これ無理じゃね？』

　もう、たまたまのレベルを超ちよう過かしているし。

「あんた達、さっき私の踊りを見ていたカラスと犬だね」

　ほら二秒でバレた。

　俺達が必死で行う無害な動物アピールも、効果は無い。持っていたブラシを床に突き、佐茅は、なおも怪け訝げんそうな目で俺達を見下ろしてくる。

「ふん、さっきは思わず、殺すかなんて言っちゃったけどさ。よくよく考えたら、わざわざ殺す必要まではないかね」

『へ？』

「まあ、歌って踊る私の趣しゆ味みを見られたって言っても、相手は動物だ。誰かに話せるわけでもないだろうし」

『こ、これはひょっとして……』

　良い流れだ。このまま動物のフリをしていれば、無事切り抜けられるんじゃ無いのか。

「なにより、今はお嬢様を守るのが先決だしね」

　このまま何事もなく進んでくれればいいと、平穏無事に事態よ進めと、そんな俺の期待を盛大に裏うら切ぎるように。

「私のＭゲージが、今、芳ほう醇じゆんの時を迎える!!」

　おかしなことを叫びながら、変態が出現した。




『……うわあ』

　一番来て欲しくない時に、一番来て欲しくない奴が。

　こんな屋敷の最さい奥おうに、いきなり現れたのは変態。

　門の前の落とし穴に落ちてどうにかなっていた筈の変態が、どうして今このタイミングで現れたのか。もうこれ以上ないくらいに迷めい惑わくだった。九郎さんも、突然の変態の出現にクチバシが開けっ放しになっている。

『頼む、頼むから変な事喋しやべるなよ！』

　俺達、か弱いチーム・アニマルの心配をよそに。

　変態は、こちらを向いて笑った。歓かん喜きに溢あふれた、心からの笑みだった。

『……うわあ』

「ちょっと、ひどいじゃないですか！　こんな痛々しいアトラクションに、私を呼ばないだなんて！　九郎さんも水臭いですね!!」

『ちょっ、黙って、喋らないで』

　このままでは、佐茅に怪しまれてしまう。今はまだ、突然変態が現れた事に呆あつ気けに取られているが、すぐに事態を理解することだろう。

　だから黙っていて欲しいのに、いっそ息の根が止まって欲しいのに。変態はべらべらと俺達に話しかけて来る。

「もう、ここまで来るのに私がどれだけ罠に引っかかったと思っているんですか！　最高ですけどねぇ!!」

『黙れよ！』

「こんな罠だらけの屋敷って、我々の業界にとってはご褒ほう美びですよ！　一人占めなんかさせませんよ！　ああ、でも、私が来たからにはもう安心ですよぉ。どんな罠でも、ドンと来いっていう話です、さあ！」

　言葉の通りに、罠がドンと来た。

　壁かべから突然巨大なパンチンググローブが飛び出して、思い切り鈴すず菜なの身体からだを殴なぐりつけたのだ。うん、容よう赦しやがない。罠ですら、鈴菜を嫌がって手を出したかのようなタイミングだった。

「これですよぉ！」

　歓喜の声を上げながら吹っ飛ぶ鈴菜の先には、図ったように口を開けた落とし穴があって。

「アフターサービスまで！　素す敵てきですね！」

　いかれたことを言い放つ変態を、再び奈な落らくへと叩たたき落おとした。




　そして変態の落ちた奈落の底から響ひびいてくる声。

「ちょっと何!?　あたしの頭の上にいきなり何か降って来た！　やだ笑ってる。すっごく怖い！　取って！　大だい門もん、早く！」

「落ち着けマキシ、ただの編集者だ」

「ただの編集者が降って来るのがおかしいって言ってんのよ！　何よこの屋敷！　ちっとも輝いていないし、地下はさっきからジメジメして超暗いし！　あ、でも大丈夫よ皆。どんなに暗かろうが、この秋あき月づきマキシ様がいれば輝くんだからね。皆、体調は大丈夫？　何かあったらすぐに言いなさいよ。あたしのＢＭ粒りゆう子しですぐに回復させてあげるからね！　ブライトミー！」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」

『……ああ、うん』

　どうやら下でも、色々と大変なことになっているようですが。

　しかし、上の方が大変忙いそがしいので、コメントは控ひかえさせていただきます。




　変態が去って、気まずい空気が廊下を支配して。

「なんだい、今のは」

　案あんの定じよう、ジトっとした目を俺達に向けて来る佐茅。

『あのド変態が』

　佐茅の警けい戒かいレベルがグングン上がってしまった。せっかく動物のフリで乗り切れそうだったのに。あの変態、本当に余計なことしかしないな。

「今、この犬に話しかけてなかったかい？」

『あのド変態が!!』

　おまけに、鈴菜のせいでこっちの怪しさがバレた。

「……妙だね。まさかこいつらも、侵入者の一行だって話じゃないだろうね」

『おいバレたぞ』

『どうしてバレないと思ったんですか』

　まあ、確かに怪しいよね。さっきの鈴菜の言動を見て、怪しまない方がどうかしている。

　絶体絶命の状況。それでも、まだ危険を乗り切れる手段はある。

『俺達はあくまでも動物だ。いくらこのメイドが危険人物とはいえ、動物を虐ぎやく待たいして喜ぶような腐くさった人間ではないだろう。大人しくしていれば、命までは取られない』

『そうだといいのですが……』

　不安そうな九郎さん。だってそうでないと、ひどいことになりますからね。動物の俺を日常的にいじめる存在と同居しているので、こういうことには敏びん感かんなのですよ。

　佐茅はなおも怪訝そうな顔で、こちらを睨にらみつけている。

　精一杯、動物らしき動きをしている俺達の演技が功こうを奏そうしたのだろうか。そのまましばらく考え込んでいたが、不意に顔を上げて。

「まあ、とりあえず消しておくか」

『おいこのメイド正気か』

　考えた末の結論がそれかよ。

　そんなスズムシみたいな思考能力で良いのかよ。

『だから言ったでしょう、うちのメイドは強いメイドだって』

『自じ慢まん気げに言うなよ。大ピンチなんだぞ！』

　佐茅は、持っていたブラシを大上段に構えた。指元のスイッチを入れると、ブラシ全体が細かく振しん動どうを始め、辺りに甲かん高だかい音を響かせる。

「さて、掃除の時間だ」

　そう呟つぶやいて柄の部分を、鞘さやのように抜き払う。中から現れたのは銀色の刃やいば。その先端部分に生えるのは日本刀の刀身。街中で持ち歩いていたらお巡まわりさんが飛んで来るレベルの武ぶ装そう。それ、絶対に掃除道具じゃない。

「大おお洗あらい赤しやつ口く作、汎はん用よう甲こう殻かく掃そう除じ刃じん『穢殺刃ケガレザツパー』。これで一ひと撫なですれば、どんなガンコ汚れもたちまち消し飛ぶ、ってなもんさ」

『だから掃除道具じゃねぇ！』

　掃除道具はそんな音しない！

　掃除道具はそんな名前じゃない！

　そんなツッコミも、当然ながら佐茅には届かない。『このゴミ片づけないと』と言わんばかりの表情で、そのブラシらしき何かを振るう。ブラシと言うか、もう完全に凶器であった。

「何を怖がっているか知らないけど、大丈夫、すぐに済むさ」

　掃除されるべきゴミは、俺自身だ。

　今ならゴミの気持ちが良く分かる。

　出来れば一生知りたくなかったその気持ち。

　足が動かない。あまりの恐怖に、全身が硬直している。

　このまま為すすべなく、塵ちりと消えてしまうのか。二度目の命はメイドの箒に斬られて終了する、そんなシュールな人生で良かったのか。

　奇き跡せきのような再さい誕たんは。

　現実のように終わるのか。




『……いや』

　良い筈がない。

　俺はまだ何も、成し遂げていない。

　読みたい本を、読んでいない。

　最期まで周りに振り回されて、それで終わるだなんて、そんな不格好な生き方では自分に申し訳ない。奇跡を経へて辿り着いた二度目の生に、相応ふさわしいと思えない。

　ならば、抗あらがうしかない。

　この犬の小さな身体であっても、飛び掛かれば相手を怯ひるますことぐらい出来るかもしれない。その隙すきをついて逃げ出せばいい。死ななければ俺の勝ちだ。

　心は決まった。

　姿勢を低く、床を踏みつけて、攻こう撃げきの体勢を取り。

『犬を舐なめるなぁ!!』

　そのまま、飛び掛かる勢いのままに、メイドの身体に嚙かみ付つこうとして。

「じゃあね」

　飛んだのと同時、刃が俺の身体に向けて振り下ろされる。




『あ』

　駄だ目めだ、これ。




　心こそ強く持っていても、肉体が覚えていた。死の感覚。もう忘れかけた筈のあの恐怖が、俺の中から消えていなかった。

　確実に死んだ。

　身体の中央目掛けて降って来る刃が、どんな感情よりも速く。

　振り絞った勇気も、抱いた覚悟も、しかし現実の脅きよう威いに押おし潰つぶされる。どんな思考も逡しゆん巡じゆんも、ここに来ては遅過ぎて。

　何もかもが、ゆっくりと動く。脳のう裏りを占めるのはただ後こう悔かい。

　出会うことのなかった、数々の書籍が浮かんでは消える。いつか読んだ筈の本が、もう自分には届かない。

『ああ、もっと本読んでおけば良かった、本屋に行っとけば良かった、図書館に通っとけば良かった、古本屋を巡っとけば良かった、古本市を回っとけば良かった、本棚を探しとけば良かった、住すみ谷や荘そうに戻っとけば良かった、図書室に入っとけば良かった！』

　一瞬で巡る走そう馬ま燈とう。

　しかし現実は、あまりに近く鋭い。

　あらゆる感情を置き去りにして、終わりに向かおうと、無む慈じ悲ひな刃が迫り来る。俺の抵抗ごとすべてを一刀両断しようと、殺さつ到とうする。

　最後に残ったものは、ただ一つの感情。

『あいつの本が、読みたかった!!』




　しかし。

　待っていたように。

　それこそ当たり前のように。

　背後からの刃が、迫り来る死を防ぎ切った。




「なッ!?」

　佐茅の驚きよう愕がくは、自分の得え物ものを受け止められたことからか。それとも。

　俺の眼前で交こう錯さくする、二振りの刃。

　侵入者を斬きり滅ほろぼそうとする、攻め手の刃。

　軋きしむ音を上げながらも怯むことのない、護まもり手ての刃。

　見上げれば、黒く染まる視界。銀のハサミを掲かかげて、振り下ろされた刃を受け止めた、その姿。

　黒くろ髪かみとコートをなびかせて、暗い廊下に溶け込むようなその黒色が、しかし俺の眼にはっきりと映っていた。

　その姿に、見み惚ほれていたから。

「読者の声が、届いたわ」

　けれど現実に、こうして助けは現れる。

　いつか、絶望の底に沈んでいた俺の前に現れたあの時の再現のように、俺の傍そばに立っている。

　何よりも眩まぶしく、美しい、その姿。

　信じ、焦こがれて、憧れた、その人。















「主人公の、登場よ」

　夏野霧姫の、帰き還かんだった。




『夏野！』

　掠かすれた声で、その名を呼ぶ。

「全く、何を勝手に死にかけてるのかしら、この死犬は。アナタ、私に断りなく死んでもいいと思ってるの？」

　こちらを見下ろす、赤い瞳ひとみ。

　頼もしくも憎らしい、その口調。

　それは確かに我が同居人にして理り不ふ人じんたる、夏野霧姫、その人だった。

「そんな!?」

　佐茅の驚愕。死者が蘇ったかのような、それは恐怖さえ滲にじんだ驚おどろきで。

「あんたは、確かに地下で排はい除じよしただろう！　どうして、ここにいる!?」

「決まっているでしょう。読者の為よ」

　当たり前だと、そう言い切って。

　夏野は、佐茅の攻撃をそのまま横へと受け流すと、返す刀で『穢殺刃』の刃部分を、自らのハサミで強引に叩き斬った。

「なっ!?」

　破壊の衝しよう撃げきに驚愕する暇も与えず、叩き斬った勢いのまま回まわし蹴げりを佐茅の腹へと叩き込んだ。

「うちの犬に、何をしてくれたのかしら、ねぇ!!」

　怒りを滲ませた、その言葉と共に。

　もう一発、速度を持った後ろ回し蹴りが入る。

　悲鳴すら与えない全力の蹴りが直撃し、そのまま佐茅を吹き飛ばす。

　蹴りの勢いで壁に叩きつけられる森部佐茅。その衝撃で、廊下に仕掛けられた罠が発動。数多あまたの罠の猛もう攻こうを受け、半ば意識を失った佐茅は身体ごと床に埋うまった。

　夏野霧姫　ＶＳ　森部佐茅

　それは、あまりにもあっけない決着だった。


　　　　　　　　



『……はあ』

　緊張が解けて、その場にへたり込む。

　さっきまで死の恐怖に怯えていたのが噓うそのよう。あれだけ怖かったメイドも、今はすぐそこの床に埋まっているし。

　改めて、夏野を見る。

　あちこち汚れていたり、服が破れていたりするのは、何か罠に引っかかったからだろうか。髪も乱れているが、怪け我がなどをしている様子はない。……良かった。

『何だよ、無事なら早く来いよな』

「煩うるさいわね。こっちにも色々とあったのよ。落とし穴に落とされて、吊つり天井に引っかかって、亡霊に襲われて、ついでに燃やされて、大だい怪かい球きゆうに追われて、まあ不覚にもちょっとだけ敵を見失っていたんだけど」

『ちょっとで済むのか？』

　そこまでやられたらもう駄目だろ。どれだけ頑がん強きようなんだろうこの人。ターミネーターとかじゃないの？

『でも、よく俺達がここにいるって分かったな』

「ああ、それはね、ほらアナタの背中のところに」

　夏野が俺の背中から何かを取り出した。いや、そもそも、背中から何かを取り出すっていう状況がおかしいですよね。取り出したのは、何やら小型の機械。

「これで聞いていたから、分かったのよ」

『やっぱり盗とう聴ちよう器きだ！』

　またかよ。前に仕掛けられてから、なるべく気を配っていたのに、結局仕掛けられていたのか。俺のプライバシーは存在しないのか!?

「あら、これのおかげでここまで真っ直ぐ来れたのよ。ほら、床を斬り裂いてね」

　見れば、確かに俺の後方の床が、滅多切りにされている。廊下の下部から床を斬り開いて、俺の背後に駆けつけてくれたのだろう。まあ、それは確かに良かったけど。

『まさか他にも仕掛けちゃいないよな？』

「…………」

『お願いだから何か言って！』

「まあ、こんな物使わなくても、この屋敷の中くらいの距きよ離りだったら、普通に心は読めるんだけどね。最初のペットショップの時もそうだったでしょ？」

『それは素す直なおに凄いと思いますけど、盗聴器を仕掛けたことを普通に自白しましたよね、今。もう否定しないんですね』

「私はあと二つ盗聴器を残しているわ。その意味が分かるわね？」

『プライバシーが無いって事だよ！』

　素直に言うのは良いけど、出来れば否定して欲しかったな！




「～～♪」

　夏野は、銀色のハサミをクルクルと回しながら俺を見つめてくる。

『何だか随ずい分ぶんご機き嫌げんが良いように見えますが、どうかされたんですか』

　先ほどから、常に笑顔なご様子で。何かテンションが高い気がします。鼻歌なんか歌ってるし。

「そう？　久しぶりに、力いっぱい暴れられたからかしら」

『いや、普段からだいぶ暴れていると思うけども』

「戦場でしか感じられない充じゆう足そくというものがあるのよ。やっぱり、強敵としのぎを削けずることこそが、何よりも刺し激げきとなるのよね」

『だからお前は作家だよね。どうしてそんな、格かく闘とう家かとか戦士みたいなメンタルをお持ちなの？』

　喧けん嘩かは止やめて、争わないで。

　普通の作家じゃダメかしら。

「でも本当にいい気分なのよ。普段ならば敵を全殺しするところを、特別に五％引きで済ませてあげるくらいには、気分が良いわね」

『……えぇと』

　それは喜ぶべきことなのだろうか。消費税分しか殺意が引かれてないんですけど。

『何だよ、そんな良いことがあったって言うのか？』

　夏野はこちらを向いてニヤリと笑う。それは自らの獲え物ものを上から見下ろす感情と、相手の反応を下から窺うかがう感情を同時に合わせたような笑みで。

「大切な奴、なのよね？」

『へ？』

「私に殉じる、のよね？」

『……はぁ？』

　俺の疑問にも、夏野の顔には笑みが浮かんだまま。

『いきなり何を言って……って、まさか聞いていたのか、あの時の会話を!?』

「あらあらあら、気付くのが遅いわねえ、この遅犬は。言ったでしょ、この屋敷の中ぐらいの距離なら、ちゃあんと聞こえているって。アナタの言った言葉が、バッチリとね。自分の言葉ぐらいちゃんと覚えていなさい。自分の言動には責任を持ちなさい、男の子でしょ」

『ぐ、ぐぅ……』

「でも安心しなさい駄犬。アナタが覚えていなくても、私が完全に、完かん膚ぷなきまでに覚えていてあげてるわ。そうね、何だったら家に帰ってから、全文を書にしたためようかしら。そして付ふ録ろくにして、夏野家の家系図にしっかりと残してあげるわ！」

　そう言い放つ夏野は、やっぱりいつもよりも数段上機嫌で。年とし甲が斐いもなくはしゃいでいるような。いつもの冷たい態度とは違って、何だか妙に可か愛わいく見えるような。その顔を思わず見つめてしまう。

「あらあら、我が家の家系図に載のれることがそんなに嬉しいのかしら。光栄すぎて言葉も出ないの？　大丈夫よ、きちんと私の隣に『和かず人ひと』と載せてあげるから」

『な、何だよ。そんなに、俺の言葉を聞いてたのが嬉しいのかよ。お前が死んだなんて聞かされたらあんな反応するのは当たり前だろ！』

「…………当たり前？」

『くそ、だまってりゃいい気になりやがって。当たり前だろ。俺が今までどれだけお前と一緒にいたと思ってるんだ。心配するのも当たり前だし。帰ってくるのを信じるのも当たり前だ。お前のことを大切に思うのだって当たり前だろ！』

　何だよ、茶化しやがって。こっちは真剣に考えてたってのにさ。

「……そ、そう、当たり前ね。そうよね」

　夏野が動きを止める。

「そうね、これだけ一緒にいたのだからそう考えるのは当たり前よね。そ、それはつまり、これからもずっと一緒にいたいということで良いのかしら？　大丈夫。大丈夫よ。何も言わなくてもいい。分かってるわ。そうね、帰ったらすぐに私の家に行きましょう。大丈夫よ、もう既にお母さんには電話で伝えてあるから！」

『な、夏野さん!?』

　夏野がバグった。駄目だ、やっぱりあのメイドとの戦いは夏野に深しん刻こくなエラーをもたらしたのだ。何だか顔も真っ赤になってるし。息も荒い。目も何だかグルングルンしてる。ど、どうしよう。水ぶっかけたら直るのかな。

「いえ、何だったらお父さんとお母さんにはこっちに来てもらって。そうね、そっちの方がお姉ちゃんの仕事の都つ合ごうを考えなくてもいいし。そうね、そうしましょう。あ、携けい帯たい。すぐに電話しなくちゃ……って何で圏けん外がいなのよ！」

　依い然ぜん、良く分からないことを叫び続ける夏野霧姫。

　まあ、いずれにせよ、生きていてくれて良かった。

　何故だか修しゆ羅ら場ばに身を置きがちなこの人、何度殺しても死にそうにないこの人。暴力的で破天荒で傍迷惑な奴だけど。

　それでも共に歩む今の人生が、何よりも楽しいと、そう思えるから。




「……くっ、何なんだい、あんたらは」

　と、佐茅が床から出て来た。

　慌てて夏野の後ろに身を隠そうとするも、彼女からは前ほどの威い圧あつを感じない。夏野に痛めつけられたからだろう、立つのもやっとという有様だった。半壊した穢殺刃を杖つえ代わりにして、ようやく立ち上がり、俺をかばうように前へ出た夏野と向かい合う。

「痛た……いきなり何をしてくれているんだい、このハサミ女は」

「それは自分の胸に聞いてみるべきね。私のおっ……配偶……ダン……家畜に、何をしてくれているのかしら、この駄メイドは」

　おい、何て言った今。何を言いかけた結果、家畜に辿り着きやがった。

「あの穴に落ちてどうして生きていられるんだい、全く。犯罪者でさえ泣いて許しを請こうという、そんな触れ込みの奈落だってのに」

「あんな生なま温ぬるい地じ獄ごくで、私がどうにかなる訳ないじゃない。私をどうにかしたかったら、今の三〇倍ぐらいは持って来てもらわないとね」

「何なんだ、あんたは。ただの侵入者じゃないんだろう？」

「作家よ、アナタの主と同じ、ね」

　夏野の言葉に、佐茅は何かに気付いたような、何かを認めたような反応を示す。

「……そうか。あんた、本当にあの人に、九郎さんに頼まれてここに来たんだね」

「最初からそう言っているじゃない。姫萩九郎に頼まれて、私達はここに来たのよ」

「頼まれた……紅葉お嬢様のことをかい？」

「ええそうよ。死ぬ前に頼まれたのよ。本人が……もういない以上、信じてもらえるかどうかは分からないけれど、確かに、アナタのお嬢様のことをね」

　その言葉に、佐茅はうつむき。

　これまで見せなかった、ひどく弱った表情を浮かべる。

「そうだね、あの人は死んでしまった。結局、私には何も遺のこしてくれず、こうして外から人を呼んだのだとしたら……私は、あの人に頼られていなかったんだろうね」

　うな垂れる佐茅。

「それに、こうしてあんたに負けてしまった。これじゃあ私は、お嬢様を守るに値あたいしない人間。そばにいるに値しない人間という事かい」

『佐茅さん、それは……』

　佐茅の言葉に答えるように、九郎さんが動く。

　違う、とその言葉を否定しようとして。

「それは違うわよ」

　夏野が、姫萩九郎の言葉を継つぐ。

「確かに姫萩九郎は、私達に妹のことを頼む、と言った。でもそれだけで、姫萩紅葉を任せる、とは言ってないの。それは、既に任せている誰かがいたから。信頼している誰かの元に、妹がすでにいると、そう知っていたからよ」

　夏野の言葉に、俺も頷うなずく。

　九郎さんは、夏野や秋月マキシを争わせて、妹の助けとなる人物かを時間をかけて見極めようとした。何でそんな手間をかけたのか。それは姫萩紅葉の問題が根深いものだと分かっていたから、それを救うべき人間の審しん査さには余計に時間をかけたのだ。

　裏返せば、そうやって秋山忍や、秋月マキシを審査している最中のことに関しては、何も心配していなかったということになる。唯一の身内である自分が死んでしまった、それを分かっているのなら、まず何よりも先に妹の所に人を向かわせるべきだったのに。

　つまり、妹の身に関しては、何も心配をしていなかったということ。

　妹が、無事であると分かっていた。

　それは、森部佐茅という存在が傍にいたから。彼女ならば姫萩紅葉を守ってくれると、そう九郎さんが信じていたからこその行為に他ならない。だから時間をかけてまで、俺達を審査したのだ。

「アナタが何も不安になることは無いの。これまでのアナタは、何も間違っていない。だから、ここからは私達に任せなさい。ここから、全て始まるのよ」

「……そうかい」

　佐茅は、下を向いて表情を隠す。ちらりと見えたその顔は、今にも泣きそうで、しかし穏やかな笑みが浮かんでいた。それは、自分の支えとなる物を取り戻した者の表情だった。

『良かったな』

『ええ、本当に……』

　九郎さんも、佐茅と同じ顔を見せていた。今にも佐茅の元へと飛び込もうと広げた羽を、ゆっくりと下ろす。

　言葉は通じなくても。

　死に別れてしまっても。

　こうして分かり合えたのならば、俺達がここに来る意味があったと思う。だからきっと、この扉の向こう側にだって、思いは届くのだ。

　人がある限り、意志は死なない。




「それにしても、よくも人の家の犬を手にかけようとしてくれたわね、このメイドは。人の所有物に、随分と勝手な真ま似ねをしてくれるじゃない。やっぱ斬るか」

『やめて！』

　今、若じやつ干かんいい話でまとまろうとしていたじゃないか！

　それをやっちゃったらもう立りつ派ぱな犯罪者になっちゃうし！

　しかし佐茅は、何を言っているんだ、というような顔をした。

「いや、そんなことはしないよ。そりゃ確かに、怪しさ満点の犬だったけど。考えなしに犬を斬ったりしたら、廊下が汚れるだろう。掃除が手間じゃないか。最初から穏おん便びんに片づけようと、そう思っていたさ」

『絶対噓だ！』

　あれは本気でこちらを斬りに来ていた！

　完全に犬殺しの汚お名めいを背負って生きる覚悟でしたよね!!

　つーか、俺の命って廊下の掃除が面めん倒どうくさい程度の理由で助かる命なの!?

　やっすいなあ俺の命！

「いくら侵入者だからって、命までは取らないさ。ましてや犬なんて殺す必要すらないじゃないか。常識で考えれば分かるだろ」

　お前が常識を語るのか。

『何だよ。「夏野が死んだ」なんて言うから、てっきり不殺の誓ちかいを破りまくったキリングメイドだと思ってたのに。何だ、良かった。本当に良かった。命の危険は無かったんだ』

「……はぁ？　『夏野が死んだ』って、何言ってるのアナタ」

　夏野が、呆あきれかえるような反応を示す。

「私が死ぬわけないでしょ」

　いや、分かってる。それは重々分かってるけど。

『あのメイドが、そう言ったんだよ』

「ちょっとそこの駄メイド。アナタ、私が死んだなんて言ったの？　どういうこと？　私を仕し留とめたと、そう勘かん違ちがいをしていたのかしら」

「はぁ？　そんなこと言ってないけど」

『………………え？』

　あれ？

『いやいやいや、確かに言ってたぞ』

「駄メイド、言ったの？」

「私は言ってないよ」

「言ってないそうよ。聞き間違いじゃないの駄犬」

　夏野の問いに対し、佐茅は本当に心当たりがない、という顔を返す。

『あれ、本当に言ってないの？』

　ハサミ女なら死んだと。確かに通信で、佐茅はそう言っていたのに。

「本当に、言ってないのね？」

「そんなこと言った覚えもないし、言えないさ。第一、殺したりしたら犯罪じゃないか。お嬢様に迷めい惑わくがかかるだろ」

　確かに、どれほど姫萩紅葉に会わせまいと画かく策さくしたところで、犯罪行為などしてしまえば、かえって姫萩紅葉を矢や面おもてに立たせることにもなりかねない。

『じゃあ、あの通信は一体何だったんだ？』

　姫萩九郎の部屋で聞いたあの通信。

「そこのメイドではない、ということは別の人間がやったという事じゃないかしら」

『別の人間？』




「この島に残った最後の人物。姫萩紅葉と、そういうことになるんでしょうね。姫萩紅葉が、森部佐茅に成り代わってやったと」




『なっ!?』

　夏野の言葉に、驚きの表情を返す。

『じゃ、じゃあ俺が、九郎さんの部屋で通信していたのは……最初から最後まで、姫萩紅葉だったっていうのか？』

　文字による通信と、音声による通信、共に出所が同じく、姫萩紅葉によるものだったと。確かに、それならば話は通るけど。

『いやでも、あの声は姫萩紅葉のものじゃなかったぞ。確かに森部佐茅の声で。そして、ハサ次郎の刃音だった』

「煩いわね、騒犬。ただの推測ではないわよ。まあ、実際に訊きいてみれば分かることでしょうけどね」

　夏野が全ての疑問を、一言でまとめてしまった。

　確かに、事ここに至っては、最早残された最後の一人、姫萩紅葉に話を聞いてみる他はないだろう。何しろ、今ここには夏野がいる。夏野と、姫萩紅葉の対話、それこそが、今回の来島の目的だったのだ。

　それで、全てが終わる。




「駄メイド、鍵かぎは？　ああいいわ、斬って入るから」

『開ける、とは言わないんだね、お前は』

　何を当然のように言っていますかこのお人は。完全に斬って捨てるつもりなんだよね。

　期待通りにハサミを抜こうとした夏野を、背後から佐茅が止める。

「さすがにそこの扉は斬れないと思うよ。何でも、月から取り寄せた『どんなドリルでも貫けない金属』を使っているとかで、現代の技術ではどうにもならないらしいと、そんな触れ込みさ。玄関扉とは格が違うよ」

「何よ、やってみなけりゃ分からないじゃない」

「自分で試したから分かるんだよ」

『試したのかよ』

　このメイドも大たい概がいイカれていますよね。屋敷に仕えるメイドが、屋敷の扉を斬ろうとするなよ。それはもう雇い主に対する裏うら切ぎりではないんですか。

　俺の投げかけた視線に反応したのか、佐茅が必死で言い訳をする。

「いや、私だってやろうとしてやった訳ではないんだよ。そんな不ふ敬けいなこと、メイド魂だましいに懸かけてやるわけにはいかないよ。ただ、絶対に斬れないっていう扉があるんだ、斬ってみたくなるのが人情ってもんじゃないのかい？」

『いや、そのりくつはおかしい』

　それは人情というか、人斬りの考え方ですし。普通の人間は、そんなことを思わないのですよ。まったく、常識を持って行動してくれないか。

『ははは、こんな奴がいるんだな、なあ夏野』

「そうね、確かに斬れないと言われれば、斬ってみたくなるものね」

『ここにもいた！』

　完全に同類だこいつら。

　互いの考えが一致したことが嬉しいのか、ハイタッチなど交わしている。もうこのまま友達になっちゃえばいいと思う。それで仲良く留りゆう置ち所じよとかに行ってみれば良いと思う。

　こりゃ厄やつ介かいな刃物連れん盟めいが生まれたな、と考えて。しかしその括くくりだとうちの円まど香かまで巻き込まれてしまうことに気付いたので、単純にこの二人がおかしいということにしておこう。こいつら変だよ。

「だからまあ、そこの扉が開くことはないよ。いつもはお嬢様に、内側から開けてもらうんだけどね。何だか、九郎さんはいざという時の為の秘密のパスワードがどうこう言ってたけど、それも分からないし。まあ、そもそもそれが分かっても、私は機械を使えないから無理だけどね」

「機械が使えない？　まさか機械音おん痴ちってこと？」

「ああ、恥ずかしながらね」

「そういうの、メイドの学校で教わらなかったの？」

「必修じゃなかったからね。自じ慢まんじゃないけど、本気で機械類は駄目なんだ。下手に触ったら壊こわしちまうくらいでね。出来るだけそういったものには触らないようにしているし、使えるのはこの箒位なものさ」

『……それは使えるんだ』

　その箒が一番使っちゃいけないものですけど。

「ってことは、メイドの癖くせに掃除機も使えないの？　原始人？」

「誰が原始人だい。人間なんてのは元々、自然の中で生きていたんだ。機械なんか無くったって、十分生きていけるよ」

『いや、そういうことではなくって』

　思わずツッコんでしまったけれども。

　重要なのはそこではなくて。

『機械を、使えないって。……じゃあ、通信機も使えないのか？』

　ということは、あの通信は、本当に森部佐茅からの通信では無くて……。

「まあ、その辺りも、やっぱり本人に訊いてみるのが一番ってことよね。さっさと開けて、先に進むわよ」

「だから絶対に開かないって、言っているだろ」

　扉を指さしながら言った佐茅の背後で、電子音が鳴り。

『だったら、僕が開けましょう』

　振り向けば、九郎さんが扉の端末の前に陣じん取どりパスワードを打ち込んでいる。

『「ぺ・ぺ・ぺ」と。はい、終わりましたよ』

　その言葉と同時。ガチリという、重い音が廊下に響き扉が開く。

「……開いた。どういうことだい。音に聞く二〇〇〇年問題の後こう遺い症しようかい？　それともインターネットが不良品でウイルスが爆発したのかい？」

　本当に機械駄目なんだなこの人。後遺症とかねぇよ。

　さっきから端末と格闘していた九郎さんは大変満足そうな様子で床に降り立っていた。カラスのドヤ顔とか、分かりにくい。

「開いたみたいね。それじゃあ中に入りましょう」

　扉を抜ける。行く手は、屋敷以上に暗い闇。しかしためらうことなく、夏野はその身体を室内へと躍おどらせようとして、一歩戻った。

「ちょっと駄メイド。あんた何やってるの？　早く入ってきなさいよ」

「え、いや、何で私まで。私は一応、お嬢様を守る人間なんだよ、それなのに侵入者連中と馴なれ合あえるわけないだろう」

「そう。だったら部屋の外で、アナタのお嬢様が侵入者達に蹂じゆう躙りんされる音だけを聞いていればいいわ」

「なっ!?　そんな事はさせないよ！」

「だったら、そんな事をしないように中で監かん視ししていればいいじゃない」

「分かった、入る、入るよ！」

　この人も、大概扱いやすいよね。どっかのアイドル作家様と同じレベルかな。

「ほら、駄犬も駄鳥も行くわよ」

『ああ』

『分かりました』

　夏野、佐茅、九郎さん、そして俺。二人と一匹と一羽が並んで室内へと入る。

『いよいよだな』

「ええ。こんな暗い部屋にいるなんて、それだけで気が滅め入いりそうよね。さっさとこの部屋から出すわよ。明るい場所で、言いたいことを言い合いましょう」

　決意を込めた、夏野の言葉。

　自分の成すべきことを見失っていないその態度に、俺も安心する。

　きっと、それこそが夏野霧姫の姿なのだから。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【家系図】……　一族の関係を名前と線で表した図。家系図に載せるということは、婚こん姻いん関係、親子関係を伴って、その一族に加わるということである。

【パスワード】……　間違えると最初からやり直し。






『……暗いな』

　そこは半球状の、ちょっとしたホールほどの広さがある部屋だった。

　何本かの柱によって支えられている高い天井。全体的に薄暗く、広さの割に物が少ない、ひどく殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。

　ライトに照らされた部屋の中央部分には、飾り気のないテーブルと椅い子すが一つずつ。テーブルの上には、何も書かれていない原稿用紙の束と、筆記用具の数々。そして何らかの機械が置かれている。その横には複数のモニター。分割された画面で、屋敷の中、島中を監視出来るようになっている。その内の一つは、島への出入り口となる古びた桟さん橋ばしを映していた。

　それで俺達の様子を見つめていたのだろう。夏野が島に到着した時に感じていた視線とは、このことだったのか。

　少し離れた位置には、どこか見覚えのある椅子がぽつんと置かれている。それは秋山忍と秋月マキシとの対決の際に、紅葉が座っていたものだろう。奥の方に見える扉は、洗面所へと通じるものであるらしい。その横には綺き麗れいに手入れされたベッドが無む造ぞう作さに置かれている。

　その他には、何もない。

　片付いている、というレベルを超えている簡かん潔けつさ。観葉植物とか、テレビとか、本とか、ラジオとか、本とか、絵画とか、本とか、そして本とか、娯ご楽らくの為のものが一いつ切さい存在しない。こんな寂しい部屋に閉じ込められたら、一時間以内に発狂する自信がある。

　とても人の住むべき部屋に思えない。

　何より、本が無いということが信じられない。

　ここは、作家の部屋である筈。たとえ姫萩紅葉に、他の作家の本は読まないというポリシーがあったとしても、自分の本すら置かないというのはあまりにもおかしい。自分が何を書いているのかも、気にならないということになる。




　それぞれが、思い思いに部屋の中を見て回る中。テーブルに近寄った夏野が、置かれた機械のボタンを一つ押す。

　すると、スピーカー部分からノイズが走り。

　──あの。

『うおっ!?』

　人の声が発せられた。

『な、何だ今の？』

「……今のは、私の声かい？」

　スピーカーから流れ出したのは、佐茅の声だった。

「ふうん、面白いじゃない」

　夏野が機械の他のボタンを押せば、別の言葉が、森部佐茅の音声でスピーカーから流れる。『お嬢様』『姫萩紅葉』『を』『ご飯』『コロッケよ』『と』『が』『本』等、単語から助詞の類まで、ボタンごとに音声が登録されているようだ。

「どうやら、声を編集して文章を喋らせる機械みたいね」

『喋らせる？』

「ええ、そこの駄メイドの声を単語ごとに録音しておいて、ボタンの操作次し第だいで自由に文章を喋らせることが出来るみたいよ」

　夏野がボタンを何個か続けて押す。

　──お嬢様・ご朝食・は・どうされます・か？

　するとスピーカーからは、ノイズ交じりの森部佐茅の音声が流れた。

『おお、確かに文章になってる』

「ふん、違い和わ感かんが残る部分は自動的にノイズが走るようになっているみたいね、芸が細かいこと」

「そう言えば、お嬢様が私の声を録音していた覚えがあるけれど。こんな機械に使われていたなんてね」

　佐茅さんも、興きよう味み深ぶかそうにその機械を見つめる。

『ん、ちょっと待てよ。そのメイドの声って事は……』

「ええ、こんなことも出来るでしょうね」

　またも、夏野がボタンを何個か続けて押す。

　──あの・女・なら・死んだ・よ。

『!?』

「それと……ポチッと」

　次に夏野が押したボタンにより流れたのは金属の硬質な音。くぐもったように聞こえるが確かに、ハサミの鳴る音だった。

「これかしらね。アナタ達が聞いた駄メイドと、ハサ次郎の声というのは」

『ああ、これだ』

　それは確かに、九郎さんの部屋で俺が聞いた声。夏野の死を告げる文章。寒気のするような内容だが、本人が目の前にいる今となっては、性た質ちの悪いイタズラでしかない。

「やっぱりね。ハサ次郎の声はいつの間に録音をしたのかしら。まあ、この屋敷の中でも随分振り回していたから、いくらでも機会があったのかもしれないけど」

　夏野は髪をかきあげながら、テーブルの上の機械を見つめる。

「でもまあ、これで分かったわね。今までの駄メイドからの通信は全て、この機械を使った姫萩紅葉自身によって行われていた、ということね」

「お嬢様が、私の名前を騙かたっていたっていうことかい？」

「ええそうよ。島に着いてから、門の前、屋敷の前、そして姫萩九郎の部屋と。私達は何度も森部佐茅と名乗る人物からの通信を受けて来た。妨ぼう害がいもね」

　確かに、それなら今までの違和感にも説明がつく。

　インターフォン越しにあれほど会話をした夏野に対し、廊下で会った時初めて気づいたようなそぶりを佐茅が見せたこと。夏野霧姫殺害宣せん告こくを、佐茅が知らなかったこと。

　そもそも、森部佐茅自身が通信に関かかわっていないのだとすれば。

「大方、私達が受けた罠も、全てモニターを見ながら姫萩紅葉が起動させてたんじゃないかしら。おかしいと思ったのよね。あの姫萩九郎の部屋の前での落とし穴。あの落とし穴が開いた時に、駄メイドが何て言ったか覚えている？」

「……何を言ったって言うんだい？」

「『少し驚いたけどね。それがお嬢様の意思だ』って言ったのよ。変よね、自分で作動させた罠。自分で仕掛けた罠なら、あんなことを言う筈はないわ。あの物言いは確実に、自分以外の、そして信頼する相手の行動に対する言葉よね」

「……私は、お嬢様の意思に従ったまでさ」

「そこの駄鳥はどう思うのかしら？」

　俯うつむいた佐茅さんを横目に見ながら、夏野は九郎さんに問いかける。

『はい、恐らくそうでしょう。この島の罠は、僕がいた頃よりも、より危険な物に切り替わっていました。それも全て、紅葉自身が僕達の来島に合わせて起動させたのです。考えてみれば、機械音痴の佐茅さんに僕の設置した高度な罠をいじるなんて事が出来る訳ありませんしね』

　あれ、今ナチュラルに佐茅さんディスられた？

　この島に訪れてから付きまとっていた違和感。

　振り返ってみれば、全ては単純なことだった。全ての妨害を、森部佐茅が行っていたと考えていたのは俺達の思い込みで。それは全て姫萩紅葉の手によるものだったのだ。

　他人に対して興味を持つことのない姫萩紅葉がそんな事をする筈が無いという思い込みが、そんな勘違いをさせていた。しかし実際は、姫萩紅葉は常に俺達の事を監視し、その動向と言動に気を配っていた。

『でも、何でそんなことを……』

　こんな、わざわざ他人の名を騙ってまで、俺達を拒絶しようとしたのか。

　──犬・は・死んだ・よ。

　そこまでして、拒絶することにどんな理由が。

　──犬・は・消える・よ。

『って何やってんの!?』

「この機械、結構楽しいわね」

『いやいやいや、何やってるんですか夏野さん。今ちょっと真ま面じ目めな事を考えてたんだから止めてくれませんかね』

　──犬・は・食べる・よ。

『おい遊ぶなって。さっきからあのメイドの声で連れん呼こされて気持ちが悪いんだよ』

　あと内容がいちいち怖いです。

「犬・を・殺す・わ」

『だから遊ぶな……って今の肉声だったよね？　お前が喋ったよね!?　ただの脅おどし文もん句くじゃないですか！』

「これ、どこのメーカーの商品？　気に入ったから持って帰ろうかしら」

『元に戻しておきなさい！』

　よその家の物ですよ。

「それで、ホウキ女」

「何だい、ハサミ女」

『お前ら……』

　夏野と佐茅の間に流れる、妙に親しげな雰ふん囲い気き。やっぱり。なんとなく気が合いそうとは思っていたけれど、こうして闘った後に芽生える友情とか、それはもうどっかの番長みたいです。

「この部屋、他に出口は無いのよね？　こんな古めかしい屋敷なら、抜け道くらいあってもおかしくはないのだけれど」

「ん、それは無い筈さ。ここが昔、刑務所だったって話は聞いたかい？　中でもこの部屋は、元々死刑執行に使われていてね。万が一にでも脱出出来る仕掛けなんか、存在しない部屋さ。私達が入ってきた扉以外に出入り口は無い」

「そう、それなら安心ね」

　夏野は俺達全員、そして部屋中を見回して喋りはじめる。

「監視モニター。そして通信機。音声の編集機械。これらには、ついさっきまで起動していた形けい跡せきがある。そして部屋の扉には鍵がかかっていた。それらから導みちびき出だされる答えは何かしらね」

　確信めいた、夏野の笑み。

「簡単よ。今この部屋の中に確かに姫萩紅葉がいるということ、そして私達の話を、聞いているということよ」

　それは、これから俺達が成すべきことを、分かっているという笑みで。

「つまり、ここが最後の場所で、終着点よ。後は、姫萩紅葉に伝えるだけね。私達がここまで来た意志を、ぶつけてやりましょう」

　それは、本という形で自らの意志を読者に届ける夏野の偽いつわらざる信念。

　現に、死すら覚悟するほどの絶望の淵ふちで、夏野が与えてくれた意思が、俺を今ここに立たせているのだ。

　言葉は力で、意思で、希望だ。

　そんな言葉が、俺にしてくれたように、人を動かすのなら。

　言葉に意志を込めて相手に届ける。人としてある限り、言葉は意志を伝える媒ばい介かいとなる。耳をふさごうとも、自分の言葉を封ふう印いんしようとも、そこに込められた感情が消えることは無い。

　本人が無む駄だだと切り捨てても、それでも確かに届くのだ。

　幾いく多たの人生を終わらせたこの部屋。人間と関わることを止めようとしている、そんな相手にも、きっと届く。




「それじゃあ、始めましょうか、ね」

　夏野はもう一度、獲物を探すような目で部屋中を見回し、口を開く。

『ちょっ、ちょっと待ってください！』

　夏野の言葉を遮さえぎるように叫ばれた言葉。

『九郎さん？』

　他でもない、カラスの言葉だった。

「何か文句でもあるの。私の邪じや魔まをするんじゃないわよ、焼き鳥にされたいの？」

『いや、違います、邪魔をするつもりはありません』

「じゃあ、何よ」

『秋山先生。紅葉と話して頂く前に、少しだけお時間を頂けませんか。気付いたんです。秋山先生と春海君を見て、何よりもまず先に紅葉と話すべきは僕だと。僕の言葉をきちんと紅葉に伝えなければいけない、と』

　九郎さんの言葉に、夏野がわずかに戸と惑まどうような顔を見せるが、俺はどこかで納得していた。俺達は、姫萩紅葉と話す為にこの島までやってきた。でも、本当に話をすべきなのは。

　姫萩九郎。

　姫萩紅葉の兄。

　一度死んで、カラスになって蘇った、その存在。

『今まで、僕は紅葉の考えていることが、妹のことが理解できないと思っていました。他者を全く顧かえりみることなく、あのような本を次々と書く妹のことを、自分とは違う、別の世界の住人のように考えていました』

　今日一日、一緒に過ごしたことで、分かったことがある。それは、姫萩九郎がどれだけ姫萩紅葉の事を想い、どれだけ姫萩紅葉を大切にしていたかという事。

『しかし、そうでは無かった。僕が、勝手に紅葉を遠くに置いて、理解しようとしていなかっただけでした。壁を作っていたのは僕でした。そのことに、秋山先生と春海君を、お二人の関係を見ていて気付かされたんです』

　姫萩九郎が、俺達に向けて頭を下げる。

『僕が作った壁が、僕の不ふ始し末まつが、紅葉をこの場所に押し込んでいるのだとしたら、まず紅葉と話さなければいけないのは、僕です。だから、まずは僕に話をさせて頂けますか。もちろん、言葉が伝わるかなんて分かりません。無駄になってしまうかもしれません。でも、それでも……お願いします』

　家族と死に別れ、しかし生き返ったその執しゆう念ねん。

　俺が本に対して想ったように、九郎さんが妹を想う気持ちは、決して噓なんかじゃない。誰よりも、俺が一番分かっている。死すら凌りよう駕がするほどの想いが、偽りなんかである筈がない。

　だから許せないのは、その気持ちが無駄になること。

　伝えられずに、消えること。

　だから、せめて声を上げる。

　縁えんもゆかりもない、ただの他人でも。

『そうだな、まずは九郎さんが話せば良い。夏野もそれで良いだろ？』

「ええ、分かった。何も問題は無いわ。駄鳥、存分に喋りなさい」

『春海君……秋山先生……』

『たった一人の妹だ。分かり合えないままで、誰も彼も悩みを抱えて、我が慢まんして生きて良い訳が無い。最後まで、自分の言葉で、分かり合えるまで話し合ってみればいいんだ。たとえ届かないとしても、俺も夏野も、手伝うから。だから、妹に伝えたい、それだけを思っていてくれよ』

　自分と同じ境遇にある九郎さんのことを、放ほうっておけない。後悔を抱えたまま、分かり合えないまま生き続けて行くだなんて、そんな残ざん酷こくなことはさせない。

『俺だって、夏野と言葉が通じるんだ。だったら九郎さんの言葉も、きっと届くよ。こうして蘇ったことがもう奇跡だ。だからもう一つくらいきっと叶かなうって、そう思うから。難しく考えずに、どーんとやってみればいいんだよ』

　俺の言いたいことは、それだけで。

　きっと九郎さんだって、言われるまでもなく分かっているだろう。

　想いは死なない。

　過去は、消えない。

　それだけは、俺が死ぬ気で勝ち取った、唯一の真実だから。

　だから、まだ終わりじゃない。どんなに遠く離れてしまったと、そう思っていても、人の絆きずなというものは、そう簡単に途と切ぎれたりはしないのだ。




『はい。僕の言葉で、もう一度、紅葉に向かい合います』




　そう、決意を秘めた声と共に。

　一羽のカラスが飛び立ち、部屋の中央のテーブルに停とまる。

　周囲を見回し、言葉を投げる。最後の言葉を、始まってしまった因いん縁ねんを終わらせる為の決意を、部屋のどこかにいる姫萩紅葉に向けて投げかける。

　人の言葉ではなくても、そこに宿る思いは本物なのだと、俺は知っている。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【姫萩紅葉の居室】……　刑務所として使われていた時代において、死刑執行に使用されていた部屋に相当する。特別な金属を用いて壁をコーティングしており、戦車砲での一いち撃げきにも耐えるという。通称『朱色の三途』。

【監かん獄ごく島とう】……　新しん稲いな葉ば近海にぽっかりと浮かぶ小さな島。正式名称は岩がん黒ぐろ島じま。変わった形の岩が複雑な空気の流れを作り出しており、上空の気流が大きく乱れている為、空からの接近は不可能である。その特殊な環境から、過去に重要な犯罪者を収監する為の刑務所『煉獄館』が建てられていた。現在は姫萩家が所有している。

















『好きだー！　紅葉もみじー！　愛しているんだー！　それは僕がこんなカラスの姿になっても決して消えない、常にお前のことを思い心配し考こう慮りよし気に掛けているんだ、これこそがまさしく愛、世界が滅ほろぼうとも絶対に消えることのない悠ゆう遠えんの愛だ、だから僕の所に帰って来ておくれ、もう一度僕にその笑顔を見せておくれ！　って、あれ、そう言えば、紅葉の笑顔って見た覚えがないような……いやそんなことがある訳ない、紅葉は僕に対して微笑ほほえみかけてくれたんだ、たとえそれが僕の脳内オリジナル笑顔だとしても、現実の紅葉の魅み力りよくを損なうものではない！　うん、だから、紅葉は可か愛わいい！　超ぷりちー！　それが世界の選択で、結論で、解答で、つまりは紅葉こそが世界の女王だ！　いや女王だなんて言葉ではとても説明出来ない、紅葉こそは森しん羅ら万ばん象しようの頂点に立つべき霊れい長ちようの中の霊長、キングオブキングス、人間種の完全体だ、そんな紅葉は唯一絶対のまさに神、現あら人ひと神がみ、地上に降りた神秘の泉だ、本来ならば僕ごときが近づこうだなんて恐れ多い超新星の輝きだ、でも僕の妹としてこの腐ふ敗はいした世界に落とされたというのなら、兄として全すべてを燃やし尽くして駆け抜ける覚悟がある、だからこうして戻って来たんだよ！　この思いは二度と消えない、どんな障しよう害がいでもこの僕の意志を止めることは出来ない！　ベルリンの壁かべでも、万里の長城でも、ＡＴフィールドでも、聖なるバリアミラーフォースでも、アルテミスの首飾りでも、アブソリュートディフェンスだって、紅葉に向かう僕の思いが防がれるなんてことは、今後一いつ切さい、言語道断、未み来らい永えい劫ごうあり得ないんだ！　僕は、お兄ちゃんは、ここにいるんだよー！　こっちはいいところだぞー！　だから出て来ておくれー!!　そして昔のように、あの日笑い合った思い出のように、またお話をしよう。一緒に暮らそう！　ごめんね、僕は仕事にかまけて紅葉のことをないがしろにしていた、きっと紅葉は寂さびしかったよね不安だったよね枕まくらを濡ぬらしていたよね！　その後こう悔かいは僕の胸を煉れん獄ごくの炎が如ごとく焦こがしているんだ、でもそれは全部が僕のせいだ、僕の罪だ！　人生の半分も紅葉の為ために費ついやせないだなんて、僕は兄として家族として失格だし阿呆だし屑くずだしゴミだし悪人だし下げ種すだし畜ちく生しようだしダメ人間だし最低野郎だし大馬鹿野郎だよ！　でも安心して欲しい、僕はここにいる、こうしてカラスの肉体を手に入れたからには、ずっとずっと紅葉の傍そばにいられるんだよ！　だからずっとずっとずーっと、紅葉の近くにいるよ！　だからこのまま一緒に暮らそうよ、そんな生活を続けようよ、ずっとずっと一緒に居ようよ！　お願いだ紅葉、僕の前に姿を見せておくれ、ただ紅葉の顔を見たくて仕方がないんだ、あの可愛らしくて美しくて聡そう明めいな紅葉の姿を見ないことには、僕はもうどうにかなりそうだよ！　もう破は裂れつするよ！　でも大丈夫、もう紅葉を置いて先にどうにかなったりはしない、だって僕の妹だから、家族だから、血を分けた人だから、大切な人だから！　だから紅葉！　好きだー！　結婚してくれー!!』




　姫ひめ萩はぎ九く郎ろうはクチバシを閉じ、テーブルの中央に着地する。

　その顔に浮かぶのは満足の笑み。自らの言葉を、自らの想おもいを、余すところなく姫萩紅葉へとぶつけてみせたのだと感じられる。

　そしてその笑みのまま。

『何しやがんだこのボケガラス！！！！！！！』

　俺の体当たりを食らい、部屋の壁へと吹き飛んで行った。




『台無しじゃねえか!!』

　俺、着地。

『台無しじゃねえか!!』

　ボケガラス、壁に突き刺さる。

『お前、何て事してくれるんだよ!!』

『そ、そんな、春はる海み君だって紅葉への想いを語ることに賛成してくれたじゃないですか。応おう援えんしてくれたじゃないですか！』

『限度があるわ!!』

　この変態シスコン罠わなカラス野郎。一気に一息で最悪のことを言いやがった。今までのシリアスな雰ふん囲い気きが全て台無しだ。

　どうしてくれるんだよ。

　もうダメなんじゃねえのかこれ。

「ねえ、駄犬。今のが、姫萩九郎に言わせたかったことなのかしら？」

　世界で一番汚い物を見るような目つきで俺を見下ろしてくる夏なつ野の。

　どこぞの変態なら、その視線だけで昇しよう天てんしてしまいそうな冷たい瞳ひとみだ。

「あんな事を言わせる為に、この私の時間を割さいたと言うのかしら？」

『ご、ごめんなさい』

　確かに俺が悪かった。でも、まさかあんな事を言うなんて思わないじゃないか。あいつ、最後に何を言いやがった。既に妹として見てねえんじゃねえのか。さすがの俺でも引きますよ。

「まあ、いいわ。あの愚鳥は後で死ぬよりも酷ひどい目に遭わせるとして、一応いくつか収しゆう穫かくはあったもの」

『収穫？』

「ええ、姫萩紅葉の居場所よ」

　夏野は獲え物ものを探る猛もう禽きん類るいのような目で、部屋の中を見渡す。

「やっぱり、この部屋の中にいるのは間違いないみたいよ。あの愚鳥が喋しやべりだした途と端たん。僅わずかに身じろぎする気配を感じたわ。愚鳥の言う事なんか聞かずに観かん察さつしていて正解だったわね」

『え、いつから聞いていなかったの？』

「そうね『好きだー！』辺りからかしら。それ以上は聞く意味を感じなかったもの」

『うん、大分初期からですね』

　だとは思いましたけど。

「無感情だとか、無感動だとか、随ずい分ぶんと言われていたけどね。少なくとも嫌けん悪お感かんという感情はあるんじゃないかしら。例えば、兄の気持ち悪さに身じろぎするぐらいは、ね」

『って、ちょっと待てよ。言葉を聞いてってことは、まさか』

「ええ、それがもう一つの収穫ね。どうやら、姫萩九郎の言葉は姫萩紅葉に伝わっているようね。そもそも言葉が届かなければ、姫萩紅葉は反応すら示さないもの。まあ、気持ち悪い兄の存在っていうのが、ある意味では功こうを奏そうしたという事かしら」

　夏野が告げる言葉。それは、カラスの放った言葉に、姫萩紅葉が反応を返したことの意味。

『……そうか、通じるのか』

「その理由までは、分からないけどね」

　姫萩九郎の言葉は、妹の姫萩紅葉には伝わる。その事実は、妹の円まど香かに言葉が通じない俺には僅かに羨うらやましく感じる。

　でも、伝わっているのは喜ばしいことだけど、一番伝えたらいけない言葉が伝わっちゃったんじゃないですかね。




「それじゃあ続きと行きましょうか。ホウキ女、準備は良い？」

「な、何だい。私に何をやらせようと言うんだい？」

「アナタも、お嬢じよう様さまに向けてちゃんと喋りなさい」

　夏野は、壁へと吹き飛ばされたボケガラスを不ふ思し議ぎそうに見つめていた佐さ茅ちに向けて語りだす。

『お、おい夏野。いきなり何を言い出すんだ？』

「黙ってなさい、静犬。これは必要なことよ」

『必要なこと？』

「いい、ホウキ女。もう一回言うわよ、アナタのお嬢様に向けてちゃんと喋りなさい」

「私に、お嬢様に向けて何を喋れと言うんだい？」

　佐茅は当然のように、困こん惑わくした反応を返す。

「何でも良いわよ。そうね、例えばお嬢様でなくて、姫萩紅葉に対する想いでも良い」

「姫萩紅葉、先生に？」

「アナタ、姫萩紅葉の大ファンなんでしょ。わざわざ、姫萩紅葉に会う為にこの島に来たぐらいにね」

「な、何でそのことを」

　佐茅の驚おどろきの表情を無視して、夏野はやさしく諭さとすように続ける。

「よそ者の私達は、姫萩九郎の遺い志しを継ついでここまで来た。そして、これからよそ者の私達がアナタのお嬢様に向けて言葉をぶつける。その為に来たんだからね。アナタはそれでいいの？　よそ者ではないアナタはどうするのかしら。ずっと姫萩紅葉と共にあったアナタは、今ここで、彼女に対して言うべき言葉を持たないの？」

「お嬢様に対する言葉……。姫萩紅葉先生に対する言葉……」

「ええ、今からアナタの言葉を伝えなさい。姫萩紅葉の傍そばにいて、そして感じたその全てを、読者の想いを、吐き出してしまいなさい」

「私の、読者の想い」

　夏野に背を押され、佐茅は部屋の中央へと立つ。




　森もり部べ佐茅。

　姫萩紅葉の近くにいて、ずっと彼女を支え続けていた従者。

　夏野戦の後こう遺い症しようである、痛む体を引きずって、それでもしっかりと前を見つめて、言葉を紡ぐ。それは、家族の言葉だ。

「お嬢様！　聞いてください！」

　小さな声で、しかしはっきりと言って。

　森部佐茅の、想いが始まる。




「うわああお嬢様ぁー!!　スゴいですよ私、佐茅ってば超感動しました、お嬢様の小説！　あれですよ！　私、今まで本なんて読んだこと無かったんですけど、お嬢様の本を戦場で見かけて、読んで！　吐きました！　感動しすぎて！　……いけない、キャラが違ってる、こんなのお嬢様に顔向け出来ないってことだよね、うん、戻すよ、戻ったさ、大丈夫だいつもの私なのさ、だからお嬢様ぁー!!　出てきてくださいー！　すっごいの、私メイドで良かった、だってこうしてお嬢様の近くにいられるんだもの！　お嬢様ぁー！　狡ずるいですよぉ、あんな凄すごい本が書けるだけでなく、何でそんなに可愛いんですかぁ。もう、お嬢様の無表情がたまりませんよぉ。お嬢様のお着替えを手伝うだけで、佐茅は、佐茅はぁ！　あぁああああー!!　あ、でもでも、出来たら、もっとお嬢様に私のことを知ってもらいたい、もっと色んなところに行きたいし、だから！　このままでもいいけど、このまま孤島で共に果てるのもメイド本望だしメイド冥みよう利りだけど、でも、でも、ヤッダーバァアァァァァアアアアア!!」

　語り終えるのを待たずして放たれた夏野の蹴けりが。

　森部佐茅を、九郎の隣へと突き刺した。




『……おい』

　喋らせた結果がこれか。

『どうすんだよコレ』

　夏野は俺の非難を無視するように、壁に突き刺さった姫萩九郎と森部佐茅に怒りの視線を向けていたが。

「さ、さっきの愚鳥の時と同じ、姫萩紅葉は僅かに動きを見せていたわよ。ほんの僅かだけどね。これで姫萩紅葉がちゃんと嫌悪感を覚えるという事は実証出来たわ！」

　そう、まくしたてながらドヤ顔で振り返った。

『そうですね』

「そ、それに姫萩紅葉が隠れている場所も分かったわよ！　つまり、あの駄メイドに喋らせた私の選択は大正解だったってことよね！」

『そうですね』

　内容は実にアレだったけどね。つーか、姫萩紅葉もこんな奴らに囲まれて生活してよく無事だったよな。ひょっとして閉じこもっていたのも、身の危険を感じていたからとかじゃないだろうな。

『で、姫萩紅葉はどこにいるんだ？』

「あの柱の中よ」

『柱？』

　夏野が指さしたのは、この部屋の外周部に並ぶ白い柱の内の一本。一見して人が隠れられそうにないように見えるけど。

『あの柱の中に、姫萩紅葉がいるのか』

　そう考え、改めて視線を向ければ妙な存在感を感じる。

「場所が分かったんだから、いざとなったら柱ごと真っ二つに……」

『止やめて！　何でも暴力で解決しようとしないで！』

「嫌ね。冗じよう談だんに決まっているじゃない」

『冗談に聞こえないんだよ、お前の場合はさ』

「冗談よ。だって、そんなことしたら勝負にならないじゃない。全然楽しくないわ」

　夏野は、真剣な表情を白い柱に向ける。

「やるからには、楽しくなければ意味が無いものね」

　黒いコートの裾すそを翻ひるがえしながら、姫萩紅葉のいる柱に向けて、夏野は部屋を横断する。




「これで、あの愚鳥とメイドは語り終えた。内容は別として、家族の言葉は終わったわね。姫萩紅葉はどう思っているのかは分からないけど、少なくとも『話を聞く準備』は整っているでしょうね。『場所』は分かったし『準備』も出来た」

　いよいよだ。

　夏野が、姫萩紅葉の前に立つ時が来た。

　俺達の問いかけに、ついぞ沈黙のみを貫つらぬき通とおした姫萩紅葉。

　屋敷に仕掛けられた罠で、俺達を無言のまま排はい除じよせんとした姫萩紅葉。

　秋あき山やま忍しのぶと秋あき月づきマキシの書いた短編小説を『どちらも同じ』と切り捨てた姫萩紅葉。

　全ての感情を同じと言ってのけた異い形ぎようの作家。

　書く理由が、目的が、想いが、欠けている作家。

　果たして、秋山忍の言葉は、姫萩紅葉には届くのか。




　夏野が白い柱の前に立った。

「それじゃあ、始めましょうか」

　姫萩紅葉が隠れているという柱の前に。

「作家と作家の語らいをね」

　そう言って、夏野が白い柱に向けて言葉を放とうとして。

「ちょおっと待ったあああああああああああああああああ！！！」

　つんざくような叫びが室内に響ひびく。

『な、何だ!?』

　突とつ如じよ響いた大声に振り返れば、そこには溢あふれんばかりの白い光が満ちていた。

　それは見る者全てを魅み了りようせんばかりの強烈な光。この薄暗い部屋を自分色に染めようとする圧倒的な輝き。

「待たせたわね！」

　目を奪うばわれる、その光。

　全身を覆おおう、莫ばく大だいなオーラ。

「秋月マキシ様の大登場よ!!」

　アイドル作家・秋月マキシの帰き還かんだった。




　登場と同時に盛大にポージングを決める秋月マキシ。それは今日一日分の鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように気合の込められたポージング。その身体からだから、本当に光り輝く粒りゆう子しでも飛び出しているかのような輝きが放たれる。

「あたしのいない間に、随分と面おも白しろそうな展開になっているじゃない！　そこな観客達、随分と待たせてしまったわね！　ようやく大本命の登場よ！　穴に落とされたり、大だい怪かい球きゆうに追いかけられたり、地下の亡霊達と闘ったりもしたけれど、全部このタイミングで銀河に輝く秋月マキシ様が現れる為の演出だったって訳ね!!」

　この暗い部屋を照らすその姿は、光り輝くアイドルの存在感に満ち溢れている。つーか、地下で何してたんだこいつ。

「いい、ここからがあたしの、この七つの海にその美しさが轟とどろき渡わたる秋月マキシ様の見せ場よ！　皆、準備は良いわね？」

「「「「ハイ!!」」」」

　マキシの言葉に、撮さつ影えいセット一式を構えている黒服達が大声で応こたえる。皆、スーツをボロボロにしながらも、その瞳は意欲に満ち溢れている。

「Ａ班、カメラの準備は良い？　シャッターチャンスを逃すんじゃないわよ!?」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」

「Ｂ班、部屋が暗いわよ、レフ板の調子は大丈夫!?」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」

「Ｃ班、あたしの美声をバッチリ録音するのよ!!」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」

「Ｄ班、あたしの事を褒ほめ続つづけなさい！　静かに！　でも大きな声で!!」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」」




『……おい夏野、どうするんだ？　あいつ語る気満々だぞ』

「いいんじゃない、語らせておけば」

　珍めずらしいことを言う。てっきり邪じや魔まされたことに腹を立てるのかとばかり思った。

「そもそも、あの白いのだって姫萩九郎から正式にここに呼ばれたんだからね。姫萩紅葉に語りかける権利は十分あるもの」

『だからって、また余計なこと言って、前の二人みたいなことになったら』

「その時は、私が最後にバシッと締めてあげるわよ。トリは譲ゆずらないわ」

『……そういうことかよ』

　夏野は、部屋の入り口に立つマキシに対し言葉を投げる。

「秋月マキシ。姫萩紅葉はこの柱の中にいるわ」

　そうして、自らの場所を譲るようにして柱の前のスペースを空けてみせた。

「ふん、礼は言わないわよ。秋山忍」

　秋月マキシは、ツカツカと音を立てて部屋の中を横断し、白い柱の前に立つ。

「聞きなさい姫萩紅葉！」

　姫萩九郎が見み出いだした、もう一つの可能性。

　その眩まばゆい光が、姫萩紅葉に語りかける。




「あたしの名前は秋月マキシ！　美しく光り輝く作家よ！」




「こんな狭せまい部屋に閉じこもっちゃって、全く美しくないったらありゃしない！　あんたも作家なら、もっと堂々と、読者に恥ずかしくない態度を取りなさい！　分かってるの？　作家ってのはね、読者の声によって成り立っているのよ！」




「作家はね、読者の求めるものを書く、そんな仕事なの。本を届けて喜ばれる、そういう職業なんだから！　読者を楽しませることが出来たら勝ち、そんな勝負なのよ！　良いわね勝利！　勝利はあたしをより美しくするわ！　輝かせる！　だから、あたしは勝つ為だったら、何だってやる！」




「姫萩紅葉！　あんたの本は読んだわ！　書店中の本を全部買い上げて読んだ！　何度も、何度もね！　悔くやしいけれど、あんたの書いた本は、あたしには真ま似ねの出来ないものだった。あたしには書けない本だった。でも、見てなさい！　次はあたしがあんたの書けない本を書いてみせるわ!!」




「あんた、あたしが書いた短編小説をどうでもいいって言ったわね！　全部同じって言ったわね！　舐なめるんじゃない！　この秋月マキシ様を舐めるんじゃないわ！　次はどうでもいいなんて言わせないものを書いてやろうじゃないの！　あんたが面白いと唸うなるものを書いてやろうじゃないの！　このあたしがいつまでも今までと同じとは思わないことね！　常に進化し続けるのが、この光り輝く秋月マキシ様なんだから！」




「姫萩紅葉！　こんな穴倉にこもっているようじゃ、いつまで経たってもあたしには追いつけはしないわ！　ライバルとのせめぎ合い、それは作家を強くして、やがて作品に活いかされるのだから、悔しかったら出て来なさい！　あたしに負けたくなかったら出てきなさい！　あたしと、戦いなさい!!」




「姫萩紅葉！　あんたの力を見せなさい。あたしに無いものを、あたしに書けないものを見せなさい。あんたを踏ふみ台だいにしてあげる、それが嫌ならあたしを踏んで高く飛べばいい！　もちろん踏み台になんかさせないけどね！」




「出て来なさい！　あんたをあたしのライバルにしてあげるわ!!」




　語られたのは作家秋月マキシの矜きよう持じ。

　作家姫萩紅葉に対するライバル宣せん言げん。

　声量と熱量を込めて放たれた言葉が、姫萩紅葉にぶつけられる。

　それに対し、誰もが固かた唾ずをのんで見つめる中、返って来た反応は。

「…………」

　沈黙だった。

「どういうことよ！　あたしを無視するなんて、これはもう裁判よ！　訴うつたえてやる！　法廷で争うわよ！」

　無視される形となったマキシは、案あんの定じようキレた。

「そうか、あたしのサインが欲しいのね！　いいわよ、ほらあたしのサインならいくらでもあげるわ。光り輝くペンで書いた特製の光り輝くサインよ！　だから早く出てきなさいよ。あたしのライバルになりなさい！」

「…………」

　沈黙。秋月マキシの言葉の力を受け続けてもなお、姫萩紅葉は闇やみの中に沈んだままで姿を見せない。

「出て来なさいよおおおおおおお！！！！」




「落ち着きなさいマッキー」

「誰がマッキーよ!!」

　夏野はマキシの肩に手を掛けると、無理やり柱の前から引っぺがす。

「いいから、落ち着きなさい。アナタの番は終わりよ」

「な、何よ、別に負けた訳じゃないんだからね！」

「分かっているわよそんな事。当たり前じゃない」

「んなっ!?」

　涙目で反論しようとするマキシに対し、真剣な瞳で答える夏野。

「アナタはアナタの矜持と言葉を姫萩紅葉へとぶつけてみせた。一いつ切さい合がつ財さい余すところ無くね。それで『負け』な筈はずが無いじゃない」

「だ、だったら！」

「ただね。後が控ひかえているの。次は、私の番よ。そこをどきなさい」

「ぐぬぬぬぬ、わ、分かったわよ！」

　マキシは夏野の手を振り払うと、大股で黒服達の方へと戻って行く。その瞳には既に涙は見えない。ただ、強い輝きだけが灯ともっていた。

『おい、夏野』

「ええ、分かってるわ。沈黙が返って来たわね」

　それは、九郎や佐茅に対する反応とは明らかに異なるものだった。

「ようやく、私の番ね」

　漆しつ黒こくのコートの裾を翻し、夏野は再び柱の前に立つ。

「姫萩紅葉！　聞きなさい！」

　何もかもが終わるこの部屋で。この世の果てにも似た、牢ろう獄ごくの行き止まりで。

　夏野の意志が、始まる。




「私の名前は秋山忍。作家よ」




「アナタも作家ね。いいえ、自ら名乗ろうが名乗らなかろうが関係ないわ。本を書き、それを読む人間がいる。その時点でアナタは作家よ。その事実は誰にも崩くずせない。だから聞きなさい姫萩紅葉」




「作家とは、自分の書きたいことを書き、それを読者に届ける役目を負おっている者。作家は、自分の感情を本に乗せて、それを読んでもらうことで読者の心に影えい響きようを与え、動かしていく。それが本の持つ力であり、作家の力よ」




「作家の書いた本を、読者がどう受け止めるか。そこには、誰にも想定していない力が働くことがある。書かれた本から何を感じ取るか、読者は、作家の予想を簡単に上回るわ。だから、そこにはね、誰にも想像できない新しい何かが、生まれ出ることがあるのよ。本には、そうやって新たな意味を生み出す力がある。可能性の芽が、いくらでも埋うまっている」




「それこそが、作家の喜びで、私の喜び。自分が生み出したものが、自分の思おも惑わくを超えて、誰かの中で育つという、その実感こそが。読者に託たくした思いこそが。私が作家を続けて行くその理由で、これからも求めて行きたいもの。だから私は、本を書き続ける」




　夏野は語り続ける。

　熱を込めた瞳で、声で、姫萩紅葉に語り続ける。




「もちろん、読者の内で育つものは素す晴ばらしいものばかりではないわ。時には、目を背そむけたくなるようなものだって生まれることもあるでしょう。けれど、それだって作家の責任よ。読者の世界を変えてしまうかもしれない、それだけの力を扱うもの、作家として、自分の生み出した全てに対する責任があるの」




「アナタは、自分が作家であるという自覚も、書いた本の先に読者がいるという事実にも興味が無いそうね。甘ったれたこと言ってんじゃないわよ。自分の書いた本の責任を取るつもりは無いと言うの？」




「アナタの眼めには読者の存在が映らないの？　アナタが生み出す本、アナタが生み出す読者は眼に入らないと言うの？　ふざけるな。目を逸そらすんじゃない。読者から逃げるな。それが素晴らしいものでも、目を背けたくなるようなものでも。何もかもは、作家にいずれ返り、力となる。生きなさい姫萩紅葉。自分の読者と共に生きなさい」




「その方が、今よりずっと楽しいわよ！」




　秋山忍の語る言葉。

　それは、本を生み出す作家の想いと、本を読む読者の想い。

　作家の生み出す創造と、それを超えて行く読者の挑ちよう戦せん。

　そして、何よりも作家としての喜び。

　真剣な夏野の言葉が、柱の中に隠れている姫萩紅葉に届いて欲しいと、そう願うも。

「……………………」

　沈黙。

　またしても、返事は沈黙のみでなされた。

　姫萩紅葉は姿を見せない。




『……これでも、駄だ目めだっていうのか』

　二人の家族の言葉。

　二人の作家の言葉。

　それぞれの想いが投げかけられて。それでもなお、姫萩紅葉は姿を現さない。

　鉄てつ壁ぺきの孤独。越えられない壁。動かない柱。

『これでも、姫萩紅葉には、届かないのか……』

　もう、駄目なのかと目を逸らそうとして。

　この場所にいる意味を諦あきらめようとして。

　その姿を見た。

『……夏野』

　夏野霧きり姫ひめは、全てを語り終えてもなお、その場所を動かなかった。

　紅葉に向けて言葉をぶつけた体勢と視線のまま、ジッと柱を見つめている。

　それは、冷静ながらも熱を秘めた視線。まるで、姫萩紅葉がその場所から出てくることを信じて疑うたがわないような瞳。




　思い出す。

　作家が、読者へと投げかけた想い。

　読者が、作家から受け取った想い。

　そして。

　読者は、本を読むことで作家と共に生き続ける。

　作家は、本を書くことで読者と共に生き続ける。

　思い出す。

　本によって結ばれる、作家と読者の繋つながりを。

　その繋がりこそが、やがて生きる執しゆう念ねんにまで成長した、俺の中に眠る本の煌きらめきで。

　それこそが、秋山忍から受け取った想いだという事を。

　だから。




『姫萩紅葉！　俺の話を聞け！　読者の話を聞け！』




　叫ぶ。

　叫ばずにはいられない。

　受け取った想いが俺を突き動かす。

　ただの犬、言葉が通じているかどうかなんて関係ない。

　ただ読書によって生まれた衝しよう動どうが、火を灯して燃え上がる。




『読者に興味が無いだと、ふざけるな。噓うそを言うな。お前は興味を持っている。読者に対してしっかり関心を持っているだろ。俺には分かってる。だって、興味が無いと言うなら、それなら、どうして』




　気づいたのは、僅かな兆きざし。

　それは、姫萩紅葉が見せた、確かな綻ほころびだった。

　力を増す罠。

　沈黙の長さ。

　そして何より。




『どうして、俺の名前を聞いたんだ!?』




　森部佐茅の声を使って問われたのは、俺の、読者の名前。

　名前を聞くことは他人への興味を持つこと。

　その興味から生まれるのは他者との繋がり。




『俺の名前は春海和かず人ひと。読書バカで。犬で。お前の読者だ』




『そもそもお前は、どうでもいいなんて切り捨てられるほど、他人を知っているのか？　全てが同じだと断言出来るほど、全てを知っているのか？　いいや、知らないね。お前は何も知らない。何しろ、姫萩紅葉に、春海和人という読者がいるってことすら、今日初めて知ったんだからな！』




『たった一人、俺という読者が現れたってだけで興味を持ったくせに、何が周りに興味が無いだ。世界に、姫萩紅葉の読者が何万人いると思っている。お前は、自分にそれだけの読者がいることすら知らないんだ。自分の読者のことすら知らない奴が、世界の何を知っているって言うんだ！』




　あの部屋の中で、姫萩紅葉の放った言葉。

　夏野霧姫は死んだ、と。

　何故、あんな噓を言う必要があったのか。

　黙っていればいい。言葉を交わす必要なんて無かった筈だ。

　それでも、姫萩紅葉はそうしなかった。噓を言って、俺の言葉を打ち切ろうとした。

　それは、俺の存在に何かしらの興味を持ったからではないのか。俺の言葉が、姫萩紅葉の心に響いたからではないのか。読者の出現に、多少なりとも動揺したということではないのか。

　もし、その動揺を悟られまいと、姫萩紅葉が俺を遠ざけようとしたのなら。




『いいか。世界にはお前の知らないことが、いくらでもあるんだ。こんな孤島の中、暗い部屋の中じゃあ分からないことを、俺が、夏野が、マキシが教えてやる。お前の言う他人が。お前の言う他の人間が。一体どんな人間なのかを教えてやる！』




　姫萩紅葉の書いた本を、覚えている。

　姫萩紅葉の語った言葉を、覚えている。

　だから、姫萩紅葉の意志を、信じている。

　読者として、知りたいと願ったのだ。

　姫萩紅葉が、こんな暗い場所で果ててしまっていい訳が無い。

　だから。




『だから出て来い、姫萩紅葉！』




　読者の為に。

　未来の為に。

　何よりも、自分自身の為に。




『お前が、まだ知らない世界のことを、俺が教えてやる！　どんな感情も、経験も、意志も、お前が知りたいと願うのならば、俺が教えてやる！　だから、もう一度全てと向き合う為に。閉じこもっているお前を、終わらせよう！』




『だから！　そこから出て来い、姫萩紅葉！』




　顔を上げて、言葉を紡ぐ。

　それが、俺に出来る全てのことだった。

「……………………」

　返って来たのは沈黙。

「………………………………」

　しかし、それは今までよりも長い沈黙。

「……………………………………………………」

　まるで部屋中を埋め尽くすかのような、質量を持った沈黙。

「………………………………………………………………………………」

　姫萩紅葉の意思を、言葉よりも雄弁に語るような沈黙だった。




　異音。

　ガタリと鳴った音で、沈黙が破られる。

　俺と夏野の前に立つ白い柱が、音を立てて開く。

　その奥には空白、人一人分ほどのスペースが存在していた。

　そこから車くるま椅い子すの軋きしむ音が、光と共に流れ出す。

　ゆっくりと、しかし着実に、こちら側へと向かって来る。

　車椅子に座る小柄な影。

　俺達が求め続けていたその姿。

　姫萩紅葉。

　初めて直じかに見た。いつか見たものと同じ、人形のような無表情。しかし今は、それを人形の顔だと、そう断じることは出来なかった。その瞳に、確かな意思が宿っていたから。決意を込めてこの場に現れたのだと、そう理解したから。

　誰もが黙って、その挙きよ動どうを見守る。

　ここまで来れば、どんな結果が出ようとも構わない。どのような終わりを迎えようとも、ここに集ったその想いは、きっと無駄ではなかったのだから。




　最後の扉が、開く。

　姫萩紅葉は、俺の前で車椅子を止め。

　じっと、その湖面のように澄んだ瞳で俺を見つめる。

　何もかも、分かっていると言うように。




「読んでくれて、ありがとう」




　柔らかな笑みを、その顔に浮かべながら。

　ただその一言だけを、呟つぶやいた。

　それは、この事件の終了を告げる声であり。

　他の何よりも優しく、希望に満ちた言葉だった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【煉獄館】……　明治時代に建てられた刑務所。ヨーロッパの監かん獄ごくをモデルに建築された、煉れん瓦が造りが特徴的な建物。刑務所としての役目を終えるまで、一人の脱だつ獄ごく者しやも出さなかったという触れ込みだが、ただ一人、記録に残らない脱獄者が存在するという。

【秋月マキシ　ＩＮ　地下】……　煉獄館の門前の落とし穴により、監獄島の地下に落とされてしまった秋月マキシご一行。どうにか上へと戻るルートを捜そう索さくしているうち、偶然見つけた横道にて、冤えん罪ざいにより非ひ業ごうの死を遂とげた囚人の亡霊達と遭そう遇ぐうする。武器を手に襲おそい掛かかる亡霊相手に、黒服達に守られながらも、自らのポージングで果か敢かんに立ち向かう秋月マキシ。数時間にも及ぶ死し闘とうの末、マキシの放つ光のオーラは、刑務所の地下にたまった負ふのオーラを全て浄化することに成功。アイドル作家マキシの圧倒的な光によって、過去の亡霊達の魂たましいは救われたのだ。


















　　　四月　四日






　あの衝しよう撃げき的てきな、監かん獄ごく島とうでの出来事。多くの罠わなに引っかかり、落ちたり避よけたり走ったりした惨さん劇げきから、一週間が経たった。

　場所はいつもの、夏野のマンションのリビング。

　黒い毛布が敷しき詰つめられた寝床。目の前に積まれた本の塔とう。最強の読書空間であり、ここから始まるのが最愛の読書タイムである。

　こいつが俺の求めるべき日常、だから俺は本を読みます！

　……と、そんな感じに、息巻いて読書に勤いそしみたいのは山々なんだけど。

　何故だか妙に騒そう々ぞうしい、この部屋。とても読書に没ぼつ頭とう出来るような環境とは思えない。こんな部屋で本を読むなど、それは全すべての書籍に対する無礼なのだ。読書は、なんというか自由で、救われてなければならないのに。

　本を読む足を止めて、原因の方を見る。

『……どうして、こうなったんだろう』




　今、この部屋の中にいるのは、俺と夏なつ野のだけではない。

　姫ひめ萩はぎ九く郎ろうの遺い志しに従って島へと向かい、色々とあって、そして引きこもった部屋から連れ出すことに成功した彼女。

　車くるま椅い子すに座る無表情の作家、姫萩紅葉もみじ。

　彼女はその場所が定位置であるように、夏野宅のリビングに堂々と鎮ちん座ざましましている。夏野に勝るとも劣おとらない超インドア系作家が、どうしてここにいるのかと言えば。

「そりゃ、あの屋や敷しきだと不便だし、引っ越して来るとは聞いていたけれど。どうしてわざわざこのマンションに来るのよ。どっか別の所に行きなさいよ」

「仕方ないだろ、他に良い場所がなかったんだからさ。屋敷からも適度に近くて、車椅子のお嬢じよう様さまでも安心して暮らせるバリアフリー構造、しかも世界に名だたる姫萩紅葉先生が住まう格式ある物件なんて、そうそう無いんだよ」

「だからって、わざわざお隣となりさんにならなくてもいいでしょうに」

　あの一件によって屋敷の中に籠こもるのを止やめ、外の世界へと出ることとなった姫萩紅葉。彼女は長年暮らしていた屋敷を離れ、引っ越しを実行した。

　しかしその場所は、俺と夏野の住むマンション『イマキュレット新しん稲いな葉ば』の最上階。よりにもよって、隣の部屋だったのだ。

「駄メイドの言いなりになっているんじゃないでしょうね、姫萩紅葉」

「ああ、あんまりお嬢様に近寄らない方が良いよ。その車椅子はその筋では有名な武器職人謹きん製せいのものだから、防犯用に色々仕込んであるのさ。ミサイルとか」

「どういう車椅子なのよ。あんまり危険な物を持ち込むんじゃないわよ」

「まあまあ、そう邪じや険けんにしなくてもいいだろ。殺し合いをした仲じゃないか」

『……どんな仲だよ』

　不満げな夏野に対し、カラカラと楽しそうに会話するのは森もり部べ佐さ茅ち。

　姫萩紅葉に仕つかえるメイド。島では夏野と死し闘とうを繰くり広ひろげた相手で、作中のキャラクターに憧あこがれて歌って踊おどってしまう程の姫萩紅葉の大ファンである。言うと消されるので言いませんがね。時折鋭い目で睨にらんで来るし。

「それにしてもアナタ、屋敷じゃなくってもメイド服着用なのね」

「当たり前じゃないか。メイドがメイド服以外の服を着たら、それはもうメイドとしての沽こ券けんに関かかわるってなもんだからね、これで行くさ」

　夏野が半目で見た森部佐茅の服装は、屋敷で着ていた物と同じメイド服である。その恰かつ好こうで買い物とかに出るのだろうか。また新稲葉に妙な噂うわさが立ちそうだった。




　騒がしいのは、そこだけではない。

「ちょっと！　そこのメイド！　秋あき山やま忍しのぶとの対決はあたしの方が先約なんだから！　秋山忍を倒すのなら、まずはこの光り輝く秋あき月づきマキシ様を倒してからにしなさい！」

『……だから、何でこいつまでいるんだよ』

　姫萩一家がこのマンションに引っ越したことを聞きつけたようで、アイドル作家の秋月マキシもまた、現在部屋を訪れているのである。

「うるさいわね、どっかで遊んでいなさい露ろ出しゆつ狂きよう、丁ちよう度どベランダが開いているわよ」

「ろ、露出狂じゃ無いって言っているでしょ！　何なのよ!!」

　そんな、いつものやり取りも健在である。

「土産みやげ物ものでも置いて早く帰りなさいよ。まさか、素す晴ばらしきアイドル様が、手ぶらで来たって訳じゃあないでしょうね？」

「そんな訳ないでしょ。大だい門もん！　蕎そ麦ばよ、引っ越し蕎麦を注文しなさい！　二秒で！」

　後ろに佇たたずむ仏ほとけ坂ざか大門を振り返って無茶な注文をする秋月マキシ。しかし、大門さんは静かに頷うなずくと、携けい帯たい電でん話わを取り出してどこかへと連絡を取る。

『……大門さんも、やっぱり苦労しているんだよな』

　好きでやっているんだろうけど。




　と、不意に思い出した。

『……あれ、そう言えば、誰かのこと忘れてないか？』

　島に行った人間って、確かもう一人ぐらいいなかったっけ？

　こう、あんまり思い出したくないような予感がするのだけれど。それを夏野に聞いてみれば、非常に嫌そうな顔をして。

「いないわよ。帰り際に落とし穴を覗のぞいてみたら、設置されていた全部の罠に掛かって燃えながら恍こう惚こつの表情を浮かべていた変態なんて最初っからいなかったわよ」

『……うん、まあ、そうだよな』

　そういうことになった。

　まあ、罠に飽あきたらそのうち帰って来るだろう。

　いつになるか分からないけど。




　とまあ、そんな感じで騒々しいリビング。

　その喧けん騒そうが止む気配はなく、読書が出来ないという大問題が、一いつ向こうに解決しそうにない。俺はただ、静かに読書がしたいだけだというのに、どうしていつもこうなるんだろう。俺が一体何をしたというんだ。

『……しょうがない、場所を移そう』

　喧騒から少しでも離れようと、リビングの隅すみへと歩いて行く。本ほん棚だなの陰、第一読書ポイントが破壊された時の為ために設営中の読書スペースへ移動しようとして。

『春はる海み君』

　後ろから、声をかけられた。

　振り返った視界の先、本棚の縁へりに停とまっているのは一羽のカラス。

　今回の事件の発ほつ端たんであり、扇せん動どう者しやであり、そして黒くろ幕まく。俺達を、あの島へと導みちびいた張本人。

　妹の姫萩紅葉を救う為にカラスの肉体で生き返った、姫萩九郎。

『ありがとうございました』

　そんなカラスが、俺に向かって思い切り頭を下げた。

『な、何だよ。九郎さん。どうしたんだ』

　急に頭を下げられて困こん惑わくする。言葉をかけても、身じろぎすることなく、姫萩九郎は俺に向かって頭を下げ続けている。

『分かった。分かったから顔を上げてくれよ、もう！』

　顔を上げた九郎さんの瞳ひとみを正面から見み据すえる。

『別に、全部俺がやったって訳じゃないだろ。夏野も、マキシも、鈴すず菜なも、大門さんも、黒服達も、それにあのメイドや九郎さんがいたから、姫萩紅葉をあの屋敷から連れ出すことが出来たんじゃないか』

『ええ、もちろん、皆さんのおかげでここまで来られました。でも、まずは、春海君にお礼を伝えたかったんです』

『俺に？』

『ええ、僕が勝手に紅葉に対して壁かべを作っていたのが分かったのも、僕が紅葉を一人ぼっちにさせていたと分かったのも、春海君、そして秋山先生のおかげですから』

　静かに語られる九郎さんの言葉。

『あの後、しっかりと紅葉と話をしました。少しずつ、今まであった出来事を話し、そして謝あやまることが出来ました。僕が紅葉を一方的に恐れ、壁を作っていたことも。その中で、紅葉を一人にしてしまっていたことも』

　九郎さんは、僅わずかに優しい微笑を浮かべながら続ける。

『僕が死んだ後、こうやってカラスの姿になって帰って来たことを話したら、驚おどろくほどあっさりと受け入れてもらえました。これからも、紅葉と、佐茅さんと一緒に暮らすことが出来そうです』

『……そうか。うん、良かった』

『本当に、ありがとうございました』

『だからそれはもういいって！』

　更に頭を下げようとする九郎さんを、何とか押しとどめる。自分としては思いのままにやっただけなので、ここまで感謝されるとくすぐったいぞ。




『……おや紅葉、どうしたんだい？』

　九郎さんの声に振り返れば、いつの間にか車椅子に乗った姫萩紅葉がすぐ後ろに現れていた。会話に集中していたとはいえ、完全に無音だったんだけど、どういう構造なんだよその車椅子は。奇き襲しゆう用ようか？

『ほら、春海君。僕の妹ですよ、可か愛わいいでしょう』

　九郎さんは、姫萩紅葉の肩に飛び乗ると、早速シスコンぶりを発はつ揮きする。

『いやその話、今日だけで五回聞いたからな』

『何を言いますか春海君。いくら話しても紅葉の可愛らしさは減へりませんからね、世界中に知らせてあげたいのですよ。紅葉マイラブ！　紅葉ソースウィート!!』

『やめなよ……』

　姫萩紅葉が、無表情ながらも嫌そうな感情を浮かべたように見えたのは気のせいではないだろう。まあ、実の兄からあんな壮絶な告白をされれば、誰だってそうなるだろう。

『でも、良かったな。ちゃんと紅葉とは言葉が通じるみたいでさ』

『そうですね、全くもって嬉うれしい限りです』

　あの騒動、変態的な告白の末に判明したこと。

　姫萩紅葉には、姫萩九郎の言葉が通じる。

　相変わらず理由も何も分からないけれど。九郎さんの声が紅葉に伝わるという、それは素す晴ばらしいことだ。

『せっかく言葉が通じるんだから、これからは沢山紅葉と話そうと思います』

　九郎さんは、その羽で姫萩紅葉の頭をそっと撫なでる。

『生きていた頃の分まで、話をしていきますよ』

『ああ、そうだな』

　時間はいくらでもある。兄と妹として過ごせなかった時間があるのなら、これから少しずつ取り戻して行けばいい。

『春海君も、紅葉に話したいことがあったら話していいんですよ。僕が中継すれば、紅葉にも言葉が通じるみたいですから』

　あの最後の瞬間、どうして俺の言葉が姫萩紅葉に届いたのか。

　それも振り返ってみたら、単純なことだった。

　道中において、夏野が俺を中継地点にして九郎さんの言葉を聞いていたのと同じように。紅葉は九郎さんを介かいして、俺の言葉を聞いていたのだ。

　だから、あの瞬間、姫萩紅葉を救い外に出したのは、俺の力だけではなくて。

　正しよう真しん正しよう銘めい、姫萩九郎の、妹を想おもう兄の力だったのだ。

『……だから、本当にお礼を言われる筋合いなんてないんだよな』

『何か言いましたか、春海君。さてはさっそく紅葉と話したいと言うんですね？　しょうがないですね、特別に許しましょう。ただ、春海君といえども男であることに違いはありません。紅葉と無制限に話すだなんて、そんな破は廉れん恥ちなことは許されないのですよ。だから必ず僕の立会いの下、喋しやべりたい内容を事前に提出して頂きます』

『……このシスコンカラスが』

　ちょっと良いことを言ったと思ったらすぐこれだよ。




　あれから、俺と九郎さんもお互いの境きよう遇ぐうについて話し合った。

　死の先で見た虹色の空間について。その場所で出会った動物について。

　しかし、どうして犬とカラスの肉体となったのか、何故俺達がこうして生き返ったのか。その理由は分からないままだった。

　いずれ、俺達はその理由と向き合うことになる日が来るのだろうか。

　何もかも、分からないまま。それでも日々は続いていく。

　それなら、せめて今は楽しもう。

　一度は失って、しかしこうして手に入れた日々を、この安らぎを。

　奇き跡せきのような、二度目の生を。

　せいぜい悔くいのないように、精一杯生きてやろうじゃないか。




　と、無言を保っていた姫萩紅葉が、そっと動いた。

『……紅葉？』

『ん、何だ？』

　無表情のままで、そっと俺の方に向けて手を伸ばしてくる。吸い込まれるように、紅葉が伸ばした手の中に身体からだを預けた。

　細い腕によって紅葉の顔の高さまで持ち上げられる。

　目の前には、日本人形のような整った顔。

　切きり揃そろえられた前髪。

　湖面のように澄んだ瞳。

　薄紅色の小さな唇くちびる。

　そして、そこから零こぼれる、か細くもはっきりとした声。

　間近で聞く、その肉声。




「アナタが興きよう味みを持てと言うので、外に出て来たんですよ」




「だから、アナタに興味を持つことにします」




「私を外に連れ出した責任、ちゃんと、取って下さいね」








終わり










　顔を上げる。

　そこには姫萩紅葉の、無表情な顔。

「……それが、あらすじです」

『またかよ!!』

　このパターンまだやるのかよ！　てっきりもう終わったのかと思ったよ！

　姫萩紅葉が俺に差し出してきた原稿用紙の束。そこに書かれていたのは、秋山忍の原稿盗とう難なん事件から始まり、監獄島で姫萩紅葉に出会うまでの一連の事件だ。つまり。

『おい夏野、お前芸風をパクられているぞりんがッ!?』

　そう言って振り返ろうとした瞬間、夏野の右腕が俺の身体を摑つかむ。持ち上げられた視界の中、夏野の瞳が殺気一〇〇％の攻撃色に染まっている。

「あらあら、アナタはあの屋敷に何をしに行ったの？　誰がそんなことを頑がん張ばれなんて言ったのかしら？　一体何の責任を取るつもりなのかしら、ねぇ？」

『いやいや、何を仰おつしやる夏野さん、ハサミでペチペチ叩たたかないでよ！　あ、九郎さん。助けて！　ハサミ女に解体される！』

『そのまま捕まえておいて下さい秋山先生、すぐに泥どろ棒ぼう犬いぬをゴリゴリとすり潰つぶす罠を用意しますから。大丈夫、簡単に意識を失わない痛めの奴です』

『お前もかよ!?　敵しかいないの!?』

「それじゃあ駄犬、お仕置きを始めるわよ。覚悟は良い？」

『春海君、罠の準備は万全です。思う存分食らいまくって下さい』

　あれ、真っ当に姫萩紅葉を救い出してハッピーエンドじゃなかったの？

『いつもこうだよ!!』

　やがて叫びは、か弱い犬の悲鳴へと変わるのだった。




　世界は回る。

　何もかもを巻き込んで、世界は今日も動き続ける。

　本を読みながら、他の誰かと共に生きられることを誇ほこりに思う。

　一人で生きているのではないと、そう知って。

　それを伝える為に、他の誰かへと手を伸ばせることを誇りに思う。

　それが、人と本と、そして人と人との繋つながりだと、そう信じている。

　こうして人ではなくなってしまってもなお、繋がりは確かに続いて行く。

　だから、今日も俺は本を読み続ける。

　こんなちっぽけな俺でも。自分一人では何も出来ない、半人前であっても。

　いつか読んだ本が、誰かの理由となるように。


一人と一匹のバカ騒ぎは終わらない










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、もしくは初めまして、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。この度たびは『犬とハサミは使いよう５』をお手に取っていただき誠まことにありがとうございます。ほんの少しでも楽しんで頂けたなら、引っ越しのドタバタで失くしたと思っていた本が段ボール箱の底から見つかった時ぐらい嬉うれしいです。

　さて皆様、月刊少年エースで連れん載さい中の『犬とハサミは使いよう』はご覧らんになられましたでしょうか。読んでない？　それはいけません。すぐに書店に行って少年エースを手に取りましょう。大おお庭ば下か門もん先生による漫画版『犬ハサ』は、小説でイラスト化されていないあんなキャラやこんなキャラも登場します。というか、ようやく春はる海み和かず人ひと（人間）にもイラストが付きました。実は人間時の春海君ってば一巻の頭で犬になって以降登場することが無い為、ずっとイラストが存在しませんでした。おかげで、大庭先生の描かれた原稿を読んで『春海ってこういう顔だったんだ！』と叫ぶ始し末まつ。もう少し考えておけよ俺達。他にも、背景や小物に仕込まれた小ネタも思わずニヤリとなるものばかり。小説本編を読んで下さっている皆様も存分に楽しんで頂ける物となっております。はい、段々と読みたくなってきましたね。さあ読みましょう！　ＬＥＴ　ＲＥＡＤ！

　失礼。漫画化の余りの嬉しさに我を忘れ、ここが『犬ハサ５』のあとがきであることを忘れるところでした。気付けば本編に全く触れていませんね。まあ、そこら辺は次のページに書いてあることでしょう。書いてなかったらブンブンの刑に処しておきます。




　以下、三千世界に響き渡る程の感謝を込めて謝しや辞じを送らせていただきます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。漫画家の大庭下門様。少年エース編集部のＵ様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・メディアミックス等に携たずさわって下さっている全ての皆様。家族。渋谷のトゥッカーノでたらふく食いやがった友人達。職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、今この本をお手にとって下さっている読者の皆様。

　おかげで『犬ハサ』も五巻まで続ける事が出来、長年の夢であった漫画化まで果たすことが出来ました。これもひとえに応おう援えんして下さっている皆様のおかげかと存じます、本当に本当にありがとうございます。これからもどうぞ応援よろしくお願い致します。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。








あとがき２




　君達に最新のあとがきを公開しよう！

　こんにちは、更伊俊介の『伊』です。という訳で『犬とハサミは使いよう５』でした。今巻は『犬ハサ』初の前後編の後編。物語は四巻のエピローグからダイレクトにこの五巻へと繋つながっております。このような形態に関して、執筆前は『二巻分だけどプロットは一つだけ！　物語を一つだけ考えて書けば良いじゃないか！　つまり普段よりも時間があるぜ！』などと考えていたのですが、蓋ふたを開けてみれば作業量が二倍を軽く超えた。

　何故こんな事になってしまったのか。その原因、聡明な読者の方でしたらお気づきでしょう。そう、全ては四巻のあとがきに書かれた次回予告が悪いのです。自分で書いた次回予告の内容に気を取られている内に四巻でのキャラの言動をド忘れして、期せずして双子キャラ登場みたいになる始末です。誰なんだあんた一体。

　それもこれも、次回予告という言葉の響きに脳をやられていた四巻時点での自分のせいですが。今になっては、ただ怒りばかりがこみ上げてきます。ターミネーターの気持ちが今なら分かる。

　とはいえ、こうして無事に五巻完成と相成りました。これもひとえに周りの皆様と、出版に携わった全ての皆様、そして読者の皆様のおかげであります。本当にありがとうございました。しかし過去の俺は絶対に許さない。




　とまあ、そんなこちらの九く郎ろうは……苦労は置いておいて。

　コミカライズです！　漫画化です！

　つまりこれは二次元的にも正しい進化の方向性！

　この五巻が出る頃には、既に連載が始まっていることでしょう。

　漫画ということで、小説では出来なかった絵での表現がふんだんに取り入れられています。大変見み応ごたえのある作品となっておりますので、ぜひ皆様もご覧下さいませ。私達も毎月楽しみにしています。人間時の春海和人とかここでしか見られませんよ（多分）。




　さて、懲こりずに次回予告です。

　これはもう未来の自分に怒られるパターンだな！

　次巻は秋頃。短編集第二弾『ＤｏｇＥａｒｓ２』をお届けする予定です。『犬ハサ』キャラ達の、相も変わらぬバカげた日常をお楽しみに。

　それでは次巻もこのあとがきで、ファイナルフュージョン承しよう認にん！


二〇一二年五月某日　更伊俊介
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